
一　

は
じ
め
に

こ
の
三
月
、
米
国
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
有
名
な
ポ
ト
マ
ッ
ク
河
畔
の
桜
ま
つ
り

が
植
樹
百
周
年
を
迎
え
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
こ
の
日
米
友
好
の
象
徴
で
あ
る
桜
の
植
樹
に

つ
い
て
は
、
エ
リ
ザ
・
Ｒ
・
シ
ド
モ
ア

(Eliza Ruham
ah Scidm

ore)

（
図
１
）
と
い
う
一

人
の
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
立
役
者
と
な
っ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。 (1)

ま
た
、

最
初
に
彼
女
が
提
案
し
て
か
ら
、
二
四
年
に
お
よ
ぶ
奮
闘
が
実
現
の
要
で
あ
っ
た
こ
と
も
、

米
国
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
(2)

そ
の
シ
ド
モ
ア
が
明
治
二
○
年
代
に
厳
島
を
訪
れ
、
彼
女
が

書
い
た
記
事
（
図
２
）
が
当
時
の
米
国
の
人
気
雑
誌
へ
紀
行
文
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、

現
在
で
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
記
事
が
発
行
さ
れ
た
当
時
は
、
地
元

の
『
芸
備
日
々
新
聞
』
に
お
い
て
も
い
ち
早
く
報
道
さ
れ
、
米
国
人
が
厳
島
を
絶
賛
し
た

こ
と
を
少
々
興
奮
気
味
に
伝
え
て
い
る
。

明
治
二
九
年
九
月
二
九
日　

宮
島
の
風
景
欧
人
の
筆
に
上
が
る

八
月
発
兌
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
雑
誌
を
見
る
に
、
我
宮
島
の
風
景
を
賞
す
る
一
篇
の

長
文
を
載
せ
た
り
、
記
者
は
宮
島
を
以
っ
て
瀬
戸
内
海
に
於
け
る
神
聖
な
る
一
島

と
称
し
、「
不
朽
の
島
」
と
呼
び
、
口
を
極
め
て
其
風
景
の
佳
絶
な
る
を
説
き
た
る
末
、

同
島
の
人
民
に
接
す
る
に
性
質
醇
朴
に
し
て
、
宛
ら
上
古
の
民
に
逢
ふ
の
感
あ
り
、

蓋
し
日
本
近
時
の
文
明
に
後
る
ゝ
こ
と
百
年
な
り
と
云
ふ
も
可
な
ら
ん
、
外
人
の

日
本
に
遊
ぶ
も
の
杖
を
宮
島
に
曳
く
を
忘
る
べ
か
ら
ず
と
結
べ
り
、
宮
島
天
成
の

麗
質
は
勢
力
あ
る
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
の
筆
に
依
り
て
愈
よ
発
揮
せ
ら
れ
、
将
来
欧
人

の
宮
島
に
遊
ぶ
も
の
益
々
多
か
る
べ
し 

(3)

こ
の
記
事
の
著
者
で
あ
る
シ
ド
モ
ア
に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
評
伝
が
存
在
し
な
い

た
め
限
ら
れ
た
資
料
に
依
る
こ
と
に
な
る
が
、
少
し
紹
介
し
て
み
た
い
。
シ
ド
モ
ア
は
一

八
五
六
年
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
マ
デ
ィ
ソ
ン

(M
adison, W

isconsin
)

(4)

に
お
い
て
、
宣

教
師
の
一
家
に
生
ま
れ
た
。
一
八
七
四
年
オ
バ
ー
リ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ

(O
berlin C

ollege)

卒
業
後
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
上
流
階
級
に
つ
い
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
等
へ
執
筆
し

た
こ
と
か
ら
、
本
格
的
に
執
筆
業
に
つ
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ア
ラ
ス
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
ア
ジ
ア
を
旅
し
、
そ
の
地
の
紀
行
文
や
政
治
情
勢
等
を
、『
ハ
ー
パ
ー
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー

(H
arper’s W

eekly) 

』
、
『
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク(O

utlook) 

』
、
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー(C

entury) 

』

等
の
雑
誌
へ
寄
稿
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
ラ
ス
カ
に
関
す
る
著
作
(5)

で
紀
行
作
家
と
し
て

の
名
声
を
得
た
こ
と
を
手
始
め
に
、
中
国
、
ジ
ャ
ワ
、
イ
ン
ド
等
各
地
の
旅
行
記
を
出
版

し
て
い
る
。
日
本
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、『
シ
ド
モ
ア
日
本
紀
行
』 

(6)

や
『
日
露

戦
争
下
の
日
本 

―
 

ハ
ー
グ
条
約
の
命
ず
る
ま
ま
に 

ロ
シ
ア
軍
人
捕
虜
の
妻
の
日
記
』 (7)

が
知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
雑
誌
、
機
関
誌
等
へ
の
寄
稿
も
数
多
く
あ
る
。
シ
ド
モ
ア
の
文

章
の
特
徴
と
し
て
は
、
各
地
の
文
化
・
政
治
・
歴
史
の
記
述
に
加
え
て
、
旅
行
者
と
し
て

の
個
人
的
体
験
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。(8)

シ
ド
モ
ア
は
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
二
七
歳
の
時
に
、
駐
日
外
交
官
と
し
て
横
浜

に
居
住
す
る
兄
を
訪
れ
た
の
が
初
来
日
で
、(9)

後
に
母
が
兄
と
と
も
に
日
本
で
暮
ら
し
は
じ

め
た
こ
と
も
あ
り
、
以
後
、
各
国
へ
の
取
材
旅
行
の
合
間
に
、
何
度
も
日
本
と
米
国
ワ
シ

ン
ト
ン
と
を
往
復
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
女
は
親
日
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
前
述

の
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
の
桜
の
植

樹
以
外
に
も
、
『
日
露
戦
争

下
の
日
本 

―
 

ハ
ー
グ
条
約

の
命
ず
る
ま
ま
に 

ロ
シ
ア

軍
人
捕
虜
の
妻
の
日
記
』
に

お
い
て
日
本
の
戦
時
捕
虜
に

対
す
る
扱
い
を
称
賛
し
(10)

、

明
治
四
一
（
一
九
○
八
）
年

に
は
勲
六
等
宝
冠
章
を
授
章

し
て
い
る
。(11)

こ
う
し
た
知
日
家
で
あ
る
シ
ド
モ
ア
が
厳
島
を
訪
れ
た
の
は
、
後
述
す
る
と
お
り
明
治

二
七
（
一
八
九
四
）
年
夏
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
二
年
後
に
記
事
を
載
せ
た
雑
誌

が
発
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
に
外
国
人
が
厳
島
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
と
し

て
は
、
ち
ょ
う
ど
シ
ド
モ
ア
の
一
年
前
、
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
の
夏
に
日
本
へ
の

公
式
訪
問
の
一
環
で
厳
島
に
立
ち
寄
っ
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
子
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ

ナ
ン
ト
に
よ
る
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
子
の
日
本
日
記
』
(12)

が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
比

べ
る
と
、
「
不
朽
の
島
」
は
、
無
類
の
知
日
家
と
し
て
の
豊
富
な
知
識
を
背
景
に
、
紀
行
作

家
と
し
て
の
確
か
な
観
察
力
と
豊
か
な
表
現
力
を
持
っ
て
綴
ら
れ
て
い
る
た
め
、
当
時
の

厳
島
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

さ
て
、
こ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン

(The C
entury 

M
agazine )

 

』
誌
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
発
行
元
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
社

(The 

C
entury C

om
pany

)

は
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
設
立
さ
れ
、
設

立
当
初
か
ら
の
定
期
刊
行
誌
で
あ
る
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
』
誌
は
一
八
八
○
年

代
お
よ
び
一
八
九
○
年
代
に
お
け
る
最
高
の
一
般
雑
誌
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、

南
北
戦
争
の
歴
史
を
あ
つ
か
っ
た
「
戦
争
シ
リ
ー
ズ(W

ar Series)

」
は
、
明
治
十
七
（
一

八
八
四
）
年
か
ら
三
年
余
り
続
け
ら
れ
、
南
北
両
軍
の
将
軍
か
ら
一
兵
卒
ま
で
の
手
記
や

二
千
点
以
上
の
木
版
画
で
人
気
を
博
し
、
そ
の
発
行
部
数
は
二
五
万
部
に
倍
増
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
商
業
的
成
功
の
後
に
二
○
世
紀
に
入
る
と
、

廉
価
な
雑
誌
や
新
聞
と
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
消
え
去
っ
て
い
っ
た
。(13)

シ
ド
モ
ア
の
厳
島

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
絶
頂
期
か
ら
徐
々
に
凋
落
し
つ
つ
も
、
ま
だ
名
声
を
保
っ

て
い
た
時
代
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
記
事
は
米
国
に
お
い
て
非
常
に
多
く
の
読
者

の
目
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二　

シ
ド
モ
ア
が
見
た
明
治
中
期
の
厳
島

（
１
）
白
木
の
社
殿
と
大
鳥
居

シ
ド
モ
ア
が
訪
れ
た
時
期
の
厳
島
は
、
現
在
と
は
そ
の
様
相
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
。

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
以
降
に
本
格
化
し
た
神
仏
分
離
に
よ
り
、
仏
教
的
と
さ
れ
た
厳

島
神
社
社
殿
は
丹
色
の
塗
装
が
剥
が
さ
れ
、
大
鳥
居
と
と
も
に
長
ら
く
白
木
を
露
わ
に
し

た
姿
で
人
々
の
目
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
神
社
社
殿
は
、
明
治
三
五
（
一
九
○
二
）
年
の
修

繕
の
際
に
(14)

、
大
鳥
居
は
明
治
四
二
（
一
九
○
九
）
年
の
修
繕
の
際
に
、
と
も
に
丹
塗
り
の

姿
に
戻
さ
れ
て
い
る
。(15)

こ
の
こ
と
は
、
記
事
本
文
に
お
い
て
も
、
符
合
す
る
部
分
が
あ
る
。

記
事
前
半
の
厳
島
神
社
社
殿
や
大
鳥
居
に
つ
い
て
触
れ
た
箇
所
に
お
い
て
は
、
建
物
等
に

つ
い
て
の
色
彩
の
記
述
は
全
く
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
五
重
塔
に
触
れ
た
場
面
で
は
じ
め

て
丹
色(red

)

と
い
う
色
の
表
現
が
現
れ
て
く
る
。

古
風
な
趣
の
あ
る
古
い
五
重
塔
は
、
積
み
重
ね
ら
れ
た
丹
色
の
屋
根
が
、
丘
の
木
々

を
見
事
に
か
き
分
け
て
い
る
。(16)

ま
た
、
大
鳥
居
に
触
れ
た
部
分
で
は
、
「
巨
大
な
ク
ス
ノ
キ
の
柱
の
間
に
小
船
で
浮
か
ん

で
み
る
と
、
ま
る
で
石
造
建
築
物
の
よ
う
に
壮
大
で
強
固
な
印
象
で
あ
る
。」
(17)

と
そ
の
壮

大
さ
を
石
造
建
築
物
に
喩
え
て
い
る
が
、
当
時
の
大
鳥
居
が
丹
塗
り
で
な
く
白
木
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
印
象
を
与
え
た
こ
と
に
関
係
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
社
殿
等
の
色
彩
以
外
に
も
外
観
上
の
差
異
と
し
て
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
に
、

神
社
に
ふ
さ
わ
し
い
棟
飾
り
と
し
て
屋
根
に
千
木
・
勝
男
木
（
ち
ぎ
・
か
つ
お
ぎ
）

が
取
り
付
け
ら

れ
た
が
(18)

、
こ
れ
ら
は
明
治
三
○
年
代
に
始
め
ら
れ
た
各
社
殿
の
修
繕
の
際
に
取
り
外
さ
れ

て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。(19)

後
述
す
る
よ
う
に
当
時
シ
ド
モ
ア
が
厳
島
滞
在
時
に
撮
影
し

た
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
も
千
木
・
勝
男
木
が
写
さ
れ
て
い
る
。
（
図
３
）

こ
れ
ら
の
棟
飾
り
の
大
き
さ
と
比
べ
て
、
厳
島
神
社
が
複
数
の
社
殿
や
回
廊
で
構
成
さ
れ

た
大
き
な
建
物
群
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
際
立
っ
た
印
象
は
な
か
っ
た
の
も
し
れ

な
い
。

厳
島
神
社
社
殿
や
大
鳥
居
が
白
木
に
さ
れ
た
原
因
と
な
っ
た
神
仏
分
離
令
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
厳
島
神
社
そ
の
も
の
の
存
亡
の
危
機
で
も
あ
っ
た
と
さ
れ
、
「
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ

た
某
大
参
事
は
、
そ
の
社
殿
を
仏
式
な
る
と
見
て
直
ち
に
社
殿
を
焼
き
払
い
、
神
体
を
海

に
流
す
べ
き
事
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
千
年
以
上
も
代
々
棚
守
職
を
続
け
て
き
た

野
坂
家
の
当
主
元
延
は
、
そ
の
命
を
聞
い
て
驚
き
、
直
ち
に
家
宝
を
売
り
旅
費
と
な
し
、

身
命
を
賭
し
て
単
身
江
戸
に
上
が
り
、
朝
廷
に
嘆
願
し
て
や
っ
と
現
状
維
持
の
許
可
を
得

た
。
」
(20)

ま
た
、
「
別
当
職
の
大
聖
院
は
神
社
と
分
離
し
、
二
十
坊
は
滅
び
、
修
理
別
当
職
の

大
願
寺
も
独
立
し
、
諸
所
の
仏
像
が
多
く
こ
こ
に
集
め
ら
れ
、
大
経
堂
は
千
畳
閣
と
称
し

さ
ら
に
豊
国
神
社
と
改
称

し
て
厳
島
神
社
の
末
社
と

な
っ
た
。（
略
）
こ
の
ほ
か
、

本
地
堂
、
十
王
堂
、
地
蔵
堂
、

大
鐘
楼
、
輪
蔵
や
多
く
の

院
・
坊
は
廃
毀
さ
れ
、
」(21)

と
、

神
仏
分
離
が
比
較
的
平
穏

に
行
わ
れ
た
(22)

と
さ
れ
る
広

島
県
に
お
い
て
も
、
と
り

わ
け
神
社
仏
閣
が
濃
密
に

集
積
し
て
い
た
厳
島
に
お

い
て
は
、
大
き
な
影
響
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
シ

ド
モ
ア
も
、
こ
の
神
仏
分

離
に
と
も
な
う
廃
仏
毀
釈
に
つ
い
て
わ
ざ
わ
ざ
触
れ
て
お
り
(23)

、
二
○
年
以
上
前
の
出
来
事

で
は
あ
る
が
、
当
時
の
厳
島
に
お
い
て
な
お
忘
れ
が
た
い
大
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
当
時
の
厳
島
の
描
写
と
し
て
は
少
し
奇
妙
な
点
に
触
れ
て
み
た
い
。
シ
ド
モ

ア
の
記
事
で
は
、
海
岸
沿
い
の
参
道
の
様
子
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
村
の
端
の
海
岸
沿
い
に
は
、
各
梁
や
柱
が
一
枚
石
の
大
島
石“O

shim
a 

granite”

で
で
き
た
堂
々
と
し
た
鳥
居
が
建
っ
て
お
り
、
聖
地
へ
の
入
り
口
を
表

し
て
い
る
。(24)

厳
島
神
社
参
道
の
入
口
に
あ
る
、
高
さ
十
ｍ
あ
ま
り
の
石
造
の
大
鳥
居
は
『
宮
島
町
史
』  

(25)

に
よ
れ
ば
明
治
三
八
（
一
九
○
五
）
年
建
立
と
さ
れ
て
お
り
、
シ
ド
モ
ア
が
訪
れ
た
明
治

二
七
（
一
八
九
四
）
年
よ
り
も
、
さ
ら
に
は
こ
の
記
事
を
掲
載
し
た
雑
誌
が
発
行
さ
れ
た

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
よ
り
も
後
の
建
立
と
な
り
、
記
事
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、こ
の
建
立
時
期
が
推
定
さ
れ
た
記
述
を
詳
し
く
検
討
し
て
み
る
と
、
明
治
二
七
（
一

八
九
四
）
年
と
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
に
、
件
の
石
大
鳥
居
が
描
か
れ
た
絵
図
が
発

行
さ
れ
て
お
り 

(26)

、
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
シ
ド
モ
ア
の
記
事
と
の
整
合
性
は
保
た
れ
る
。
と

こ
ろ
が
、
当
文
献
に
お
い
て
は
、
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
に
買
い
求
め
た
と
さ
れ
る

写
真
に
当
該
石
大
鳥
居
が
写
っ
て
い
な
い
こ
と
、
明
治
三
八
（
一
九
○
五
）
年
に
「
石
鳥

居
上
棟
式
」
の
件
で
出
県
し
た
稟
請
記
事
が
あ
る
こ
と
(27)

、
等
を
も
っ
て
建
立
年
代
が
推

定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
土
産
物
で
販
売
さ
れ
て
い
る
写
真
や
絵
葉
書
の
撮
影
な
い
し
作

成
時
期
は
、
販
売
時
期
と
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
む
し
ろ
内
容
的
に
は
古
い
撮
影
時
期
の
も

の
が
、
そ
の
ま
ま
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
現
に
、
大
正
八
（
一

九
一
九
）
年
の
写
真
帖
に
千
木
・
勝
男
木
を
載
せ
た
本
社
本
殿
が
写
っ
て
い
る
(28)

こ
と
は
、

明
治
三
四
（
一
九
○
一
）
年
に
は
じ
ま
っ
た
大
修
理
の
際
に
、
遅
く
と
も
明
治
三
二
（
一
八

九
九
）
年
に
は
こ
れ
ら
が
外
さ
れ
た
と
す
る
説
明
(29)

と
も
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
景
観
で
あ
る
。

異
な
る
二
つ
の
絵
図
に
お
い
て
、
御
笠
浜
と
い
う
同
じ
場
所
に
、
偶
然
に
存
在
し
な
い
は
ず

の
大
鳥
居
が
描
か
れ
た
こ
と
は
非
常
に
奇
妙
で
あ
り
、
新
た
に
こ
の
シ
ド
モ
ア
の
記
事
を
考

察
に
加
え
る
と
、
こ
の
時
期
に
石
大
鳥
居
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
絵
馬
等
の
奉
納
品

厳
島
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
は
、
元
々
は
廻
廊
や
社
殿
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
で

参
詣
者
も
こ
れ
ら
を
楽
し
み
な
が
ら
参
拝
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
も
、
「
本
社
に
献

ず
る
と
こ
ろ
、
新
古
の
絵
馬
、
両

宮
三
棟
拝
殿
よ
り
、
東
西
廻
廊
に

至
ま
で
、
高
下
左
右
、
す
き
ま
も

な
く
掛
連
ね
、
其
数
幾
百
枚
な
る

を
し
ら
ず
、
」
(30)

ま
た
、
「
著
名
な

画
家
の
絵
馬
も
多
く
全
体
に
質
の

高
さ
は
特
筆
さ
れ
る
。
」(31)

と
質
量

と
も
に
相
当
な
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
屋

根
の
下
と
は
い
え
そ
の
環
境
は
吹
き
さ
ら
し
で
あ
り
、
劣
化
も
激
し
く
、
嵐
等
で
流
失
し

て
失
わ
れ
る
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
よ
う
で
、
明
治
三
四
年
の
大
修
理
以
降
は
取
り
外
さ
れ

千
畳
閣
（
豊
国
神
社
）
へ
掛
け
か
え
ら
れ
た
。
(32) 　

現
在
、
そ
の
一
部
は
厳
島
神
社
宝
物
館

に
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

シ
ド
モ
ア
の
記
事
は
、
こ
れ
ら
の
絵
馬
が
廻
廊
等
か
ら
外
さ
れ
る
前
の
時
期
で
あ
り
、

案
内
人
の
詳
し
す
ぎ
る
説
明
に
閉
口
し
な
が
ら
も
、
そ
の
数
点
に
言
及
し
て
い
る
。

案
内
人
た
ち
は
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
お
い
て
、

古
美
術
の
展
示
と
し
て
貸
し
出
さ
れ
た
、
四
世
紀
前
の
著
名
人
の
肖
像
画
を
ま
ず

最
初
に
示
し
な
が
ら
、
奉
納
絵
馬
の
廻
廊
で
も
興
奮
気
味
に
説
明
す
る
。
(33)

こ
れ
は
、
同
博
覧
会
へ
出
品
さ
れ
た
厳
島
神
社
の
絵
馬
七
点
の
う
ち
六
点
が
人
物
画
と

思
わ
れ
る
中
で
、
原
文
の
表
現

(series of portraits of celebrities)

に
最
も
符
合
す
る

も
の
と
し
て
は
、「
扇
面
形
三
十
六
歌
仙
ノ
図
」
（
寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
）
(34)

(35)

が
あ
る
。

ち
な
み
に
、こ
れ
が
描
か
れ
た
時
期
は
お
お
ま
か
に
三
世
紀
前
（
二
七
一
年
前
）
と
な
り
「
四

世
紀
前
」
と
は
一
致
し
な
い
が
、
厳
島
神
社
の
奉
納
品
か
ら
出
品
さ
れ
た
最
も
古
い
作
品

で
も
天
文
二
一
（
一
五
五
二
）
年
す
な
わ
ち
三
四
四
年
前
で
あ
り
、
ぴ
た
り
と
該
当
す
る

も
の
は
な
い
。
そ
の
他
の
絵
馬
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
検
討
す
る
と
、

最
も
著
名
な
も
の
は
（
森
）
祖
仙
（Sosen

）
に
よ
る
、
比
類
な
く
ふ
わ
ふ
わ
の
毛

の
一
匹
の
猿
が
、
宮
島
の
鹿
の
背
に
乗
っ
た
も
の
だ
。(36)

に
つ
い
て
は
、
幕
末
期
の
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
に
六
七
面
の
絵
馬
が
模
写
さ
れ
た
『
厳

島
絵
馬
鑑
』(37)

に
載
る
森
祖
仙
作
「
猿
鹿
に
乗
る
の
図
」(

図
４)

と
符
合
す
る
。
ま
た
、

少
し
変
わ
っ
た
も
と
し
て
二
五
○
年
前
に
初
め
て
長
崎
に
来
港
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船

の
絵
(38)

に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
河
野
盛
信
作
「
阿
蘭
陀
船
入
津
之
図
」（
図
５
）
承
応
二
（
一

六
五
三
）
年
(39)

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
同
時
期
に
奉
納
さ
れ
た
同
じ
絵
師
の
作

品
「
南
蛮
船
図
」
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
(40)

が
、
厳
島
神
社
宝
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
絵
馬
で
は
な
い
が
、
広
島
市
が
寄
贈
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
「
巨
大
な
ブ
ロ
ン

ズ
の
羅
針
盤
」（
図
６
）(41)
に
つ
い
て
も
、
符
合
す
る
も
の
が
千
畳
閣
に
吊
る
さ
れ
て
い
る
が
、

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
市
制
施
行
し
た
広
島
市
が
寄
附
し
た
か
ど
う
か
は
、
現
地

の
記
録
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
羅
針
盤
と
い
う
珍
し
い
奉
納
品
か
ら
船
と
の
関
係
も
示

唆
さ
れ
る
た
め
、
明
治
二
三
（
一
八
九
○
）
年
に
落
成
式
を
行
っ
た
宇
品
築
港
と
の
関
係

も
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
絵
馬
の
ほ
か
に
、
手
水
鉢
や
玉
垣
に
加
え
て
「
薩
摩
の
反
乱
で
亡
く
な
っ
た

兵
士
た
ち
の
記
念
碑
」
(42)

と
し
て
『
広
島
県
壮
兵
殉
難
碑
』
に
触
れ
る
な
ど
、
一
か
月
以
上

の
長
期
滞
在
と
い
う
状
況
も
加
わ
っ
て
か
、
非
常
に
細
か
な
点
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

（
３
）
挿
絵
と
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
の
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

全
体
で
十
二
頁
か
ら
な
る
「
不
朽
の
島
」
に
は
、
全
部
で
十
二
点
の
木
版
画
と
思
わ
れ

る
挿
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
う
ち
八
点
に
は
「
写
真
を
基
に
し
た
」
（“ FRO

M
 A

 

PH
O

TO
G

RA
PH

 ”

）
と
い
う
注
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
写
真
の
所
在
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
公
開
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ネ
ル
大
学
図

書
館

(C
ornell U

niversity Library )
 

(43)

で
は
な
く
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
自
然
史
国
立
博
物
館

国

立

文

化

人

類

学

資

料

館
（N

ational A
nthropological A

rchives,  Sm
ithsonian 

N
ational M

useum
 of N

atural H
istory

）
に
、
日
本
ば
か
り
か
中
国
等
も
含
め
た
四
○
○

点
以
上
の
シ
ド
モ
ア
の
写
真
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
厳
島
滞
在
中
の
写
真
も
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
撮
影
さ
れ
た
内
容
か
ら
、
四
○
点
に
つ
い
て
は
厳
島
で

撮
影
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
が
、
三
三
点
（
便
宜
的
に
「
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

と
呼
ぶ
）
に
つ
い
て
は
こ
の
記
事
の
内
容
と
符
合
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
事
の
た
め
に

厳
島
を
訪
れ
た
時
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
残
り
七
点
（
右
記
に
同
じ
く
「
第

二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ぶ
）
に
つ
い
て
は
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
に
よ
り
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）

年
か
ら
五
（
一
九
一
六
）
年
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
詳
細
は
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
少
な
く
と
も
厳
島
に
関
係
し
て
い
る
写
真
そ
の
も
の

は
、
約
四

×

五
イ
ン
チ
（
一
○×

一
二
・
五
セ
ン
チ
）
の
鶏
卵
紙
の
プ
リ
ン
ト

（album
en print

）
で
、
台
紙
に
マ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
第
二
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
ガ
ラ
ス
乾
板
で
あ
る
。
写
真
に
は
、
撮
影
場
所
や
撮
影
日
等
の
詳
し
い
説
明
が
な
い

た
め
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
で
も
こ
れ
ら
の
多
く
を
特
定
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

さ
て
、
挿
絵
の
基
に
な
っ
た
写
真
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
解
説
し
て
み
た
い
。
右
に
記

事
中
の
版
画
を
切
り
取
っ
た
も
の
、
左
に
基
と
な
っ
た
写
真
を
並
べ
て
み
る
と
、
「
櫓
を
漕

ぐ
船
頭
」(

図
７)

（
挿
絵
の
邦
題
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
、「
小
舟
に
集
ま
っ
た
少
年
達
」

（
図
８
）
、
「
賽
の
河
原
」
（
図
９
）
、
「
柴
を
運
ぶ
女
」
、
（
図
10
）
の
四
点
に
つ
い
て
は
、
全

く
同
じ
構
図
（
た
だ
し
、
人
物
等
が
一
部
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
）
の
写
真
が
残
っ

て
い
る
。「
沖
か
ら
見
た
厳
島
神
社
」（
図
11
）
と
「
鹿
に
餌
を
や
る
少
女
」（
図
12
）
、「
玉
取
祭
」

（
図
13
）
に
つ
い
て
は
、
類
似
し
た
写
真
は
あ
る
も
の
の
全
く
同
じ
も
の
は
な
い
。
「
鹿
に

餌
を
や
る
少
女
」
に
つ
い
て
は
、
複
数
枚
の
写
真
を
合
成
し
た
挿
絵
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
「
玉
取
祭
」
に
つ
い
て
は
、
撮
影
位
置
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
社
殿
の
み
の
写

真
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
玉
取
祭
の
様
子
を
想
像
だ
け
で
違
和
感
な
く

描
く
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
た
め
、
基
と
な
っ
た
写
真
は
失
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
櫓
の
場
所
が
客
神
社
祓
殿
（
ま
ろ
う
ど
じ
ん
じ
ゃ
は
ら
い
で
ん
）

の
正
面
に
描
か

れ
て
お
り
、
現
在
執
り
行
わ
れ
て
い
る
大
鳥
居
側
と
は
異
な
る
。
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）

年
奉
納
の
里
見
雲
嶺
作
の
絵
馬
(44)

に
、
同
じ
位
置
で
櫓
を
組
ん
だ
「
玉
取
祭
」
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
は
こ
の
場
所
で
執
り
行
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
「
千
畳
閣
と
五
重
塔
」
（
図

14-

1
）
に
つ
い
て
も
該
当
す
る
写
真
は
残
さ
れ
て
い

な
い
が
、
本
館
が
所
蔵
す
る
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
に
厳
島
で
購
入
さ
れ
た
写
真
帖
(45)

に
、

構
図
も
木
々
の
枝
ぶ
り
も
挿
絵
と
全
く
同
じ
写
真
（
図

14-

2
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
時
代
は
ま
だ
私
製
絵
葉
書
の
発
行
販
売
が
許
可
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
土
産
物
と
し
て

こ
の
写
真
帖
の
よ
う
に
プ
リ
ン
ト
を
直
接
台
紙
に
貼
っ
た
も
の
が
、
販
売
さ
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
シ
ド
モ
ア
も
こ
の
写
真
と
同
じ
場
所
で
写
真
を
撮
っ
た
か
、
ま
た
は
、

こ
う
し
た
写
真
帖
を
購
入
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
他
に
、
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
主
な
も
の
と
し
て
図
15
か
ら
23
ま
で
、
同
じ
く

第
二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
図
24
か
ら
26
ま
で
の
計
十
二
枚
を
掲
載
し
た
。
図
22
は
写
真
で

は
判
然
と
し
な
い
が
原
題
は
「
濡
れ
た
祠
の
仏
画
へ
水
を
か
け
る
た
め
の
柄
杓
」
、
図
23
は

「
神
社
で
天
照
の
神
に
祈
る
老
人
」
と
な
っ
て
お
り
、
何
れ
も
木
版
画
の
原
画
と
は
な
ら
な

か
っ
た
が
、
「
不
朽
の
島
」
に
関
係
す
る
写
真
だ
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
明
治
時
代
の
厳
島
に
は
、
陸
軍
の
砲
台
等
の
軍
事
施
設
が
数
多
く
あ
り
、
当

時
の
絵
葉
書
に
も
「
要
塞
司
令
部
許
可
済
」
等
検
閲
済
み
で
あ
る
こ
と
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

正
式
に
は
、
「
要
塞
近
傍
ニ
於
ケ
ル
水
陸
測
量
等
ノ
取
締
ニ
関
ス
ル
件
」
（
明
治
三
一
年
七

月
二
七
日
公
布
）
に
よ
り
撮
影
を
含
め
た
測
量
、
模
写
等
を
無
許
可
で
行
う
こ
と
が
禁
止

さ
れ
、
明
治
三
二
年
に
は
「
要
塞
地
帯
法
」
（
法
律
第
百
五
号　

明
治
三
二
年
七
月
一
四
日

公
布
）
と
い
う
法
令
に
よ
り
厳
格
に
定
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
厳
格
な
取
締
が
行
わ
れ
た

時
期
の
厳
島
に
お
け
る
、
外
国
人
の
写
真
撮
影
に
ま
つ
わ
る
事
件
等
に
つ
い
て
は
、
「
厳
島

が

〝

撮
影
禁
止

〟

だ
っ
た
こ
ろ　

室
浜
砲
台
、―

鷹
ノ
巣
低
・
高
砲
台
を
め
ぐ
っ
て―

』
(46)

で
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
不
朽
の
島
」
に
も
、
砲
台
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
。

「
中
秋
の
名
月
」
の
夜
、
船
頭
は
私
た
ち
を
日
没
に
海
岸
か
ら
か
な
り
離
れ
た
と
こ

ろ
へ
連
れ
て
行
き
、
島
の
防
御
の
た
め
に
十
か
所
あ
る
要
塞
の
う
ち
二
か
所
を
見

せ
た
。
砲
門
と
砲
郭
は
枝
葉
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
宇
品
へ
の
入
り

口
に
臨
む
、
狭
く
て
潮
の
速
い
海
峡
を
見
下
ろ
し
て
い
た
。(47)

当
時
は
、
日
清
戦
争
の
最
中
で
あ
り
、
厳
島
に
も
臨
時
砲
台
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、

本
格
的
に
は
明
治
三
十
年
代
か
ら
建
造
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 (48)

こ
う
し
た
な
か
に
お
い

て
、
シ
ド
モ
ア
に
よ
る
厳
島
の
写
真
が
多
数
残
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）

年
当
時
に
は
、
ま
だ
厳
格
な
取
締
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

（
４
）
厳
島
来
訪
の
時
期

シ
ド
モ
ア
は
こ
の
記
事
を
書
く
以
前
に
、
日
本
に
関
す
る
著
作
と
し
て
『
シ
ド
モ
ア
日

本
紀
行
』
の
初
版
(49)

を
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
に
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
三
五
（
一

九
○
二
）
年
に
改
訂
さ
れ
、
こ
の
改
訂
版
が
現
在
の
日
本
語
版
の
原
典
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
と
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
の
少
な
く
と
も
二

回
に
わ
た
り
初
版
の
増
刷
が
行
わ
れ
て
い
る
。
初
版
と
改
訂
版
の
原
典
を
比
較
し
て
み
る

と
、
厳
島
と
広
島
周
辺
の
記
述
が
大
き
く
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
初
版
の
「
第

三
六
章　

瀬
戸
内
海
と
長
崎
」
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
素
っ
気
な
い
ほ
ど
簡
単
な
記

述
で
あ
る
。

神
戸
か
ら
長
崎
ま
で
の
間
で
外
国
人
に
開
か
れ
て
い
る
港
は
、
政
府
の
海
軍
基
地

が
あ
る
広
島
だ
け
で
あ
り
、
外
国
人
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
た
め
に
上
陸
し

た
く
て
も
で
き
な
い
周
囲
の
沿
岸
の
中
で
、
唯
一
の
例
外
と
な
っ
て
い
る
。
(50)

（
筆

者
訳
）

一
方
、
初
版
か
ら
十
一
年
後
の
改
訂
版
で
は
、

多
く
の
古
い
城
下
町
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
、
瀬
戸
内
海
の
西
方
の
沿
岸
を
鉄
路
は

進
む
。
そ
の
う
ち
最
も
重
要
な
と
こ
ろ
は
広
島
で
あ
る
。
そ
の
城
に
は
陸
軍
の
司

令
部
が
あ
り
、
一
八
九
四
年
か
ら
一
八
九
五
年
の
戦
争
（
日
清
戦
争
）
の
間
、
天

皇
が
移
ら
れ
た
場
所
で
も
あ
る
。
帝
国
の
最
も
重
要
な
海
軍
港
は
呉
で
あ
り
、
海

軍
士
官
学
校
の
あ
る
江
田
島
が
、
そ
の
数
マ
イ
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
広
島

に
面
し
て
、
聖
な
る
島
で
あ
る
厳
島
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
日
本
三
景
の
一
つ
で
あ
り
、

奈
良
よ
り
も
素
敵
で
の
ど
か
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
日
本
三
景
で
あ
る
仙
台
湾
の
「
千

松
島
の
松
島
」
や
、
宮
津
湾
の
天
国
の
階
段
と
い
う
意
味
の
奇
妙
な
「
天
橋
立
」

の
ど
ち
ら
よ
り
も
、
美
し
い
風
景
と
見
事
な
建
物
が
あ
り
、
歴
史
や
伝
説
に
ま
つ

わ
る
面
白
さ
を
提
供
す
る
。
宮
島
に
お
い
て
は
、
人
が
生
ま
れ
た
り
、
死
ん
だ
り

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
は
、
神
道
の
女
神
、
市
杵
島
姫

と
彼
女
の
二
人
の
姉
妹
を
祀
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
正
式
に
は
、
女
性
は
こ

の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
社
殿
と
そ
の
回
廊
は
水
中
の
柱

の
上
に
建
て
ら
れ
、
水
上
の
巨
大
な
鳥
居
を
潜
っ
て
船
で
入
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

何
百
も
の
献
灯
が
海
岸
線
に
連
な
り
、
そ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
灯
さ
れ
る
。
聖
な
る

鹿
が
あ
ち
こ
ち
で
歩
き
回
っ
て
お
り
、
そ
こ
は
と
て
も
の
ど
か
で
平
穏
な
の
で
、

木
々
で
覆
わ
れ
た
岬
や
高
台
に
砲
台
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
気
づ
か
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
こ
の
要
塞
地
帯
で
の
ス
ケ
ッ
チ
や
撮
影
は
厳
し

く
禁
止
さ
れ
て
い
る
。(51)

（
筆
者
訳
）

と
そ
の
記
述
は
初
版
と
比
べ
て
格
段
に
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
二
九
年
の
「
不

朽
の
島
」
が
基
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
シ
ド
モ
ア
が
こ
の
記
事
を
書

く
た
め
に
厳
島
を
訪
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
シ
ド
モ
ア
の
厳
島
訪
問
の
旅
程
も
含
め
て
、

正
確
な
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
記
事
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
特
に
日
清
戦
争

の
平
壌
陥
落
を
祝
っ
た
灯
明
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
関
し
て
は
、
正
式
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
事
実
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。

　

『
シ
ド
モ
ア
日
本
紀
行
』
の
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
の
初
版
で
は
既
に
、「
瀬

戸
内
海
を
六
回
も
旅
し
て
い
る
と
、
季
節
や
昼
夜
さ
ま
ざ
ま
の
、
美
し
い
海
岸
を

見
て
き
た
。
」
(52)

と
書
か
れ
て
い
る
。
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
年
に
山
陽
鉄
道

が
下
関
ま
で
開
通
す
る
以
前
に
お
い
て
は
、
山
陽
路
は
海
路
が
重
宝
さ
れ
た
時
代

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
彼
女
が
厳
島
を
訪
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
初
版
の
『
シ

ド
モ
ア
日
本
紀
行
』
の
記
述
も
も
う
少
し
詳
し
い
も
の
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
シ
ド
モ
ア
が
こ
の
記
事
の
取
材
で
初
め
て
厳
島
を
訪
れ
た
時
期
は
、
記

事
の
内
容
や
写
真
か
ら
の
推
測
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
が
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
夏

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
の
シ
ド
モ
ア
の
二
番
目
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
か
ら
五
（
一
九
一
六
）
年
と
年
代
が
特
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
期
に
再
訪
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）
シ
ド
モ
ア
、
そ
の
後

シ
ド
モ
ア
は
、
現
在
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
』
（N

ational G
eographic

）

誌
で
本
邦
で
も
著
名
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
協
会

(N
ational G

eographic 

Society
)

に
、
創
設
間
も
な
い
一
八
九
○
年
に
入
会
し
て
い
る
。
彼
女
の
同
誌
へ
の
記
事
は

高
く
評
価
さ
れ
、
後
に
編
集
方
針
が
現
在
の
よ
う
な
写
真
を
重
点
と
し
た
も
の
に
変
わ
っ

た
こ
と
が
、写
真
を
得
意
と
す
る
彼
女
の
評
価
を
さ
ら
に
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
女
は
、

男
の
世
界
と
言
わ
れ
た
同
協
会
に
お
い
て
、
最
終
的
に
は
初
の
女
性
理
事
に
な
る
ま
で
の

名
声
を
得
た
の
で
あ
る
。(53)

そ
ん
な
彼
女
は
、「
不
朽
の
島
」
が
発
表
さ
れ
た
明
治
二
九
（
一

八
九
六
）
年
六
月
十
五
日
に
発
生
し
た
三
陸
大
津
波
の
被
災
地
を
取
材
し
、
同
誌
の
九
月

号
に
「
最
近
発
生
し
た
日
本
沿
岸
の
津
波
」(The Recent Earthquake W

ave on the Coast of 

Japan
)

(54)

と
題
し
て
写
真
入
り
の
記
事
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
は
、
被
災
後
に
ま
じ

め
な
校
長
が
自
分
の
家
族
を
探
し
に
行
く
前
に
、
御
真
影
を
安
全
な
場
所
に
避
難
さ
せ
た
、

と
当
時
の
世
相
を
反
映
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
津
波
」(Tsunam

i)

と

い
う
日
本
語
が
英
語
圏
に
紹
介
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
書
か
れ
た
論
文
(55)

で
は
、
こ
の
シ
ド

モ
ア
の
記
事
に
加
え
て
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
が
新
聞
社
に
寄
稿
し
た
記
事
の
二
つ
を
、

英
語
圏
で
の
「
津
波
」(Tsunam

i)

の
初
出
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ハ
ー
ン
の

記
事
は
自
身
の
現
地
取
材
に
拠
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。
シ
ド
モ
ア
は
自
ら
現
地
で
取

材
し
、
「
津
波
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
八
年
十
一
月
四
日
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
(56)

に
、
前
日
に
ス
イ
ス

の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
行
わ
れ
た
シ
ド
モ
ア
の
葬
儀
の
模
様
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
家
族
の
い

な
い
シ
ド
モ
ア
が
ア
メ
リ
カ
領
事
に
宛
て
た
遺
書
で
は
、
葬
儀
も
行
わ
ず
火
葬
し
、
遺
灰

は
礼
儀
に
か
な
っ
た
方
法
で
分
配
し
て
欲
し
い
と
い
う
慎
ま
し
い
も
の
だ
っ
た
。
日
本
政

府
の
要
望
に
よ
り
、
遺
灰
の
一
部
は
横
浜
に
埋
葬
さ
れ
、
日
本
で
亡
く
な
っ
た
母
や
兄
と

と
も
に
眠
っ
て
い
る
。

三　

お
わ
り
に

古
く
は
、
広
島
市
の
西
部
地
域
（
現
佐
伯
区
）
が
厳
島
の
荘
園
領
地
で
あ
っ
た
中
世
に

遡
る
が
、
浅
野
氏
以
降
は
城
下
の
遊
郭
・
芝
居
小
屋
等
は
禁
止
さ
れ
、
厳
島
に
の
み
許
さ

れ
る
な
ど
、
広
島
と
厳
島
の
関
係
は
緊
密
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
管
弦
祭
に
お
い
て
も
、

城
下
の
各
町
が
競
っ
て
御
供
船
を
出
し
、
管
弦
船
を
曳
く
漕
船
の
一
艘
を
江
波
か
ら
出
す

な
ど
、
城
下
こ
ぞ
っ
て
の
祝
祭
で
あ
っ
た
。
広
島
市
域
は
厳
島
と
信
仰
は
も
と
よ
り
祭
礼

や
遊
行
に
お
い
て
も
、
深
く
結
び
つ
い
て
き
た
歴
史
を
持
つ
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
広
島
市
と
厳
島
と
の
密
接
な
関
係
も
近
代
の
到
来
と
と
も
に
大

き
く
変
容
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
山
陽
鉄
道
が
徳
山
ま
で
延
伸
さ

れ
、
対
岸
に
「
宮
島
駅
」
が
設
置
さ
れ
た
明
治
三
○
年
九
月
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
鉄
道

延
伸
に
呼
応
し
て
、
対
岸
の
大
野
町
と
の
間
に
渡
船
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
(57)

厳
島
参

詣
の
人
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
宮
島
に
参
詣
せ
ん
と
す
る
も
の
は
先
づ
広
島
に
集
り
、
而
し
て
本
川
元
安
川
又

は
京
橋
よ
り
渡
船
し
、
宮
島
へ
参
詣
し
た
る
後
に
も
ま
た
必
ず
広
島
に
立
ち
戻
り

た
る
上
、
其
れ
其
れ
土
産
物
を
買
い
整
え
帰
郷
す
る
を
常
と
せ
り
」
と
い
う
状
態

で
あ
っ
た
の
が
、
「
汽
車
の
開
通
に
伴
い
（
略
）
自
然
客
足
を
広
島
市
に
留
む
る

こ
と
少
な
き
に
至
り
」(58)

シ
ド
モ
ア
が
描
い
た
厳
島
は
、
鉄
道
の
延
伸
に
よ
り
ま
さ
に
「
広
島
」
と
「
厳
島
」

と
の
関
係
が
変
貌
す
る
前
の
姿
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
近
代
化
に
勤
し
む
日
本
に

あ
っ
て
、
さ
ら
に
戦
時
の
国
内
の
先
端
と
な
っ
た
「
広
島
」
の
姿
は
、
と
り
わ
け
古
よ

り
の
日
本
の
姿
を
残
す
「
厳
島
」
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
自
然
史
国
立
博
物
館
国
立
文
化
人
類

学
資
料
館
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
図
書
館
お
よ
び
広
島
市
立
中
央
図
書
館
に
対
し
て
、
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

図１：シドモアの肖像 
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〈
史
料
解
説
〉　

エ
リ
ザ
・
シ
ド
モ
ア　

「
不
朽
の
島
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
米
国
女
性
紀
行
作
家
が
観
た
明
治
中
期
の
厳
島
～

中　

川　

利　

國

（
広
島
市
公
文
書
館
長
）



一　

は
じ
め
に

こ
の
三
月
、
米
国
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
有
名
な
ポ
ト
マ
ッ
ク
河
畔
の
桜
ま
つ
り

が
植
樹
百
周
年
を
迎
え
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
こ
の
日
米
友
好
の
象
徴
で
あ
る
桜
の
植
樹
に

つ
い
て
は
、
エ
リ
ザ
・
Ｒ
・
シ
ド
モ
ア

(Eliza Ruham
ah Scidm

ore)

（
図
１
）
と
い
う
一

人
の
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
立
役
者
と
な
っ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。 (1)

ま
た
、

最
初
に
彼
女
が
提
案
し
て
か
ら
、
二
四
年
に
お
よ
ぶ
奮
闘
が
実
現
の
要
で
あ
っ
た
こ
と
も
、

米
国
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
(2)

そ
の
シ
ド
モ
ア
が
明
治
二
○
年
代
に
厳
島
を
訪
れ
、
彼
女
が

書
い
た
記
事
（
図
２
）
が
当
時
の
米
国
の
人
気
雑
誌
へ
紀
行
文
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、

現
在
で
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
記
事
が
発
行
さ
れ
た
当
時
は
、
地
元

の
『
芸
備
日
々
新
聞
』
に
お
い
て
も
い
ち
早
く
報
道
さ
れ
、
米
国
人
が
厳
島
を
絶
賛
し
た

こ
と
を
少
々
興
奮
気
味
に
伝
え
て
い
る
。

明
治
二
九
年
九
月
二
九
日　

宮
島
の
風
景
欧
人
の
筆
に
上
が
る

八
月
発
兌
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
雑
誌
を
見
る
に
、
我
宮
島
の
風
景
を
賞
す
る
一
篇
の

長
文
を
載
せ
た
り
、
記
者
は
宮
島
を
以
っ
て
瀬
戸
内
海
に
於
け
る
神
聖
な
る
一
島

と
称
し
、「
不
朽
の
島
」
と
呼
び
、
口
を
極
め
て
其
風
景
の
佳
絶
な
る
を
説
き
た
る
末
、

同
島
の
人
民
に
接
す
る
に
性
質
醇
朴
に
し
て
、
宛
ら
上
古
の
民
に
逢
ふ
の
感
あ
り
、

蓋
し
日
本
近
時
の
文
明
に
後
る
ゝ
こ
と
百
年
な
り
と
云
ふ
も
可
な
ら
ん
、
外
人
の

日
本
に
遊
ぶ
も
の
杖
を
宮
島
に
曳
く
を
忘
る
べ
か
ら
ず
と
結
べ
り
、
宮
島
天
成
の

麗
質
は
勢
力
あ
る
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
の
筆
に
依
り
て
愈
よ
発
揮
せ
ら
れ
、
将
来
欧
人

の
宮
島
に
遊
ぶ
も
の
益
々
多
か
る
べ
し 

(3)

こ
の
記
事
の
著
者
で
あ
る
シ
ド
モ
ア
に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
評
伝
が
存
在
し
な
い

た
め
限
ら
れ
た
資
料
に
依
る
こ
と
に
な
る
が
、
少
し
紹
介
し
て
み
た
い
。
シ
ド
モ
ア
は
一

八
五
六
年
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
マ
デ
ィ
ソ
ン

(M
adison, W

isconsin
)

(4)

に
お
い
て
、
宣

教
師
の
一
家
に
生
ま
れ
た
。
一
八
七
四
年
オ
バ
ー
リ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ

(O
berlin C

ollege)

卒
業
後
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
上
流
階
級
に
つ
い
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
等
へ
執
筆
し

た
こ
と
か
ら
、
本
格
的
に
執
筆
業
に
つ
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ア
ラ
ス
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
ア
ジ
ア
を
旅
し
、
そ
の
地
の
紀
行
文
や
政
治
情
勢
等
を
、『
ハ
ー
パ
ー
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー

(H
arper’s W

eekly) 

』
、
『
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク(O

utlook) 

』
、
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー(C

entury) 

』

等
の
雑
誌
へ
寄
稿
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
ラ
ス
カ
に
関
す
る
著
作
(5)

で
紀
行
作
家
と
し
て

の
名
声
を
得
た
こ
と
を
手
始
め
に
、
中
国
、
ジ
ャ
ワ
、
イ
ン
ド
等
各
地
の
旅
行
記
を
出
版

し
て
い
る
。
日
本
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、『
シ
ド
モ
ア
日
本
紀
行
』 

(6)

や
『
日
露

戦
争
下
の
日
本 

―
 

ハ
ー
グ
条
約
の
命
ず
る
ま
ま
に 

ロ
シ
ア
軍
人
捕
虜
の
妻
の
日
記
』 (7)

が
知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
雑
誌
、
機
関
誌
等
へ
の
寄
稿
も
数
多
く
あ
る
。
シ
ド
モ
ア
の
文

章
の
特
徴
と
し
て
は
、
各
地
の
文
化
・
政
治
・
歴
史
の
記
述
に
加
え
て
、
旅
行
者
と
し
て

の
個
人
的
体
験
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。(8)

シ
ド
モ
ア
は
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
二
七
歳
の
時
に
、
駐
日
外
交
官
と
し
て
横
浜

に
居
住
す
る
兄
を
訪
れ
た
の
が
初
来
日
で
、(9)

後
に
母
が
兄
と
と
も
に
日
本
で
暮
ら
し
は
じ

め
た
こ
と
も
あ
り
、
以
後
、
各
国
へ
の
取
材
旅
行
の
合
間
に
、
何
度
も
日
本
と
米
国
ワ
シ

ン
ト
ン
と
を
往
復
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
女
は
親
日
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
前
述

の
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
の
桜
の
植

樹
以
外
に
も
、
『
日
露
戦
争

下
の
日
本 

―
 

ハ
ー
グ
条
約

の
命
ず
る
ま
ま
に 

ロ
シ
ア

軍
人
捕
虜
の
妻
の
日
記
』
に

お
い
て
日
本
の
戦
時
捕
虜
に

対
す
る
扱
い
を
称
賛
し
(10)

、

明
治
四
一
（
一
九
○
八
）
年

に
は
勲
六
等
宝
冠
章
を
授
章

し
て
い
る
。(11)

こ
う
し
た
知
日
家
で
あ
る
シ
ド
モ
ア
が
厳
島
を
訪
れ
た
の
は
、
後
述
す
る
と
お
り
明
治

二
七
（
一
八
九
四
）
年
夏
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
二
年
後
に
記
事
を
載
せ
た
雑
誌

が
発
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
に
外
国
人
が
厳
島
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
と
し

て
は
、
ち
ょ
う
ど
シ
ド
モ
ア
の
一
年
前
、
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
の
夏
に
日
本
へ
の

公
式
訪
問
の
一
環
で
厳
島
に
立
ち
寄
っ
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
子
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ

ナ
ン
ト
に
よ
る
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
子
の
日
本
日
記
』
(12)

が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
比

べ
る
と
、
「
不
朽
の
島
」
は
、
無
類
の
知
日
家
と
し
て
の
豊
富
な
知
識
を
背
景
に
、
紀
行
作

家
と
し
て
の
確
か
な
観
察
力
と
豊
か
な
表
現
力
を
持
っ
て
綴
ら
れ
て
い
る
た
め
、
当
時
の

厳
島
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

さ
て
、
こ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン

(The C
entury 

M
agazine )

 

』
誌
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
発
行
元
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
社

(The 

C
entury C

om
pany

)

は
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
設
立
さ
れ
、
設

立
当
初
か
ら
の
定
期
刊
行
誌
で
あ
る
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
』
誌
は
一
八
八
○
年

代
お
よ
び
一
八
九
○
年
代
に
お
け
る
最
高
の
一
般
雑
誌
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、

南
北
戦
争
の
歴
史
を
あ
つ
か
っ
た
「
戦
争
シ
リ
ー
ズ(W

ar Series)

」
は
、
明
治
十
七
（
一

八
八
四
）
年
か
ら
三
年
余
り
続
け
ら
れ
、
南
北
両
軍
の
将
軍
か
ら
一
兵
卒
ま
で
の
手
記
や

二
千
点
以
上
の
木
版
画
で
人
気
を
博
し
、
そ
の
発
行
部
数
は
二
五
万
部
に
倍
増
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
商
業
的
成
功
の
後
に
二
○
世
紀
に
入
る
と
、

廉
価
な
雑
誌
や
新
聞
と
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
消
え
去
っ
て
い
っ
た
。(13)

シ
ド
モ
ア
の
厳
島

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
絶
頂
期
か
ら
徐
々
に
凋
落
し
つ
つ
も
、
ま
だ
名
声
を
保
っ

て
い
た
時
代
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
記
事
は
米
国
に
お
い
て
非
常
に
多
く
の
読
者

の
目
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二　

シ
ド
モ
ア
が
見
た
明
治
中
期
の
厳
島

（
１
）
白
木
の
社
殿
と
大
鳥
居

シ
ド
モ
ア
が
訪
れ
た
時
期
の
厳
島
は
、
現
在
と
は
そ
の
様
相
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
。

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
以
降
に
本
格
化
し
た
神
仏
分
離
に
よ
り
、
仏
教
的
と
さ
れ
た
厳

島
神
社
社
殿
は
丹
色
の
塗
装
が
剥
が
さ
れ
、
大
鳥
居
と
と
も
に
長
ら
く
白
木
を
露
わ
に
し

た
姿
で
人
々
の
目
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
神
社
社
殿
は
、
明
治
三
五
（
一
九
○
二
）
年
の
修

繕
の
際
に
(14)

、
大
鳥
居
は
明
治
四
二
（
一
九
○
九
）
年
の
修
繕
の
際
に
、
と
も
に
丹
塗
り
の

姿
に
戻
さ
れ
て
い
る
。(15)

こ
の
こ
と
は
、
記
事
本
文
に
お
い
て
も
、
符
合
す
る
部
分
が
あ
る
。

記
事
前
半
の
厳
島
神
社
社
殿
や
大
鳥
居
に
つ
い
て
触
れ
た
箇
所
に
お
い
て
は
、
建
物
等
に

つ
い
て
の
色
彩
の
記
述
は
全
く
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
五
重
塔
に
触
れ
た
場
面
で
は
じ
め

て
丹
色(red

)

と
い
う
色
の
表
現
が
現
れ
て
く
る
。

古
風
な
趣
の
あ
る
古
い
五
重
塔
は
、
積
み
重
ね
ら
れ
た
丹
色
の
屋
根
が
、
丘
の
木
々

を
見
事
に
か
き
分
け
て
い
る
。(16)

ま
た
、
大
鳥
居
に
触
れ
た
部
分
で
は
、
「
巨
大
な
ク
ス
ノ
キ
の
柱
の
間
に
小
船
で
浮
か
ん

で
み
る
と
、
ま
る
で
石
造
建
築
物
の
よ
う
に
壮
大
で
強
固
な
印
象
で
あ
る
。」
(17)

と
そ
の
壮

大
さ
を
石
造
建
築
物
に
喩
え
て
い
る
が
、
当
時
の
大
鳥
居
が
丹
塗
り
で
な
く
白
木
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
印
象
を
与
え
た
こ
と
に
関
係
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
社
殿
等
の
色
彩
以
外
に
も
外
観
上
の
差
異
と
し
て
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
に
、

神
社
に
ふ
さ
わ
し
い
棟
飾
り
と
し
て
屋
根
に
千
木
・
勝
男
木
（
ち
ぎ
・
か
つ
お
ぎ
）

が
取
り
付
け
ら

れ
た
が
(18)

、
こ
れ
ら
は
明
治
三
○
年
代
に
始
め
ら
れ
た
各
社
殿
の
修
繕
の
際
に
取
り
外
さ
れ

て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。(19)

後
述
す
る
よ
う
に
当
時
シ
ド
モ
ア
が
厳
島
滞
在
時
に
撮
影
し

た
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
も
千
木
・
勝
男
木
が
写
さ
れ
て
い
る
。
（
図
３
）

こ
れ
ら
の
棟
飾
り
の
大
き
さ
と
比
べ
て
、
厳
島
神
社
が
複
数
の
社
殿
や
回
廊
で
構
成
さ
れ

た
大
き
な
建
物
群
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
際
立
っ
た
印
象
は
な
か
っ
た
の
も
し
れ

な
い
。

厳
島
神
社
社
殿
や
大
鳥
居
が
白
木
に
さ
れ
た
原
因
と
な
っ
た
神
仏
分
離
令
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
厳
島
神
社
そ
の
も
の
の
存
亡
の
危
機
で
も
あ
っ
た
と
さ
れ
、
「
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ

た
某
大
参
事
は
、
そ
の
社
殿
を
仏
式
な
る
と
見
て
直
ち
に
社
殿
を
焼
き
払
い
、
神
体
を
海

に
流
す
べ
き
事
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
千
年
以
上
も
代
々
棚
守
職
を
続
け
て
き
た

野
坂
家
の
当
主
元
延
は
、
そ
の
命
を
聞
い
て
驚
き
、
直
ち
に
家
宝
を
売
り
旅
費
と
な
し
、

身
命
を
賭
し
て
単
身
江
戸
に
上
が
り
、
朝
廷
に
嘆
願
し
て
や
っ
と
現
状
維
持
の
許
可
を
得

た
。
」
(20)

ま
た
、
「
別
当
職
の
大
聖
院
は
神
社
と
分
離
し
、
二
十
坊
は
滅
び
、
修
理
別
当
職
の

大
願
寺
も
独
立
し
、
諸
所
の
仏
像
が
多
く
こ
こ
に
集
め
ら
れ
、
大
経
堂
は
千
畳
閣
と
称
し

さ
ら
に
豊
国
神
社
と
改
称

し
て
厳
島
神
社
の
末
社
と

な
っ
た
。（
略
）
こ
の
ほ
か
、

本
地
堂
、
十
王
堂
、
地
蔵
堂
、

大
鐘
楼
、
輪
蔵
や
多
く
の

院
・
坊
は
廃
毀
さ
れ
、
」(21)

と
、

神
仏
分
離
が
比
較
的
平
穏

に
行
わ
れ
た
(22)

と
さ
れ
る
広

島
県
に
お
い
て
も
、
と
り

わ
け
神
社
仏
閣
が
濃
密
に

集
積
し
て
い
た
厳
島
に
お

い
て
は
、
大
き
な
影
響
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
シ

ド
モ
ア
も
、
こ
の
神
仏
分

離
に
と
も
な
う
廃
仏
毀
釈
に
つ
い
て
わ
ざ
わ
ざ
触
れ
て
お
り
(23)

、
二
○
年
以
上
前
の
出
来
事

で
は
あ
る
が
、
当
時
の
厳
島
に
お
い
て
な
お
忘
れ
が
た
い
大
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
当
時
の
厳
島
の
描
写
と
し
て
は
少
し
奇
妙
な
点
に
触
れ
て
み
た
い
。
シ
ド
モ

ア
の
記
事
で
は
、
海
岸
沿
い
の
参
道
の
様
子
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
村
の
端
の
海
岸
沿
い
に
は
、
各
梁
や
柱
が
一
枚
石
の
大
島
石“O

shim
a 

granite”

で
で
き
た
堂
々
と
し
た
鳥
居
が
建
っ
て
お
り
、
聖
地
へ
の
入
り
口
を
表

し
て
い
る
。(24)

厳
島
神
社
参
道
の
入
口
に
あ
る
、
高
さ
十
ｍ
あ
ま
り
の
石
造
の
大
鳥
居
は
『
宮
島
町
史
』  

(25)

に
よ
れ
ば
明
治
三
八
（
一
九
○
五
）
年
建
立
と
さ
れ
て
お
り
、
シ
ド
モ
ア
が
訪
れ
た
明
治

二
七
（
一
八
九
四
）
年
よ
り
も
、
さ
ら
に
は
こ
の
記
事
を
掲
載
し
た
雑
誌
が
発
行
さ
れ
た

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
よ
り
も
後
の
建
立
と
な
り
、
記
事
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、こ
の
建
立
時
期
が
推
定
さ
れ
た
記
述
を
詳
し
く
検
討
し
て
み
る
と
、
明
治
二
七
（
一

八
九
四
）
年
と
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
に
、
件
の
石
大
鳥
居
が
描
か
れ
た
絵
図
が
発

行
さ
れ
て
お
り 

(26)

、
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
シ
ド
モ
ア
の
記
事
と
の
整
合
性
は
保
た
れ
る
。
と

こ
ろ
が
、
当
文
献
に
お
い
て
は
、
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
に
買
い
求
め
た
と
さ
れ
る

写
真
に
当
該
石
大
鳥
居
が
写
っ
て
い
な
い
こ
と
、
明
治
三
八
（
一
九
○
五
）
年
に
「
石
鳥

居
上
棟
式
」
の
件
で
出
県
し
た
稟
請
記
事
が
あ
る
こ
と
(27)

、
等
を
も
っ
て
建
立
年
代
が
推

定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
土
産
物
で
販
売
さ
れ
て
い
る
写
真
や
絵
葉
書
の
撮
影
な
い
し
作

成
時
期
は
、
販
売
時
期
と
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
む
し
ろ
内
容
的
に
は
古
い
撮
影
時
期
の
も

の
が
、
そ
の
ま
ま
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
現
に
、
大
正
八
（
一

九
一
九
）
年
の
写
真
帖
に
千
木
・
勝
男
木
を
載
せ
た
本
社
本
殿
が
写
っ
て
い
る
(28)

こ
と
は
、

明
治
三
四
（
一
九
○
一
）
年
に
は
じ
ま
っ
た
大
修
理
の
際
に
、
遅
く
と
も
明
治
三
二
（
一
八

九
九
）
年
に
は
こ
れ
ら
が
外
さ
れ
た
と
す
る
説
明
(29)

と
も
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
景
観
で
あ
る
。

異
な
る
二
つ
の
絵
図
に
お
い
て
、
御
笠
浜
と
い
う
同
じ
場
所
に
、
偶
然
に
存
在
し
な
い
は
ず

の
大
鳥
居
が
描
か
れ
た
こ
と
は
非
常
に
奇
妙
で
あ
り
、
新
た
に
こ
の
シ
ド
モ
ア
の
記
事
を
考

察
に
加
え
る
と
、
こ
の
時
期
に
石
大
鳥
居
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
絵
馬
等
の
奉
納
品

厳
島
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
は
、
元
々
は
廻
廊
や
社
殿
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
で

参
詣
者
も
こ
れ
ら
を
楽
し
み
な
が
ら
参
拝
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
も
、
「
本
社
に
献

ず
る
と
こ
ろ
、
新
古
の
絵
馬
、
両

宮
三
棟
拝
殿
よ
り
、
東
西
廻
廊
に

至
ま
で
、
高
下
左
右
、
す
き
ま
も

な
く
掛
連
ね
、
其
数
幾
百
枚
な
る

を
し
ら
ず
、
」
(30)

ま
た
、
「
著
名
な

画
家
の
絵
馬
も
多
く
全
体
に
質
の

高
さ
は
特
筆
さ
れ
る
。
」(31)

と
質
量

と
も
に
相
当
な
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
屋

根
の
下
と
は
い
え
そ
の
環
境
は
吹
き
さ
ら
し
で
あ
り
、
劣
化
も
激
し
く
、
嵐
等
で
流
失
し

て
失
わ
れ
る
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
よ
う
で
、
明
治
三
四
年
の
大
修
理
以
降
は
取
り
外
さ
れ

千
畳
閣
（
豊
国
神
社
）
へ
掛
け
か
え
ら
れ
た
。
(32) 　

現
在
、
そ
の
一
部
は
厳
島
神
社
宝
物
館

に
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

シ
ド
モ
ア
の
記
事
は
、
こ
れ
ら
の
絵
馬
が
廻
廊
等
か
ら
外
さ
れ
る
前
の
時
期
で
あ
り
、

案
内
人
の
詳
し
す
ぎ
る
説
明
に
閉
口
し
な
が
ら
も
、
そ
の
数
点
に
言
及
し
て
い
る
。

案
内
人
た
ち
は
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
お
い
て
、

古
美
術
の
展
示
と
し
て
貸
し
出
さ
れ
た
、
四
世
紀
前
の
著
名
人
の
肖
像
画
を
ま
ず

最
初
に
示
し
な
が
ら
、
奉
納
絵
馬
の
廻
廊
で
も
興
奮
気
味
に
説
明
す
る
。
(33)

こ
れ
は
、
同
博
覧
会
へ
出
品
さ
れ
た
厳
島
神
社
の
絵
馬
七
点
の
う
ち
六
点
が
人
物
画
と

思
わ
れ
る
中
で
、
原
文
の
表
現

(series of portraits of celebrities)

に
最
も
符
合
す
る

も
の
と
し
て
は
、「
扇
面
形
三
十
六
歌
仙
ノ
図
」
（
寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
）
(34)

(35)

が
あ
る
。

ち
な
み
に
、こ
れ
が
描
か
れ
た
時
期
は
お
お
ま
か
に
三
世
紀
前
（
二
七
一
年
前
）
と
な
り
「
四

世
紀
前
」
と
は
一
致
し
な
い
が
、
厳
島
神
社
の
奉
納
品
か
ら
出
品
さ
れ
た
最
も
古
い
作
品

で
も
天
文
二
一
（
一
五
五
二
）
年
す
な
わ
ち
三
四
四
年
前
で
あ
り
、
ぴ
た
り
と
該
当
す
る

も
の
は
な
い
。
そ
の
他
の
絵
馬
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
検
討
す
る
と
、

最
も
著
名
な
も
の
は
（
森
）
祖
仙
（Sosen

）
に
よ
る
、
比
類
な
く
ふ
わ
ふ
わ
の
毛

の
一
匹
の
猿
が
、
宮
島
の
鹿
の
背
に
乗
っ
た
も
の
だ
。(36)

に
つ
い
て
は
、
幕
末
期
の
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
に
六
七
面
の
絵
馬
が
模
写
さ
れ
た
『
厳

島
絵
馬
鑑
』(37)

に
載
る
森
祖
仙
作
「
猿
鹿
に
乗
る
の
図
」(

図
４)

と
符
合
す
る
。
ま
た
、

少
し
変
わ
っ
た
も
と
し
て
二
五
○
年
前
に
初
め
て
長
崎
に
来
港
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船

の
絵
(38)

に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
河
野
盛
信
作
「
阿
蘭
陀
船
入
津
之
図
」（
図
５
）
承
応
二
（
一

六
五
三
）
年
(39)

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
同
時
期
に
奉
納
さ
れ
た
同
じ
絵
師
の
作

品
「
南
蛮
船
図
」
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
(40)

が
、
厳
島
神
社
宝
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
絵
馬
で
は
な
い
が
、
広
島
市
が
寄
贈
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
「
巨
大
な
ブ
ロ
ン

ズ
の
羅
針
盤
」（
図
６
）(41)
に
つ
い
て
も
、
符
合
す
る
も
の
が
千
畳
閣
に
吊
る
さ
れ
て
い
る
が
、

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
市
制
施
行
し
た
広
島
市
が
寄
附
し
た
か
ど
う
か
は
、
現
地

の
記
録
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
羅
針
盤
と
い
う
珍
し
い
奉
納
品
か
ら
船
と
の
関
係
も
示

唆
さ
れ
る
た
め
、
明
治
二
三
（
一
八
九
○
）
年
に
落
成
式
を
行
っ
た
宇
品
築
港
と
の
関
係

も
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
絵
馬
の
ほ
か
に
、
手
水
鉢
や
玉
垣
に
加
え
て
「
薩
摩
の
反
乱
で
亡
く
な
っ
た

兵
士
た
ち
の
記
念
碑
」
(42)

と
し
て
『
広
島
県
壮
兵
殉
難
碑
』
に
触
れ
る
な
ど
、
一
か
月
以
上

の
長
期
滞
在
と
い
う
状
況
も
加
わ
っ
て
か
、
非
常
に
細
か
な
点
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

（
３
）
挿
絵
と
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
の
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

全
体
で
十
二
頁
か
ら
な
る
「
不
朽
の
島
」
に
は
、
全
部
で
十
二
点
の
木
版
画
と
思
わ
れ

る
挿
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
う
ち
八
点
に
は
「
写
真
を
基
に
し
た
」
（“ FRO

M
 A

 

PH
O

TO
G

RA
PH

 ”

）
と
い
う
注
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
写
真
の
所
在
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
公
開
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ネ
ル
大
学
図

書
館

(C
ornell U

niversity Library )
 

(43)

で
は
な
く
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
自
然
史
国
立
博
物
館

国

立

文

化

人

類

学

資

料

館
（N

ational A
nthropological A

rchives,  Sm
ithsonian 

N
ational M

useum
 of N

atural H
istory

）
に
、
日
本
ば
か
り
か
中
国
等
も
含
め
た
四
○
○

点
以
上
の
シ
ド
モ
ア
の
写
真
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
厳
島
滞
在
中
の
写
真
も
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
撮
影
さ
れ
た
内
容
か
ら
、
四
○
点
に
つ
い
て
は
厳
島
で

撮
影
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
が
、
三
三
点
（
便
宜
的
に
「
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

と
呼
ぶ
）
に
つ
い
て
は
こ
の
記
事
の
内
容
と
符
合
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
事
の
た
め
に

厳
島
を
訪
れ
た
時
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
残
り
七
点
（
右
記
に
同
じ
く
「
第

二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ぶ
）
に
つ
い
て
は
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
に
よ
り
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）

年
か
ら
五
（
一
九
一
六
）
年
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
詳
細
は
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
少
な
く
と
も
厳
島
に
関
係
し
て
い
る
写
真
そ
の
も
の

は
、
約
四

×

五
イ
ン
チ
（
一
○×

一
二
・
五
セ
ン
チ
）
の
鶏
卵
紙
の
プ
リ
ン
ト

（album
en print

）
で
、
台
紙
に
マ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
第
二
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
ガ
ラ
ス
乾
板
で
あ
る
。
写
真
に
は
、
撮
影
場
所
や
撮
影
日
等
の
詳
し
い
説
明
が
な
い

た
め
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
で
も
こ
れ
ら
の
多
く
を
特
定
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

さ
て
、
挿
絵
の
基
に
な
っ
た
写
真
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
解
説
し
て
み
た
い
。
右
に
記

事
中
の
版
画
を
切
り
取
っ
た
も
の
、
左
に
基
と
な
っ
た
写
真
を
並
べ
て
み
る
と
、
「
櫓
を
漕

ぐ
船
頭
」(

図
７)

（
挿
絵
の
邦
題
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
、「
小
舟
に
集
ま
っ
た
少
年
達
」

（
図
８
）
、
「
賽
の
河
原
」
（
図
９
）
、
「
柴
を
運
ぶ
女
」
、
（
図
10
）
の
四
点
に
つ
い
て
は
、
全

く
同
じ
構
図
（
た
だ
し
、
人
物
等
が
一
部
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
）
の
写
真
が
残
っ

て
い
る
。「
沖
か
ら
見
た
厳
島
神
社
」（
図
11
）
と
「
鹿
に
餌
を
や
る
少
女
」（
図
12
）
、「
玉
取
祭
」

（
図
13
）
に
つ
い
て
は
、
類
似
し
た
写
真
は
あ
る
も
の
の
全
く
同
じ
も
の
は
な
い
。
「
鹿
に

餌
を
や
る
少
女
」
に
つ
い
て
は
、
複
数
枚
の
写
真
を
合
成
し
た
挿
絵
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
「
玉
取
祭
」
に
つ
い
て
は
、
撮
影
位
置
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
社
殿
の
み
の
写

真
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
玉
取
祭
の
様
子
を
想
像
だ
け
で
違
和
感
な
く

描
く
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
た
め
、
基
と
な
っ
た
写
真
は
失
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
櫓
の
場
所
が
客
神
社
祓
殿
（
ま
ろ
う
ど
じ
ん
じ
ゃ
は
ら
い
で
ん
）

の
正
面
に
描
か

れ
て
お
り
、
現
在
執
り
行
わ
れ
て
い
る
大
鳥
居
側
と
は
異
な
る
。
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）

年
奉
納
の
里
見
雲
嶺
作
の
絵
馬
(44)

に
、
同
じ
位
置
で
櫓
を
組
ん
だ
「
玉
取
祭
」
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
は
こ
の
場
所
で
執
り
行
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
「
千
畳
閣
と
五
重
塔
」
（
図

14-

1
）
に
つ
い
て
も
該
当
す
る
写
真
は
残
さ
れ
て
い

な
い
が
、
本
館
が
所
蔵
す
る
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
に
厳
島
で
購
入
さ
れ
た
写
真
帖
(45)

に
、

構
図
も
木
々
の
枝
ぶ
り
も
挿
絵
と
全
く
同
じ
写
真
（
図

14-

2
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
時
代
は
ま
だ
私
製
絵
葉
書
の
発
行
販
売
が
許
可
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
土
産
物
と
し
て

こ
の
写
真
帖
の
よ
う
に
プ
リ
ン
ト
を
直
接
台
紙
に
貼
っ
た
も
の
が
、
販
売
さ
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
シ
ド
モ
ア
も
こ
の
写
真
と
同
じ
場
所
で
写
真
を
撮
っ
た
か
、
ま
た
は
、

こ
う
し
た
写
真
帖
を
購
入
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
他
に
、
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
主
な
も
の
と
し
て
図
15
か
ら
23
ま
で
、
同
じ
く

第
二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
図
24
か
ら
26
ま
で
の
計
十
二
枚
を
掲
載
し
た
。
図
22
は
写
真
で

は
判
然
と
し
な
い
が
原
題
は
「
濡
れ
た
祠
の
仏
画
へ
水
を
か
け
る
た
め
の
柄
杓
」
、
図
23
は

「
神
社
で
天
照
の
神
に
祈
る
老
人
」
と
な
っ
て
お
り
、
何
れ
も
木
版
画
の
原
画
と
は
な
ら
な

か
っ
た
が
、
「
不
朽
の
島
」
に
関
係
す
る
写
真
だ
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
明
治
時
代
の
厳
島
に
は
、
陸
軍
の
砲
台
等
の
軍
事
施
設
が
数
多
く
あ
り
、
当

時
の
絵
葉
書
に
も
「
要
塞
司
令
部
許
可
済
」
等
検
閲
済
み
で
あ
る
こ
と
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

正
式
に
は
、
「
要
塞
近
傍
ニ
於
ケ
ル
水
陸
測
量
等
ノ
取
締
ニ
関
ス
ル
件
」
（
明
治
三
一
年
七

月
二
七
日
公
布
）
に
よ
り
撮
影
を
含
め
た
測
量
、
模
写
等
を
無
許
可
で
行
う
こ
と
が
禁
止

さ
れ
、
明
治
三
二
年
に
は
「
要
塞
地
帯
法
」
（
法
律
第
百
五
号　

明
治
三
二
年
七
月
一
四
日

公
布
）
と
い
う
法
令
に
よ
り
厳
格
に
定
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
厳
格
な
取
締
が
行
わ
れ
た

時
期
の
厳
島
に
お
け
る
、
外
国
人
の
写
真
撮
影
に
ま
つ
わ
る
事
件
等
に
つ
い
て
は
、
「
厳
島

が

〝

撮
影
禁
止

〟

だ
っ
た
こ
ろ　

室
浜
砲
台
、―

鷹
ノ
巣
低
・
高
砲
台
を
め
ぐ
っ
て―

』
(46)

で
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
不
朽
の
島
」
に
も
、
砲
台
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
。

「
中
秋
の
名
月
」
の
夜
、
船
頭
は
私
た
ち
を
日
没
に
海
岸
か
ら
か
な
り
離
れ
た
と
こ

ろ
へ
連
れ
て
行
き
、
島
の
防
御
の
た
め
に
十
か
所
あ
る
要
塞
の
う
ち
二
か
所
を
見

せ
た
。
砲
門
と
砲
郭
は
枝
葉
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
宇
品
へ
の
入
り

口
に
臨
む
、
狭
く
て
潮
の
速
い
海
峡
を
見
下
ろ
し
て
い
た
。(47)

当
時
は
、
日
清
戦
争
の
最
中
で
あ
り
、
厳
島
に
も
臨
時
砲
台
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、

本
格
的
に
は
明
治
三
十
年
代
か
ら
建
造
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 (48)

こ
う
し
た
な
か
に
お
い

て
、
シ
ド
モ
ア
に
よ
る
厳
島
の
写
真
が
多
数
残
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）

年
当
時
に
は
、
ま
だ
厳
格
な
取
締
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

（
４
）
厳
島
来
訪
の
時
期

シ
ド
モ
ア
は
こ
の
記
事
を
書
く
以
前
に
、
日
本
に
関
す
る
著
作
と
し
て
『
シ
ド
モ
ア
日

本
紀
行
』
の
初
版
(49)

を
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
に
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
三
五
（
一

九
○
二
）
年
に
改
訂
さ
れ
、
こ
の
改
訂
版
が
現
在
の
日
本
語
版
の
原
典
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
と
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
の
少
な
く
と
も
二

回
に
わ
た
り
初
版
の
増
刷
が
行
わ
れ
て
い
る
。
初
版
と
改
訂
版
の
原
典
を
比
較
し
て
み
る

と
、
厳
島
と
広
島
周
辺
の
記
述
が
大
き
く
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
初
版
の
「
第

三
六
章　

瀬
戸
内
海
と
長
崎
」
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
素
っ
気
な
い
ほ
ど
簡
単
な
記

述
で
あ
る
。

神
戸
か
ら
長
崎
ま
で
の
間
で
外
国
人
に
開
か
れ
て
い
る
港
は
、
政
府
の
海
軍
基
地

が
あ
る
広
島
だ
け
で
あ
り
、
外
国
人
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
た
め
に
上
陸
し

た
く
て
も
で
き
な
い
周
囲
の
沿
岸
の
中
で
、
唯
一
の
例
外
と
な
っ
て
い
る
。
(50)

（
筆

者
訳
）

一
方
、
初
版
か
ら
十
一
年
後
の
改
訂
版
で
は
、

多
く
の
古
い
城
下
町
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
、
瀬
戸
内
海
の
西
方
の
沿
岸
を
鉄
路
は

進
む
。
そ
の
う
ち
最
も
重
要
な
と
こ
ろ
は
広
島
で
あ
る
。
そ
の
城
に
は
陸
軍
の
司

令
部
が
あ
り
、
一
八
九
四
年
か
ら
一
八
九
五
年
の
戦
争
（
日
清
戦
争
）
の
間
、
天

皇
が
移
ら
れ
た
場
所
で
も
あ
る
。
帝
国
の
最
も
重
要
な
海
軍
港
は
呉
で
あ
り
、
海

軍
士
官
学
校
の
あ
る
江
田
島
が
、
そ
の
数
マ
イ
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
広
島

に
面
し
て
、
聖
な
る
島
で
あ
る
厳
島
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
日
本
三
景
の
一
つ
で
あ
り
、

奈
良
よ
り
も
素
敵
で
の
ど
か
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
日
本
三
景
で
あ
る
仙
台
湾
の
「
千

松
島
の
松
島
」
や
、
宮
津
湾
の
天
国
の
階
段
と
い
う
意
味
の
奇
妙
な
「
天
橋
立
」

の
ど
ち
ら
よ
り
も
、
美
し
い
風
景
と
見
事
な
建
物
が
あ
り
、
歴
史
や
伝
説
に
ま
つ

わ
る
面
白
さ
を
提
供
す
る
。
宮
島
に
お
い
て
は
、
人
が
生
ま
れ
た
り
、
死
ん
だ
り

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
は
、
神
道
の
女
神
、
市
杵
島
姫

と
彼
女
の
二
人
の
姉
妹
を
祀
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
正
式
に
は
、
女
性
は
こ

の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
社
殿
と
そ
の
回
廊
は
水
中
の
柱

の
上
に
建
て
ら
れ
、
水
上
の
巨
大
な
鳥
居
を
潜
っ
て
船
で
入
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

何
百
も
の
献
灯
が
海
岸
線
に
連
な
り
、
そ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
灯
さ
れ
る
。
聖
な
る

鹿
が
あ
ち
こ
ち
で
歩
き
回
っ
て
お
り
、
そ
こ
は
と
て
も
の
ど
か
で
平
穏
な
の
で
、

木
々
で
覆
わ
れ
た
岬
や
高
台
に
砲
台
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
気
づ
か
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
こ
の
要
塞
地
帯
で
の
ス
ケ
ッ
チ
や
撮
影
は
厳
し

く
禁
止
さ
れ
て
い
る
。(51)

（
筆
者
訳
）

と
そ
の
記
述
は
初
版
と
比
べ
て
格
段
に
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
二
九
年
の
「
不

朽
の
島
」
が
基
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
シ
ド
モ
ア
が
こ
の
記
事
を
書

く
た
め
に
厳
島
を
訪
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
シ
ド
モ
ア
の
厳
島
訪
問
の
旅
程
も
含
め
て
、

正
確
な
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
記
事
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
特
に
日
清
戦
争

の
平
壌
陥
落
を
祝
っ
た
灯
明
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
関
し
て
は
、
正
式
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
事
実
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。

　

『
シ
ド
モ
ア
日
本
紀
行
』
の
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
の
初
版
で
は
既
に
、「
瀬

戸
内
海
を
六
回
も
旅
し
て
い
る
と
、
季
節
や
昼
夜
さ
ま
ざ
ま
の
、
美
し
い
海
岸
を

見
て
き
た
。
」
(52)

と
書
か
れ
て
い
る
。
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
年
に
山
陽
鉄
道

が
下
関
ま
で
開
通
す
る
以
前
に
お
い
て
は
、
山
陽
路
は
海
路
が
重
宝
さ
れ
た
時
代

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
彼
女
が
厳
島
を
訪
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
初
版
の
『
シ

 
 

ド
モ
ア
日
本
紀
行
』
の
記
述
も
も
う
少
し
詳
し
い
も
の
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
シ
ド
モ
ア
が
こ
の
記
事
の
取
材
で
初
め
て
厳
島
を
訪
れ
た
時
期
は
、
記

事
の
内
容
や
写
真
か
ら
の
推
測
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
が
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
夏

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
の
シ
ド
モ
ア
の
二
番
目
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
か
ら
五
（
一
九
一
六
）
年
と
年
代
が
特
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
期
に
再
訪
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）
シ
ド
モ
ア
、
そ
の
後

シ
ド
モ
ア
は
、
現
在
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
』
（N

ational G
eographic

）

誌
で
本
邦
で
も
著
名
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
協
会

(N
ational G

eographic 

Society
)

に
、
創
設
間
も
な
い
一
八
九
○
年
に
入
会
し
て
い
る
。
彼
女
の
同
誌
へ
の
記
事
は

高
く
評
価
さ
れ
、
後
に
編
集
方
針
が
現
在
の
よ
う
な
写
真
を
重
点
と
し
た
も
の
に
変
わ
っ

た
こ
と
が
、写
真
を
得
意
と
す
る
彼
女
の
評
価
を
さ
ら
に
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
女
は
、

男
の
世
界
と
言
わ
れ
た
同
協
会
に
お
い
て
、
最
終
的
に
は
初
の
女
性
理
事
に
な
る
ま
で
の

名
声
を
得
た
の
で
あ
る
。(53)

そ
ん
な
彼
女
は
、「
不
朽
の
島
」
が
発
表
さ
れ
た
明
治
二
九
（
一

八
九
六
）
年
六
月
十
五
日
に
発
生
し
た
三
陸
大
津
波
の
被
災
地
を
取
材
し
、
同
誌
の
九
月

号
に
「
最
近
発
生
し
た
日
本
沿
岸
の
津
波
」(The Recent Earthquake W

ave on the Coast of 

Japan
)

(54)

と
題
し
て
写
真
入
り
の
記
事
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
は
、
被
災
後
に
ま
じ

め
な
校
長
が
自
分
の
家
族
を
探
し
に
行
く
前
に
、
御
真
影
を
安
全
な
場
所
に
避
難
さ
せ
た
、

と
当
時
の
世
相
を
反
映
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
津
波
」(Tsunam

i)

と

い
う
日
本
語
が
英
語
圏
に
紹
介
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
書
か
れ
た
論
文
(55)

で
は
、
こ
の
シ
ド

モ
ア
の
記
事
に
加
え
て
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
が
新
聞
社
に
寄
稿
し
た
記
事
の
二
つ
を
、

英
語
圏
で
の
「
津
波
」(Tsunam

i)

の
初
出
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ハ
ー
ン
の

記
事
は
自
身
の
現
地
取
材
に
拠
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。
シ
ド
モ
ア
は
自
ら
現
地
で
取

材
し
、
「
津
波
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
八
年
十
一
月
四
日
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
(56)

に
、
前
日
に
ス
イ
ス

の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
行
わ
れ
た
シ
ド
モ
ア
の
葬
儀
の
模
様
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
家
族
の
い

な
い
シ
ド
モ
ア
が
ア
メ
リ
カ
領
事
に
宛
て
た
遺
書
で
は
、
葬
儀
も
行
わ
ず
火
葬
し
、
遺
灰

は
礼
儀
に
か
な
っ
た
方
法
で
分
配
し
て
欲
し
い
と
い
う
慎
ま
し
い
も
の
だ
っ
た
。
日
本
政

府
の
要
望
に
よ
り
、
遺
灰
の
一
部
は
横
浜
に
埋
葬
さ
れ
、
日
本
で
亡
く
な
っ
た
母
や
兄
と

と
も
に
眠
っ
て
い
る
。

三　

お
わ
り
に

古
く
は
、
広
島
市
の
西
部
地
域
（
現
佐
伯
区
）
が
厳
島
の
荘
園
領
地
で
あ
っ
た
中
世
に

遡
る
が
、
浅
野
氏
以
降
は
城
下
の
遊
郭
・
芝
居
小
屋
等
は
禁
止
さ
れ
、
厳
島
に
の
み
許
さ

れ
る
な
ど
、
広
島
と
厳
島
の
関
係
は
緊
密
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
管
弦
祭
に
お
い
て
も
、

城
下
の
各
町
が
競
っ
て
御
供
船
を
出
し
、
管
弦
船
を
曳
く
漕
船
の
一
艘
を
江
波
か
ら
出
す

な
ど
、
城
下
こ
ぞ
っ
て
の
祝
祭
で
あ
っ
た
。
広
島
市
域
は
厳
島
と
信
仰
は
も
と
よ
り
祭
礼

や
遊
行
に
お
い
て
も
、
深
く
結
び
つ
い
て
き
た
歴
史
を
持
つ
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
広
島
市
と
厳
島
と
の
密
接
な
関
係
も
近
代
の
到
来
と
と
も
に
大

き
く
変
容
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
山
陽
鉄
道
が
徳
山
ま
で
延
伸
さ

れ
、
対
岸
に
「
宮
島
駅
」
が
設
置
さ
れ
た
明
治
三
○
年
九
月
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
鉄
道

延
伸
に
呼
応
し
て
、
対
岸
の
大
野
町
と
の
間
に
渡
船
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
(57)

厳
島
参

詣
の
人
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
宮
島
に
参
詣
せ
ん
と
す
る
も
の
は
先
づ
広
島
に
集
り
、
而
し
て
本
川
元
安
川
又

は
京
橋
よ
り
渡
船
し
、
宮
島
へ
参
詣
し
た
る
後
に
も
ま
た
必
ず
広
島
に
立
ち
戻
り

た
る
上
、
其
れ
其
れ
土
産
物
を
買
い
整
え
帰
郷
す
る
を
常
と
せ
り
」
と
い
う
状
態

で
あ
っ
た
の
が
、
「
汽
車
の
開
通
に
伴
い
（
略
）
自
然
客
足
を
広
島
市
に
留
む
る

こ
と
少
な
き
に
至
り
」(58)

シ
ド
モ
ア
が
描
い
た
厳
島
は
、
鉄
道
の
延
伸
に
よ
り
ま
さ
に
「
広
島
」
と
「
厳
島
」

と
の
関
係
が
変
貌
す
る
前
の
姿
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
近
代
化
に
勤
し
む
日
本
に

あ
っ
て
、
さ
ら
に
戦
時
の
国
内
の
先
端
と
な
っ
た
「
広
島
」
の
姿
は
、
と
り
わ
け
古
よ

り
の
日
本
の
姿
を
残
す
「
厳
島
」
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
自
然
史
国
立
博
物
館
国
立
文
化
人
類

学
資
料
館
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
図
書
館
お
よ
び
広
島
市
立
中
央
図
書
館
に
対
し
て
、
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

 
図２：『センチュリー』誌に掲載された「不朽の島」 

Courtesy of Cornell University Library, Making of America 
Digital Collection 
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一　

は
じ
め
に

こ
の
三
月
、
米
国
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
有
名
な
ポ
ト
マ
ッ
ク
河
畔
の
桜
ま
つ
り

が
植
樹
百
周
年
を
迎
え
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
こ
の
日
米
友
好
の
象
徴
で
あ
る
桜
の
植
樹
に

つ
い
て
は
、
エ
リ
ザ
・
Ｒ
・
シ
ド
モ
ア

(Eliza Ruham
ah Scidm

ore)

（
図
１
）
と
い
う
一

人
の
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
立
役
者
と
な
っ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。 (1)

ま
た
、

最
初
に
彼
女
が
提
案
し
て
か
ら
、
二
四
年
に
お
よ
ぶ
奮
闘
が
実
現
の
要
で
あ
っ
た
こ
と
も
、

米
国
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
(2)

そ
の
シ
ド
モ
ア
が
明
治
二
○
年
代
に
厳
島
を
訪
れ
、
彼
女
が

書
い
た
記
事
（
図
２
）
が
当
時
の
米
国
の
人
気
雑
誌
へ
紀
行
文
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、

現
在
で
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
記
事
が
発
行
さ
れ
た
当
時
は
、
地
元

の
『
芸
備
日
々
新
聞
』
に
お
い
て
も
い
ち
早
く
報
道
さ
れ
、
米
国
人
が
厳
島
を
絶
賛
し
た

こ
と
を
少
々
興
奮
気
味
に
伝
え
て
い
る
。

明
治
二
九
年
九
月
二
九
日　

宮
島
の
風
景
欧
人
の
筆
に
上
が
る

八
月
発
兌
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
雑
誌
を
見
る
に
、
我
宮
島
の
風
景
を
賞
す
る
一
篇
の

長
文
を
載
せ
た
り
、
記
者
は
宮
島
を
以
っ
て
瀬
戸
内
海
に
於
け
る
神
聖
な
る
一
島

と
称
し
、「
不
朽
の
島
」
と
呼
び
、
口
を
極
め
て
其
風
景
の
佳
絶
な
る
を
説
き
た
る
末
、

同
島
の
人
民
に
接
す
る
に
性
質
醇
朴
に
し
て
、
宛
ら
上
古
の
民
に
逢
ふ
の
感
あ
り
、

蓋
し
日
本
近
時
の
文
明
に
後
る
ゝ
こ
と
百
年
な
り
と
云
ふ
も
可
な
ら
ん
、
外
人
の

日
本
に
遊
ぶ
も
の
杖
を
宮
島
に
曳
く
を
忘
る
べ
か
ら
ず
と
結
べ
り
、
宮
島
天
成
の

麗
質
は
勢
力
あ
る
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
の
筆
に
依
り
て
愈
よ
発
揮
せ
ら
れ
、
将
来
欧
人

の
宮
島
に
遊
ぶ
も
の
益
々
多
か
る
べ
し 

(3)

こ
の
記
事
の
著
者
で
あ
る
シ
ド
モ
ア
に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
評
伝
が
存
在
し
な
い

た
め
限
ら
れ
た
資
料
に
依
る
こ
と
に
な
る
が
、
少
し
紹
介
し
て
み
た
い
。
シ
ド
モ
ア
は
一

八
五
六
年
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
マ
デ
ィ
ソ
ン

(M
adison, W

isconsin
)

(4)

に
お
い
て
、
宣

教
師
の
一
家
に
生
ま
れ
た
。
一
八
七
四
年
オ
バ
ー
リ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ

(O
berlin C

ollege)

卒
業
後
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
上
流
階
級
に
つ
い
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
等
へ
執
筆
し

た
こ
と
か
ら
、
本
格
的
に
執
筆
業
に
つ
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ア
ラ
ス
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
ア
ジ
ア
を
旅
し
、
そ
の
地
の
紀
行
文
や
政
治
情
勢
等
を
、『
ハ
ー
パ
ー
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー

(H
arper’s W

eekly) 

』
、
『
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク(O

utlook) 

』
、
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー(C

entury) 

』

等
の
雑
誌
へ
寄
稿
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
ラ
ス
カ
に
関
す
る
著
作
(5)

で
紀
行
作
家
と
し
て

の
名
声
を
得
た
こ
と
を
手
始
め
に
、
中
国
、
ジ
ャ
ワ
、
イ
ン
ド
等
各
地
の
旅
行
記
を
出
版

し
て
い
る
。
日
本
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、『
シ
ド
モ
ア
日
本
紀
行
』 

(6)

や
『
日
露

戦
争
下
の
日
本 

―
 

ハ
ー
グ
条
約
の
命
ず
る
ま
ま
に 

ロ
シ
ア
軍
人
捕
虜
の
妻
の
日
記
』 (7)

が
知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
雑
誌
、
機
関
誌
等
へ
の
寄
稿
も
数
多
く
あ
る
。
シ
ド
モ
ア
の
文

章
の
特
徴
と
し
て
は
、
各
地
の
文
化
・
政
治
・
歴
史
の
記
述
に
加
え
て
、
旅
行
者
と
し
て

の
個
人
的
体
験
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。(8)

シ
ド
モ
ア
は
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
二
七
歳
の
時
に
、
駐
日
外
交
官
と
し
て
横
浜

に
居
住
す
る
兄
を
訪
れ
た
の
が
初
来
日
で
、(9)

後
に
母
が
兄
と
と
も
に
日
本
で
暮
ら
し
は
じ

め
た
こ
と
も
あ
り
、
以
後
、
各
国
へ
の
取
材
旅
行
の
合
間
に
、
何
度
も
日
本
と
米
国
ワ
シ

ン
ト
ン
と
を
往
復
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
女
は
親
日
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
前
述

の
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
の
桜
の
植

樹
以
外
に
も
、
『
日
露
戦
争

下
の
日
本 

―
 

ハ
ー
グ
条
約

の
命
ず
る
ま
ま
に 

ロ
シ
ア

軍
人
捕
虜
の
妻
の
日
記
』
に

お
い
て
日
本
の
戦
時
捕
虜
に

対
す
る
扱
い
を
称
賛
し
(10)

、

明
治
四
一
（
一
九
○
八
）
年

に
は
勲
六
等
宝
冠
章
を
授
章

し
て
い
る
。(11)

こ
う
し
た
知
日
家
で
あ
る
シ
ド
モ
ア
が
厳
島
を
訪
れ
た
の
は
、
後
述
す
る
と
お
り
明
治

二
七
（
一
八
九
四
）
年
夏
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
二
年
後
に
記
事
を
載
せ
た
雑
誌

が
発
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
に
外
国
人
が
厳
島
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
と
し

て
は
、
ち
ょ
う
ど
シ
ド
モ
ア
の
一
年
前
、
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
の
夏
に
日
本
へ
の

公
式
訪
問
の
一
環
で
厳
島
に
立
ち
寄
っ
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
子
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ

ナ
ン
ト
に
よ
る
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
子
の
日
本
日
記
』
(12)

が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
比

べ
る
と
、
「
不
朽
の
島
」
は
、
無
類
の
知
日
家
と
し
て
の
豊
富
な
知
識
を
背
景
に
、
紀
行
作

家
と
し
て
の
確
か
な
観
察
力
と
豊
か
な
表
現
力
を
持
っ
て
綴
ら
れ
て
い
る
た
め
、
当
時
の

厳
島
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

さ
て
、
こ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン

(The C
entury 

M
agazine )

 

』
誌
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
発
行
元
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
社

(The 

C
entury C

om
pany

)

は
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
設
立
さ
れ
、
設

立
当
初
か
ら
の
定
期
刊
行
誌
で
あ
る
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
』
誌
は
一
八
八
○
年

代
お
よ
び
一
八
九
○
年
代
に
お
け
る
最
高
の
一
般
雑
誌
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、

南
北
戦
争
の
歴
史
を
あ
つ
か
っ
た
「
戦
争
シ
リ
ー
ズ(W

ar Series)

」
は
、
明
治
十
七
（
一

八
八
四
）
年
か
ら
三
年
余
り
続
け
ら
れ
、
南
北
両
軍
の
将
軍
か
ら
一
兵
卒
ま
で
の
手
記
や

二
千
点
以
上
の
木
版
画
で
人
気
を
博
し
、
そ
の
発
行
部
数
は
二
五
万
部
に
倍
増
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
商
業
的
成
功
の
後
に
二
○
世
紀
に
入
る
と
、

廉
価
な
雑
誌
や
新
聞
と
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
消
え
去
っ
て
い
っ
た
。(13)

シ
ド
モ
ア
の
厳
島

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
絶
頂
期
か
ら
徐
々
に
凋
落
し
つ
つ
も
、
ま
だ
名
声
を
保
っ

て
い
た
時
代
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
記
事
は
米
国
に
お
い
て
非
常
に
多
く
の
読
者

の
目
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二　

シ
ド
モ
ア
が
見
た
明
治
中
期
の
厳
島

（
１
）
白
木
の
社
殿
と
大
鳥
居

シ
ド
モ
ア
が
訪
れ
た
時
期
の
厳
島
は
、
現
在
と
は
そ
の
様
相
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
。

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
以
降
に
本
格
化
し
た
神
仏
分
離
に
よ
り
、
仏
教
的
と
さ
れ
た
厳

島
神
社
社
殿
は
丹
色
の
塗
装
が
剥
が
さ
れ
、
大
鳥
居
と
と
も
に
長
ら
く
白
木
を
露
わ
に
し

た
姿
で
人
々
の
目
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
神
社
社
殿
は
、
明
治
三
五
（
一
九
○
二
）
年
の
修

繕
の
際
に
(14)

、
大
鳥
居
は
明
治
四
二
（
一
九
○
九
）
年
の
修
繕
の
際
に
、
と
も
に
丹
塗
り
の

姿
に
戻
さ
れ
て
い
る
。(15)

こ
の
こ
と
は
、
記
事
本
文
に
お
い
て
も
、
符
合
す
る
部
分
が
あ
る
。

記
事
前
半
の
厳
島
神
社
社
殿
や
大
鳥
居
に
つ
い
て
触
れ
た
箇
所
に
お
い
て
は
、
建
物
等
に

つ
い
て
の
色
彩
の
記
述
は
全
く
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
五
重
塔
に
触
れ
た
場
面
で
は
じ
め

て
丹
色(red

)

と
い
う
色
の
表
現
が
現
れ
て
く
る
。

古
風
な
趣
の
あ
る
古
い
五
重
塔
は
、
積
み
重
ね
ら
れ
た
丹
色
の
屋
根
が
、
丘
の
木
々

を
見
事
に
か
き
分
け
て
い
る
。(16)

ま
た
、
大
鳥
居
に
触
れ
た
部
分
で
は
、
「
巨
大
な
ク
ス
ノ
キ
の
柱
の
間
に
小
船
で
浮
か
ん

で
み
る
と
、
ま
る
で
石
造
建
築
物
の
よ
う
に
壮
大
で
強
固
な
印
象
で
あ
る
。」
(17)

と
そ
の
壮

大
さ
を
石
造
建
築
物
に
喩
え
て
い
る
が
、
当
時
の
大
鳥
居
が
丹
塗
り
で
な
く
白
木
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
印
象
を
与
え
た
こ
と
に
関
係
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
社
殿
等
の
色
彩
以
外
に
も
外
観
上
の
差
異
と
し
て
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
に
、

神
社
に
ふ
さ
わ
し
い
棟
飾
り
と
し
て
屋
根
に
千
木
・
勝
男
木
（
ち
ぎ
・
か
つ
お
ぎ
）

が
取
り
付
け
ら

れ
た
が
(18)

、
こ
れ
ら
は
明
治
三
○
年
代
に
始
め
ら
れ
た
各
社
殿
の
修
繕
の
際
に
取
り
外
さ
れ

て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。(19)

後
述
す
る
よ
う
に
当
時
シ
ド
モ
ア
が
厳
島
滞
在
時
に
撮
影
し

た
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
も
千
木
・
勝
男
木
が
写
さ
れ
て
い
る
。
（
図
３
）

こ
れ
ら
の
棟
飾
り
の
大
き
さ
と
比
べ
て
、
厳
島
神
社
が
複
数
の
社
殿
や
回
廊
で
構
成
さ
れ

た
大
き
な
建
物
群
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
際
立
っ
た
印
象
は
な
か
っ
た
の
も
し
れ

な
い
。

厳
島
神
社
社
殿
や
大
鳥
居
が
白
木
に
さ
れ
た
原
因
と
な
っ
た
神
仏
分
離
令
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
厳
島
神
社
そ
の
も
の
の
存
亡
の
危
機
で
も
あ
っ
た
と
さ
れ
、
「
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ

た
某
大
参
事
は
、
そ
の
社
殿
を
仏
式
な
る
と
見
て
直
ち
に
社
殿
を
焼
き
払
い
、
神
体
を
海

に
流
す
べ
き
事
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
千
年
以
上
も
代
々
棚
守
職
を
続
け
て
き
た

野
坂
家
の
当
主
元
延
は
、
そ
の
命
を
聞
い
て
驚
き
、
直
ち
に
家
宝
を
売
り
旅
費
と
な
し
、

身
命
を
賭
し
て
単
身
江
戸
に
上
が
り
、
朝
廷
に
嘆
願
し
て
や
っ
と
現
状
維
持
の
許
可
を
得

た
。
」
(20)

ま
た
、
「
別
当
職
の
大
聖
院
は
神
社
と
分
離
し
、
二
十
坊
は
滅
び
、
修
理
別
当
職
の

大
願
寺
も
独
立
し
、
諸
所
の
仏
像
が
多
く
こ
こ
に
集
め
ら
れ
、
大
経
堂
は
千
畳
閣
と
称
し

さ
ら
に
豊
国
神
社
と
改
称

し
て
厳
島
神
社
の
末
社
と

な
っ
た
。（
略
）
こ
の
ほ
か
、

本
地
堂
、
十
王
堂
、
地
蔵
堂
、

大
鐘
楼
、
輪
蔵
や
多
く
の

院
・
坊
は
廃
毀
さ
れ
、
」(21)

と
、

神
仏
分
離
が
比
較
的
平
穏

に
行
わ
れ
た
(22)

と
さ
れ
る
広

島
県
に
お
い
て
も
、
と
り

わ
け
神
社
仏
閣
が
濃
密
に

集
積
し
て
い
た
厳
島
に
お

い
て
は
、
大
き
な
影
響
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
シ

ド
モ
ア
も
、
こ
の
神
仏
分

離
に
と
も
な
う
廃
仏
毀
釈
に
つ
い
て
わ
ざ
わ
ざ
触
れ
て
お
り
(23)

、
二
○
年
以
上
前
の
出
来
事

で
は
あ
る
が
、
当
時
の
厳
島
に
お
い
て
な
お
忘
れ
が
た
い
大
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
当
時
の
厳
島
の
描
写
と
し
て
は
少
し
奇
妙
な
点
に
触
れ
て
み
た
い
。
シ
ド
モ

ア
の
記
事
で
は
、
海
岸
沿
い
の
参
道
の
様
子
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
村
の
端
の
海
岸
沿
い
に
は
、
各
梁
や
柱
が
一
枚
石
の
大
島
石“O

shim
a 

granite”

で
で
き
た
堂
々
と
し
た
鳥
居
が
建
っ
て
お
り
、
聖
地
へ
の
入
り
口
を
表

し
て
い
る
。(24)

厳
島
神
社
参
道
の
入
口
に
あ
る
、
高
さ
十
ｍ
あ
ま
り
の
石
造
の
大
鳥
居
は
『
宮
島
町
史
』  

(25)

に
よ
れ
ば
明
治
三
八
（
一
九
○
五
）
年
建
立
と
さ
れ
て
お
り
、
シ
ド
モ
ア
が
訪
れ
た
明
治

二
七
（
一
八
九
四
）
年
よ
り
も
、
さ
ら
に
は
こ
の
記
事
を
掲
載
し
た
雑
誌
が
発
行
さ
れ
た

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
よ
り
も
後
の
建
立
と
な
り
、
記
事
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、こ
の
建
立
時
期
が
推
定
さ
れ
た
記
述
を
詳
し
く
検
討
し
て
み
る
と
、
明
治
二
七
（
一

八
九
四
）
年
と
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
に
、
件
の
石
大
鳥
居
が
描
か
れ
た
絵
図
が
発

行
さ
れ
て
お
り 

(26)

、
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
シ
ド
モ
ア
の
記
事
と
の
整
合
性
は
保
た
れ
る
。
と

こ
ろ
が
、
当
文
献
に
お
い
て
は
、
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
に
買
い
求
め
た
と
さ
れ
る

写
真
に
当
該
石
大
鳥
居
が
写
っ
て
い
な
い
こ
と
、
明
治
三
八
（
一
九
○
五
）
年
に
「
石
鳥

居
上
棟
式
」
の
件
で
出
県
し
た
稟
請
記
事
が
あ
る
こ
と
(27)

、
等
を
も
っ
て
建
立
年
代
が
推

定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
土
産
物
で
販
売
さ
れ
て
い
る
写
真
や
絵
葉
書
の
撮
影
な
い
し
作

成
時
期
は
、
販
売
時
期
と
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
む
し
ろ
内
容
的
に
は
古
い
撮
影
時
期
の
も

の
が
、
そ
の
ま
ま
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
現
に
、
大
正
八
（
一

九
一
九
）
年
の
写
真
帖
に
千
木
・
勝
男
木
を
載
せ
た
本
社
本
殿
が
写
っ
て
い
る
(28)

こ
と
は
、

明
治
三
四
（
一
九
○
一
）
年
に
は
じ
ま
っ
た
大
修
理
の
際
に
、
遅
く
と
も
明
治
三
二
（
一
八

九
九
）
年
に
は
こ
れ
ら
が
外
さ
れ
た
と
す
る
説
明
(29)

と
も
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
景
観
で
あ
る
。

異
な
る
二
つ
の
絵
図
に
お
い
て
、
御
笠
浜
と
い
う
同
じ
場
所
に
、
偶
然
に
存
在
し
な
い
は
ず

の
大
鳥
居
が
描
か
れ
た
こ
と
は
非
常
に
奇
妙
で
あ
り
、
新
た
に
こ
の
シ
ド
モ
ア
の
記
事
を
考

察
に
加
え
る
と
、
こ
の
時
期
に
石
大
鳥
居
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
絵
馬
等
の
奉
納
品

厳
島
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
は
、
元
々
は
廻
廊
や
社
殿
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
で

参
詣
者
も
こ
れ
ら
を
楽
し
み
な
が
ら
参
拝
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
も
、
「
本
社
に
献

ず
る
と
こ
ろ
、
新
古
の
絵
馬
、
両

宮
三
棟
拝
殿
よ
り
、
東
西
廻
廊
に

至
ま
で
、
高
下
左
右
、
す
き
ま
も

な
く
掛
連
ね
、
其
数
幾
百
枚
な
る

を
し
ら
ず
、
」
(30)

ま
た
、
「
著
名
な

画
家
の
絵
馬
も
多
く
全
体
に
質
の

高
さ
は
特
筆
さ
れ
る
。
」(31)

と
質
量

と
も
に
相
当
な
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
屋

根
の
下
と
は
い
え
そ
の
環
境
は
吹
き
さ
ら
し
で
あ
り
、
劣
化
も
激
し
く
、
嵐
等
で
流
失
し

て
失
わ
れ
る
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
よ
う
で
、
明
治
三
四
年
の
大
修
理
以
降
は
取
り
外
さ
れ

千
畳
閣
（
豊
国
神
社
）
へ
掛
け
か
え
ら
れ
た
。
(32) 　

現
在
、
そ
の
一
部
は
厳
島
神
社
宝
物
館

に
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

シ
ド
モ
ア
の
記
事
は
、
こ
れ
ら
の
絵
馬
が
廻
廊
等
か
ら
外
さ
れ
る
前
の
時
期
で
あ
り
、

案
内
人
の
詳
し
す
ぎ
る
説
明
に
閉
口
し
な
が
ら
も
、
そ
の
数
点
に
言
及
し
て
い
る
。

案
内
人
た
ち
は
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
お
い
て
、

古
美
術
の
展
示
と
し
て
貸
し
出
さ
れ
た
、
四
世
紀
前
の
著
名
人
の
肖
像
画
を
ま
ず

最
初
に
示
し
な
が
ら
、
奉
納
絵
馬
の
廻
廊
で
も
興
奮
気
味
に
説
明
す
る
。
(33)

こ
れ
は
、
同
博
覧
会
へ
出
品
さ
れ
た
厳
島
神
社
の
絵
馬
七
点
の
う
ち
六
点
が
人
物
画
と

思
わ
れ
る
中
で
、
原
文
の
表
現

(series of portraits of celebrities)

に
最
も
符
合
す
る

も
の
と
し
て
は
、「
扇
面
形
三
十
六
歌
仙
ノ
図
」
（
寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
）
(34)

(35)

が
あ
る
。

ち
な
み
に
、こ
れ
が
描
か
れ
た
時
期
は
お
お
ま
か
に
三
世
紀
前
（
二
七
一
年
前
）
と
な
り
「
四

世
紀
前
」
と
は
一
致
し
な
い
が
、
厳
島
神
社
の
奉
納
品
か
ら
出
品
さ
れ
た
最
も
古
い
作
品

で
も
天
文
二
一
（
一
五
五
二
）
年
す
な
わ
ち
三
四
四
年
前
で
あ
り
、
ぴ
た
り
と
該
当
す
る

も
の
は
な
い
。
そ
の
他
の
絵
馬
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
検
討
す
る
と
、

最
も
著
名
な
も
の
は
（
森
）
祖
仙
（Sosen

）
に
よ
る
、
比
類
な
く
ふ
わ
ふ
わ
の
毛

の
一
匹
の
猿
が
、
宮
島
の
鹿
の
背
に
乗
っ
た
も
の
だ
。(36)

に
つ
い
て
は
、
幕
末
期
の
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
に
六
七
面
の
絵
馬
が
模
写
さ
れ
た
『
厳

島
絵
馬
鑑
』(37)

に
載
る
森
祖
仙
作
「
猿
鹿
に
乗
る
の
図
」(

図
４)

と
符
合
す
る
。
ま
た
、

少
し
変
わ
っ
た
も
と
し
て
二
五
○
年
前
に
初
め
て
長
崎
に
来
港
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船

の
絵
(38)

に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
河
野
盛
信
作
「
阿
蘭
陀
船
入
津
之
図
」（
図
５
）
承
応
二
（
一

六
五
三
）
年
(39)

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
同
時
期
に
奉
納
さ
れ
た
同
じ
絵
師
の
作

品
「
南
蛮
船
図
」
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
(40)

が
、
厳
島
神
社
宝
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
絵
馬
で
は
な
い
が
、
広
島
市
が
寄
贈
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
「
巨
大
な
ブ
ロ
ン

ズ
の
羅
針
盤
」（
図
６
）(41)
に
つ
い
て
も
、
符
合
す
る
も
の
が
千
畳
閣
に
吊
る
さ
れ
て
い
る
が
、

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
市
制
施
行
し
た
広
島
市
が
寄
附
し
た
か
ど
う
か
は
、
現
地

の
記
録
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
羅
針
盤
と
い
う
珍
し
い
奉
納
品
か
ら
船
と
の
関
係
も
示

唆
さ
れ
る
た
め
、
明
治
二
三
（
一
八
九
○
）
年
に
落
成
式
を
行
っ
た
宇
品
築
港
と
の
関
係

も
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
絵
馬
の
ほ
か
に
、
手
水
鉢
や
玉
垣
に
加
え
て
「
薩
摩
の
反
乱
で
亡
く
な
っ
た

兵
士
た
ち
の
記
念
碑
」
(42)

と
し
て
『
広
島
県
壮
兵
殉
難
碑
』
に
触
れ
る
な
ど
、
一
か
月
以
上

の
長
期
滞
在
と
い
う
状
況
も
加
わ
っ
て
か
、
非
常
に
細
か
な
点
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

（
３
）
挿
絵
と
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
の
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

全
体
で
十
二
頁
か
ら
な
る
「
不
朽
の
島
」
に
は
、
全
部
で
十
二
点
の
木
版
画
と
思
わ
れ

る
挿
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
う
ち
八
点
に
は
「
写
真
を
基
に
し
た
」
（“ FRO

M
 A

 

PH
O

TO
G

RA
PH

 ”

）
と
い
う
注
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
写
真
の
所
在
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
公
開
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ネ
ル
大
学
図

書
館

(C
ornell U

niversity Library )
 

(43)

で
は
な
く
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
自
然
史
国
立
博
物
館

国

立

文

化

人

類

学

資

料

館
（N

ational A
nthropological A

rchives,  Sm
ithsonian 

N
ational M

useum
 of N

atural H
istory

）
に
、
日
本
ば
か
り
か
中
国
等
も
含
め
た
四
○
○

点
以
上
の
シ
ド
モ
ア
の
写
真
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
厳
島
滞
在
中
の
写
真
も
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
撮
影
さ
れ
た
内
容
か
ら
、
四
○
点
に
つ
い
て
は
厳
島
で

撮
影
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
が
、
三
三
点
（
便
宜
的
に
「
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

と
呼
ぶ
）
に
つ
い
て
は
こ
の
記
事
の
内
容
と
符
合
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
事
の
た
め
に

厳
島
を
訪
れ
た
時
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
残
り
七
点
（
右
記
に
同
じ
く
「
第

二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ぶ
）
に
つ
い
て
は
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
に
よ
り
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）

年
か
ら
五
（
一
九
一
六
）
年
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
詳
細
は
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
少
な
く
と
も
厳
島
に
関
係
し
て
い
る
写
真
そ
の
も
の

は
、
約
四

×

五
イ
ン
チ
（
一
○×

一
二
・
五
セ
ン
チ
）
の
鶏
卵
紙
の
プ
リ
ン
ト

（album
en print

）
で
、
台
紙
に
マ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
第
二
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
ガ
ラ
ス
乾
板
で
あ
る
。
写
真
に
は
、
撮
影
場
所
や
撮
影
日
等
の
詳
し
い
説
明
が
な
い

た
め
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
で
も
こ
れ
ら
の
多
く
を
特
定
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

さ
て
、
挿
絵
の
基
に
な
っ
た
写
真
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
解
説
し
て
み
た
い
。
右
に
記

事
中
の
版
画
を
切
り
取
っ
た
も
の
、
左
に
基
と
な
っ
た
写
真
を
並
べ
て
み
る
と
、
「
櫓
を
漕

ぐ
船
頭
」(

図
７)

（
挿
絵
の
邦
題
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
、「
小
舟
に
集
ま
っ
た
少
年
達
」

（
図
８
）
、
「
賽
の
河
原
」
（
図
９
）
、
「
柴
を
運
ぶ
女
」
、
（
図
10
）
の
四
点
に
つ
い
て
は
、
全

く
同
じ
構
図
（
た
だ
し
、
人
物
等
が
一
部
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
）
の
写
真
が
残
っ

て
い
る
。「
沖
か
ら
見
た
厳
島
神
社
」（
図
11
）
と
「
鹿
に
餌
を
や
る
少
女
」（
図
12
）
、「
玉
取
祭
」

（
図
13
）
に
つ
い
て
は
、
類
似
し
た
写
真
は
あ
る
も
の
の
全
く
同
じ
も
の
は
な
い
。
「
鹿
に

餌
を
や
る
少
女
」
に
つ
い
て
は
、
複
数
枚
の
写
真
を
合
成
し
た
挿
絵
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
「
玉
取
祭
」
に
つ
い
て
は
、
撮
影
位
置
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
社
殿
の
み
の
写

真
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
玉
取
祭
の
様
子
を
想
像
だ
け
で
違
和
感
な
く

描
く
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
た
め
、
基
と
な
っ
た
写
真
は
失
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
櫓
の
場
所
が
客
神
社
祓
殿
（
ま
ろ
う
ど
じ
ん
じ
ゃ
は
ら
い
で
ん
）

の
正
面
に
描
か

れ
て
お
り
、
現
在
執
り
行
わ
れ
て
い
る
大
鳥
居
側
と
は
異
な
る
。
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）

年
奉
納
の
里
見
雲
嶺
作
の
絵
馬
(44)

に
、
同
じ
位
置
で
櫓
を
組
ん
だ
「
玉
取
祭
」
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
は
こ
の
場
所
で
執
り
行
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
「
千
畳
閣
と
五
重
塔
」
（
図

14-

1
）
に
つ
い
て
も
該
当
す
る
写
真
は
残
さ
れ
て
い

な
い
が
、
本
館
が
所
蔵
す
る
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
に
厳
島
で
購
入
さ
れ
た
写
真
帖
(45)

に
、

構
図
も
木
々
の
枝
ぶ
り
も
挿
絵
と
全
く
同
じ
写
真
（
図

14-

2
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
時
代
は
ま
だ
私
製
絵
葉
書
の
発
行
販
売
が
許
可
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
土
産
物
と
し
て

こ
の
写
真
帖
の
よ
う
に
プ
リ
ン
ト
を
直
接
台
紙
に
貼
っ
た
も
の
が
、
販
売
さ
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
シ
ド
モ
ア
も
こ
の
写
真
と
同
じ
場
所
で
写
真
を
撮
っ
た
か
、
ま
た
は
、

こ
う
し
た
写
真
帖
を
購
入
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
他
に
、
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
主
な
も
の
と
し
て
図
15
か
ら
23
ま
で
、
同
じ
く

第
二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
図
24
か
ら
26
ま
で
の
計
十
二
枚
を
掲
載
し
た
。
図
22
は
写
真
で

は
判
然
と
し
な
い
が
原
題
は
「
濡
れ
た
祠
の
仏
画
へ
水
を
か
け
る
た
め
の
柄
杓
」
、
図
23
は

「
神
社
で
天
照
の
神
に
祈
る
老
人
」
と
な
っ
て
お
り
、
何
れ
も
木
版
画
の
原
画
と
は
な
ら
な

か
っ
た
が
、
「
不
朽
の
島
」
に
関
係
す
る
写
真
だ
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
明
治
時
代
の
厳
島
に
は
、
陸
軍
の
砲
台
等
の
軍
事
施
設
が
数
多
く
あ
り
、
当

時
の
絵
葉
書
に
も
「
要
塞
司
令
部
許
可
済
」
等
検
閲
済
み
で
あ
る
こ
と
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

正
式
に
は
、
「
要
塞
近
傍
ニ
於
ケ
ル
水
陸
測
量
等
ノ
取
締
ニ
関
ス
ル
件
」
（
明
治
三
一
年
七

月
二
七
日
公
布
）
に
よ
り
撮
影
を
含
め
た
測
量
、
模
写
等
を
無
許
可
で
行
う
こ
と
が
禁
止

さ
れ
、
明
治
三
二
年
に
は
「
要
塞
地
帯
法
」
（
法
律
第
百
五
号　

明
治
三
二
年
七
月
一
四
日

公
布
）
と
い
う
法
令
に
よ
り
厳
格
に
定
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
厳
格
な
取
締
が
行
わ
れ
た

時
期
の
厳
島
に
お
け
る
、
外
国
人
の
写
真
撮
影
に
ま
つ
わ
る
事
件
等
に
つ
い
て
は
、
「
厳
島

が

〝

撮
影
禁
止

〟

だ
っ
た
こ
ろ　

室
浜
砲
台
、―

鷹
ノ
巣
低
・
高
砲
台
を
め
ぐ
っ
て―

』
(46)

で
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
不
朽
の
島
」
に
も
、
砲
台
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
。

「
中
秋
の
名
月
」
の
夜
、
船
頭
は
私
た
ち
を
日
没
に
海
岸
か
ら
か
な
り
離
れ
た
と
こ

ろ
へ
連
れ
て
行
き
、
島
の
防
御
の
た
め
に
十
か
所
あ
る
要
塞
の
う
ち
二
か
所
を
見

せ
た
。
砲
門
と
砲
郭
は
枝
葉
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
宇
品
へ
の
入
り

口
に
臨
む
、
狭
く
て
潮
の
速
い
海
峡
を
見
下
ろ
し
て
い
た
。(47)

当
時
は
、
日
清
戦
争
の
最
中
で
あ
り
、
厳
島
に
も
臨
時
砲
台
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、

本
格
的
に
は
明
治
三
十
年
代
か
ら
建
造
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 (48)

こ
う
し
た
な
か
に
お
い

て
、
シ
ド
モ
ア
に
よ
る
厳
島
の
写
真
が
多
数
残
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）

年
当
時
に
は
、
ま
だ
厳
格
な
取
締
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

（
４
）
厳
島
来
訪
の
時
期

シ
ド
モ
ア
は
こ
の
記
事
を
書
く
以
前
に
、
日
本
に
関
す
る
著
作
と
し
て
『
シ
ド
モ
ア
日

本
紀
行
』
の
初
版
(49)

を
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
に
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
三
五
（
一

九
○
二
）
年
に
改
訂
さ
れ
、
こ
の
改
訂
版
が
現
在
の
日
本
語
版
の
原
典
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
と
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
の
少
な
く
と
も
二

回
に
わ
た
り
初
版
の
増
刷
が
行
わ
れ
て
い
る
。
初
版
と
改
訂
版
の
原
典
を
比
較
し
て
み
る

と
、
厳
島
と
広
島
周
辺
の
記
述
が
大
き
く
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
初
版
の
「
第

三
六
章　

瀬
戸
内
海
と
長
崎
」
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
素
っ
気
な
い
ほ
ど
簡
単
な
記

述
で
あ
る
。

神
戸
か
ら
長
崎
ま
で
の
間
で
外
国
人
に
開
か
れ
て
い
る
港
は
、
政
府
の
海
軍
基
地

が
あ
る
広
島
だ
け
で
あ
り
、
外
国
人
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
た
め
に
上
陸
し

た
く
て
も
で
き
な
い
周
囲
の
沿
岸
の
中
で
、
唯
一
の
例
外
と
な
っ
て
い
る
。
(50)

（
筆

者
訳
）

一
方
、
初
版
か
ら
十
一
年
後
の
改
訂
版
で
は
、

多
く
の
古
い
城
下
町
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
、
瀬
戸
内
海
の
西
方
の
沿
岸
を
鉄
路
は

進
む
。
そ
の
う
ち
最
も
重
要
な
と
こ
ろ
は
広
島
で
あ
る
。
そ
の
城
に
は
陸
軍
の
司

令
部
が
あ
り
、
一
八
九
四
年
か
ら
一
八
九
五
年
の
戦
争
（
日
清
戦
争
）
の
間
、
天

皇
が
移
ら
れ
た
場
所
で
も
あ
る
。
帝
国
の
最
も
重
要
な
海
軍
港
は
呉
で
あ
り
、
海

軍
士
官
学
校
の
あ
る
江
田
島
が
、
そ
の
数
マ
イ
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
広
島

に
面
し
て
、
聖
な
る
島
で
あ
る
厳
島
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
日
本
三
景
の
一
つ
で
あ
り
、

奈
良
よ
り
も
素
敵
で
の
ど
か
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
日
本
三
景
で
あ
る
仙
台
湾
の
「
千

松
島
の
松
島
」
や
、
宮
津
湾
の
天
国
の
階
段
と
い
う
意
味
の
奇
妙
な
「
天
橋
立
」

の
ど
ち
ら
よ
り
も
、
美
し
い
風
景
と
見
事
な
建
物
が
あ
り
、
歴
史
や
伝
説
に
ま
つ

わ
る
面
白
さ
を
提
供
す
る
。
宮
島
に
お
い
て
は
、
人
が
生
ま
れ
た
り
、
死
ん
だ
り

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
は
、
神
道
の
女
神
、
市
杵
島
姫

と
彼
女
の
二
人
の
姉
妹
を
祀
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
正
式
に
は
、
女
性
は
こ

の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
社
殿
と
そ
の
回
廊
は
水
中
の
柱

の
上
に
建
て
ら
れ
、
水
上
の
巨
大
な
鳥
居
を
潜
っ
て
船
で
入
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

何
百
も
の
献
灯
が
海
岸
線
に
連
な
り
、
そ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
灯
さ
れ
る
。
聖
な
る

鹿
が
あ
ち
こ
ち
で
歩
き
回
っ
て
お
り
、
そ
こ
は
と
て
も
の
ど
か
で
平
穏
な
の
で
、

木
々
で
覆
わ
れ
た
岬
や
高
台
に
砲
台
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
気
づ
か
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
こ
の
要
塞
地
帯
で
の
ス
ケ
ッ
チ
や
撮
影
は
厳
し

く
禁
止
さ
れ
て
い
る
。(51)

（
筆
者
訳
）

と
そ
の
記
述
は
初
版
と
比
べ
て
格
段
に
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
二
九
年
の
「
不

朽
の
島
」
が
基
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
シ
ド
モ
ア
が
こ
の
記
事
を
書

く
た
め
に
厳
島
を
訪
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
シ
ド
モ
ア
の
厳
島
訪
問
の
旅
程
も
含
め
て
、

正
確
な
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
記
事
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
特
に
日
清
戦
争

の
平
壌
陥
落
を
祝
っ
た
灯
明
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
関
し
て
は
、
正
式
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
事
実
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。

　

『
シ
ド
モ
ア
日
本
紀
行
』
の
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
の
初
版
で
は
既
に
、「
瀬

戸
内
海
を
六
回
も
旅
し
て
い
る
と
、
季
節
や
昼
夜
さ
ま
ざ
ま
の
、
美
し
い
海
岸
を

見
て
き
た
。
」
(52)

と
書
か
れ
て
い
る
。
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
年
に
山
陽
鉄
道

が
下
関
ま
で
開
通
す
る
以
前
に
お
い
て
は
、
山
陽
路
は
海
路
が
重
宝
さ
れ
た
時
代

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
彼
女
が
厳
島
を
訪
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
初
版
の
『
シ

ド
モ
ア
日
本
紀
行
』
の
記
述
も
も
う
少
し
詳
し
い
も
の
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
シ
ド
モ
ア
が
こ
の
記
事
の
取
材
で
初
め
て
厳
島
を
訪
れ
た
時
期
は
、
記

事
の
内
容
や
写
真
か
ら
の
推
測
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
が
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
夏

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
の
シ
ド
モ
ア
の
二
番
目
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
か
ら
五
（
一
九
一
六
）
年
と
年
代
が
特
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
期
に
再
訪
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）
シ
ド
モ
ア
、
そ
の
後

シ
ド
モ
ア
は
、
現
在
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
』
（N

ational G
eographic

）

誌
で
本
邦
で
も
著
名
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
協
会

(N
ational G

eographic 

Society
)

に
、
創
設
間
も
な
い
一
八
九
○
年
に
入
会
し
て
い
る
。
彼
女
の
同
誌
へ
の
記
事
は

高
く
評
価
さ
れ
、
後
に
編
集
方
針
が
現
在
の
よ
う
な
写
真
を
重
点
と
し
た
も
の
に
変
わ
っ

た
こ
と
が
、写
真
を
得
意
と
す
る
彼
女
の
評
価
を
さ
ら
に
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
女
は
、

男
の
世
界
と
言
わ
れ
た
同
協
会
に
お
い
て
、
最
終
的
に
は
初
の
女
性
理
事
に
な
る
ま
で
の

名
声
を
得
た
の
で
あ
る
。(53)

そ
ん
な
彼
女
は
、「
不
朽
の
島
」
が
発
表
さ
れ
た
明
治
二
九
（
一

八
九
六
）
年
六
月
十
五
日
に
発
生
し
た
三
陸
大
津
波
の
被
災
地
を
取
材
し
、
同
誌
の
九
月

号
に
「
最
近
発
生
し
た
日
本
沿
岸
の
津
波
」(The Recent Earthquake W

ave on the Coast of 

Japan
)

(54)

と
題
し
て
写
真
入
り
の
記
事
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
は
、
被
災
後
に
ま
じ

め
な
校
長
が
自
分
の
家
族
を
探
し
に
行
く
前
に
、
御
真
影
を
安
全
な
場
所
に
避
難
さ
せ
た
、

と
当
時
の
世
相
を
反
映
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
津
波
」(Tsunam

i)

と

い
う
日
本
語
が
英
語
圏
に
紹
介
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
書
か
れ
た
論
文
(55)

で
は
、
こ
の
シ
ド

モ
ア
の
記
事
に
加
え
て
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
が
新
聞
社
に
寄
稿
し
た
記
事
の
二
つ
を
、

英
語
圏
で
の
「
津
波
」(Tsunam

i)

の
初
出
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ハ
ー
ン
の

記
事
は
自
身
の
現
地
取
材
に
拠
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。
シ
ド
モ
ア
は
自
ら
現
地
で
取

材
し
、
「
津
波
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
八
年
十
一
月
四
日
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
(56)

に
、
前
日
に
ス
イ
ス

の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
行
わ
れ
た
シ
ド
モ
ア
の
葬
儀
の
模
様
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
家
族
の
い

な
い
シ
ド
モ
ア
が
ア
メ
リ
カ
領
事
に
宛
て
た
遺
書
で
は
、
葬
儀
も
行
わ
ず
火
葬
し
、
遺
灰

は
礼
儀
に
か
な
っ
た
方
法
で
分
配
し
て
欲
し
い
と
い
う
慎
ま
し
い
も
の
だ
っ
た
。
日
本
政

府
の
要
望
に
よ
り
、
遺
灰
の
一
部
は
横
浜
に
埋
葬
さ
れ
、
日
本
で
亡
く
な
っ
た
母
や
兄
と

と
も
に
眠
っ
て
い
る
。

三　

お
わ
り
に

古
く
は
、
広
島
市
の
西
部
地
域
（
現
佐
伯
区
）
が
厳
島
の
荘
園
領
地
で
あ
っ
た
中
世
に

遡
る
が
、
浅
野
氏
以
降
は
城
下
の
遊
郭
・
芝
居
小
屋
等
は
禁
止
さ
れ
、
厳
島
に
の
み
許
さ

れ
る
な
ど
、
広
島
と
厳
島
の
関
係
は
緊
密
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
管
弦
祭
に
お
い
て
も
、

城
下
の
各
町
が
競
っ
て
御
供
船
を
出
し
、
管
弦
船
を
曳
く
漕
船
の
一
艘
を
江
波
か
ら
出
す

な
ど
、
城
下
こ
ぞ
っ
て
の
祝
祭
で
あ
っ
た
。
広
島
市
域
は
厳
島
と
信
仰
は
も
と
よ
り
祭
礼

や
遊
行
に
お
い
て
も
、
深
く
結
び
つ
い
て
き
た
歴
史
を
持
つ
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
広
島
市
と
厳
島
と
の
密
接
な
関
係
も
近
代
の
到
来
と
と
も
に
大

き
く
変
容
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
山
陽
鉄
道
が
徳
山
ま
で
延
伸
さ

れ
、
対
岸
に
「
宮
島
駅
」
が
設
置
さ
れ
た
明
治
三
○
年
九
月
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
鉄
道

延
伸
に
呼
応
し
て
、
対
岸
の
大
野
町
と
の
間
に
渡
船
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
(57)

厳
島
参

詣
の
人
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
宮
島
に
参
詣
せ
ん
と
す
る
も
の
は
先
づ
広
島
に
集
り
、
而
し
て
本
川
元
安
川
又

は
京
橋
よ
り
渡
船
し
、
宮
島
へ
参
詣
し
た
る
後
に
も
ま
た
必
ず
広
島
に
立
ち
戻
り

た
る
上
、
其
れ
其
れ
土
産
物
を
買
い
整
え
帰
郷
す
る
を
常
と
せ
り
」
と
い
う
状
態

で
あ
っ
た
の
が
、
「
汽
車
の
開
通
に
伴
い
（
略
）
自
然
客
足
を
広
島
市
に
留
む
る

こ
と
少
な
き
に
至
り
」(58)

シ
ド
モ
ア
が
描
い
た
厳
島
は
、
鉄
道
の
延
伸
に
よ
り
ま
さ
に
「
広
島
」
と
「
厳
島
」

と
の
関
係
が
変
貌
す
る
前
の
姿
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
近
代
化
に
勤
し
む
日
本
に

あ
っ
て
、
さ
ら
に
戦
時
の
国
内
の
先
端
と
な
っ
た
「
広
島
」
の
姿
は
、
と
り
わ
け
古
よ

り
の
日
本
の
姿
を
残
す
「
厳
島
」
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
自
然
史
国
立
博
物
館
国
立
文
化
人
類

学
資
料
館
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
図
書
館
お
よ
び
広
島
市
立
中
央
図
書
館
に
対
し
て
、
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

図３ 本殿（左側）の屋根に乗る千木・勝男木（部分拡大） 
National Anthropological Archives, Smithsonian Institution, NAA 
INV 04632200 
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一　

は
じ
め
に

こ
の
三
月
、
米
国
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
有
名
な
ポ
ト
マ
ッ
ク
河
畔
の
桜
ま
つ
り

が
植
樹
百
周
年
を
迎
え
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
こ
の
日
米
友
好
の
象
徴
で
あ
る
桜
の
植
樹
に

つ
い
て
は
、
エ
リ
ザ
・
Ｒ
・
シ
ド
モ
ア

(Eliza Ruham
ah Scidm

ore)

（
図
１
）
と
い
う
一

人
の
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
立
役
者
と
な
っ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。 (1)

ま
た
、

最
初
に
彼
女
が
提
案
し
て
か
ら
、
二
四
年
に
お
よ
ぶ
奮
闘
が
実
現
の
要
で
あ
っ
た
こ
と
も
、

米
国
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
(2)

そ
の
シ
ド
モ
ア
が
明
治
二
○
年
代
に
厳
島
を
訪
れ
、
彼
女
が

書
い
た
記
事
（
図
２
）
が
当
時
の
米
国
の
人
気
雑
誌
へ
紀
行
文
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、

現
在
で
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
記
事
が
発
行
さ
れ
た
当
時
は
、
地
元

の
『
芸
備
日
々
新
聞
』
に
お
い
て
も
い
ち
早
く
報
道
さ
れ
、
米
国
人
が
厳
島
を
絶
賛
し
た

こ
と
を
少
々
興
奮
気
味
に
伝
え
て
い
る
。

明
治
二
九
年
九
月
二
九
日　

宮
島
の
風
景
欧
人
の
筆
に
上
が
る

八
月
発
兌
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
雑
誌
を
見
る
に
、
我
宮
島
の
風
景
を
賞
す
る
一
篇
の

長
文
を
載
せ
た
り
、
記
者
は
宮
島
を
以
っ
て
瀬
戸
内
海
に
於
け
る
神
聖
な
る
一
島

と
称
し
、「
不
朽
の
島
」
と
呼
び
、
口
を
極
め
て
其
風
景
の
佳
絶
な
る
を
説
き
た
る
末
、

同
島
の
人
民
に
接
す
る
に
性
質
醇
朴
に
し
て
、
宛
ら
上
古
の
民
に
逢
ふ
の
感
あ
り
、

蓋
し
日
本
近
時
の
文
明
に
後
る
ゝ
こ
と
百
年
な
り
と
云
ふ
も
可
な
ら
ん
、
外
人
の

日
本
に
遊
ぶ
も
の
杖
を
宮
島
に
曳
く
を
忘
る
べ
か
ら
ず
と
結
べ
り
、
宮
島
天
成
の

麗
質
は
勢
力
あ
る
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
の
筆
に
依
り
て
愈
よ
発
揮
せ
ら
れ
、
将
来
欧
人

の
宮
島
に
遊
ぶ
も
の
益
々
多
か
る
べ
し 

(3)

こ
の
記
事
の
著
者
で
あ
る
シ
ド
モ
ア
に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
評
伝
が
存
在
し
な
い

た
め
限
ら
れ
た
資
料
に
依
る
こ
と
に
な
る
が
、
少
し
紹
介
し
て
み
た
い
。
シ
ド
モ
ア
は
一

八
五
六
年
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
マ
デ
ィ
ソ
ン

(M
adison, W

isconsin
)

(4)

に
お
い
て
、
宣

教
師
の
一
家
に
生
ま
れ
た
。
一
八
七
四
年
オ
バ
ー
リ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ

(O
berlin C

ollege)

卒
業
後
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
上
流
階
級
に
つ
い
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
等
へ
執
筆
し

た
こ
と
か
ら
、
本
格
的
に
執
筆
業
に
つ
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ア
ラ
ス
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
ア
ジ
ア
を
旅
し
、
そ
の
地
の
紀
行
文
や
政
治
情
勢
等
を
、『
ハ
ー
パ
ー
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー

(H
arper’s W

eekly) 

』
、
『
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク(O

utlook) 

』
、
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー(C

entury) 

』

等
の
雑
誌
へ
寄
稿
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
ラ
ス
カ
に
関
す
る
著
作
(5)

で
紀
行
作
家
と
し
て

の
名
声
を
得
た
こ
と
を
手
始
め
に
、
中
国
、
ジ
ャ
ワ
、
イ
ン
ド
等
各
地
の
旅
行
記
を
出
版

し
て
い
る
。
日
本
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、『
シ
ド
モ
ア
日
本
紀
行
』 

(6)

や
『
日
露

戦
争
下
の
日
本 

―
 

ハ
ー
グ
条
約
の
命
ず
る
ま
ま
に 

ロ
シ
ア
軍
人
捕
虜
の
妻
の
日
記
』 (7)

が
知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
雑
誌
、
機
関
誌
等
へ
の
寄
稿
も
数
多
く
あ
る
。
シ
ド
モ
ア
の
文

章
の
特
徴
と
し
て
は
、
各
地
の
文
化
・
政
治
・
歴
史
の
記
述
に
加
え
て
、
旅
行
者
と
し
て

の
個
人
的
体
験
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。(8)

シ
ド
モ
ア
は
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
二
七
歳
の
時
に
、
駐
日
外
交
官
と
し
て
横
浜

に
居
住
す
る
兄
を
訪
れ
た
の
が
初
来
日
で
、(9)

後
に
母
が
兄
と
と
も
に
日
本
で
暮
ら
し
は
じ

め
た
こ
と
も
あ
り
、
以
後
、
各
国
へ
の
取
材
旅
行
の
合
間
に
、
何
度
も
日
本
と
米
国
ワ
シ

ン
ト
ン
と
を
往
復
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
女
は
親
日
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
前
述

の
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
の
桜
の
植

樹
以
外
に
も
、
『
日
露
戦
争

下
の
日
本 

―
 

ハ
ー
グ
条
約

の
命
ず
る
ま
ま
に 

ロ
シ
ア

軍
人
捕
虜
の
妻
の
日
記
』
に

お
い
て
日
本
の
戦
時
捕
虜
に

対
す
る
扱
い
を
称
賛
し
(10)

、

明
治
四
一
（
一
九
○
八
）
年

に
は
勲
六
等
宝
冠
章
を
授
章

し
て
い
る
。(11)

こ
う
し
た
知
日
家
で
あ
る
シ
ド
モ
ア
が
厳
島
を
訪
れ
た
の
は
、
後
述
す
る
と
お
り
明
治

二
七
（
一
八
九
四
）
年
夏
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
二
年
後
に
記
事
を
載
せ
た
雑
誌

が
発
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
に
外
国
人
が
厳
島
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
と
し

て
は
、
ち
ょ
う
ど
シ
ド
モ
ア
の
一
年
前
、
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
の
夏
に
日
本
へ
の

公
式
訪
問
の
一
環
で
厳
島
に
立
ち
寄
っ
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
子
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ

ナ
ン
ト
に
よ
る
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
子
の
日
本
日
記
』
(12)

が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
比

べ
る
と
、
「
不
朽
の
島
」
は
、
無
類
の
知
日
家
と
し
て
の
豊
富
な
知
識
を
背
景
に
、
紀
行
作

家
と
し
て
の
確
か
な
観
察
力
と
豊
か
な
表
現
力
を
持
っ
て
綴
ら
れ
て
い
る
た
め
、
当
時
の

厳
島
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

さ
て
、
こ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン

(The C
entury 

M
agazine )

 

』
誌
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
発
行
元
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
社

(The 

C
entury C

om
pany

)

は
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
設
立
さ
れ
、
設

立
当
初
か
ら
の
定
期
刊
行
誌
で
あ
る
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
』
誌
は
一
八
八
○
年

代
お
よ
び
一
八
九
○
年
代
に
お
け
る
最
高
の
一
般
雑
誌
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、

南
北
戦
争
の
歴
史
を
あ
つ
か
っ
た
「
戦
争
シ
リ
ー
ズ(W

ar Series)

」
は
、
明
治
十
七
（
一

八
八
四
）
年
か
ら
三
年
余
り
続
け
ら
れ
、
南
北
両
軍
の
将
軍
か
ら
一
兵
卒
ま
で
の
手
記
や

二
千
点
以
上
の
木
版
画
で
人
気
を
博
し
、
そ
の
発
行
部
数
は
二
五
万
部
に
倍
増
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
商
業
的
成
功
の
後
に
二
○
世
紀
に
入
る
と
、

廉
価
な
雑
誌
や
新
聞
と
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
消
え
去
っ
て
い
っ
た
。(13)

シ
ド
モ
ア
の
厳
島

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
絶
頂
期
か
ら
徐
々
に
凋
落
し
つ
つ
も
、
ま
だ
名
声
を
保
っ

て
い
た
時
代
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
記
事
は
米
国
に
お
い
て
非
常
に
多
く
の
読
者

の
目
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二　

シ
ド
モ
ア
が
見
た
明
治
中
期
の
厳
島

（
１
）
白
木
の
社
殿
と
大
鳥
居

シ
ド
モ
ア
が
訪
れ
た
時
期
の
厳
島
は
、
現
在
と
は
そ
の
様
相
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
。

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
以
降
に
本
格
化
し
た
神
仏
分
離
に
よ
り
、
仏
教
的
と
さ
れ
た
厳

島
神
社
社
殿
は
丹
色
の
塗
装
が
剥
が
さ
れ
、
大
鳥
居
と
と
も
に
長
ら
く
白
木
を
露
わ
に
し

た
姿
で
人
々
の
目
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
神
社
社
殿
は
、
明
治
三
五
（
一
九
○
二
）
年
の
修

繕
の
際
に
(14)

、
大
鳥
居
は
明
治
四
二
（
一
九
○
九
）
年
の
修
繕
の
際
に
、
と
も
に
丹
塗
り
の

姿
に
戻
さ
れ
て
い
る
。(15)

こ
の
こ
と
は
、
記
事
本
文
に
お
い
て
も
、
符
合
す
る
部
分
が
あ
る
。

記
事
前
半
の
厳
島
神
社
社
殿
や
大
鳥
居
に
つ
い
て
触
れ
た
箇
所
に
お
い
て
は
、
建
物
等
に

つ
い
て
の
色
彩
の
記
述
は
全
く
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
五
重
塔
に
触
れ
た
場
面
で
は
じ
め

て
丹
色(red

)

と
い
う
色
の
表
現
が
現
れ
て
く
る
。

古
風
な
趣
の
あ
る
古
い
五
重
塔
は
、
積
み
重
ね
ら
れ
た
丹
色
の
屋
根
が
、
丘
の
木
々

を
見
事
に
か
き
分
け
て
い
る
。(16)

ま
た
、
大
鳥
居
に
触
れ
た
部
分
で
は
、
「
巨
大
な
ク
ス
ノ
キ
の
柱
の
間
に
小
船
で
浮
か
ん

で
み
る
と
、
ま
る
で
石
造
建
築
物
の
よ
う
に
壮
大
で
強
固
な
印
象
で
あ
る
。」
(17)

と
そ
の
壮

大
さ
を
石
造
建
築
物
に
喩
え
て
い
る
が
、
当
時
の
大
鳥
居
が
丹
塗
り
で
な
く
白
木
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
印
象
を
与
え
た
こ
と
に
関
係
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
社
殿
等
の
色
彩
以
外
に
も
外
観
上
の
差
異
と
し
て
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
に
、

神
社
に
ふ
さ
わ
し
い
棟
飾
り
と
し
て
屋
根
に
千
木
・
勝
男
木
（
ち
ぎ
・
か
つ
お
ぎ
）

が
取
り
付
け
ら

れ
た
が
(18)

、
こ
れ
ら
は
明
治
三
○
年
代
に
始
め
ら
れ
た
各
社
殿
の
修
繕
の
際
に
取
り
外
さ
れ

て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。(19)

後
述
す
る
よ
う
に
当
時
シ
ド
モ
ア
が
厳
島
滞
在
時
に
撮
影
し

た
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
も
千
木
・
勝
男
木
が
写
さ
れ
て
い
る
。
（
図
３
）

こ
れ
ら
の
棟
飾
り
の
大
き
さ
と
比
べ
て
、
厳
島
神
社
が
複
数
の
社
殿
や
回
廊
で
構
成
さ
れ

た
大
き
な
建
物
群
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
際
立
っ
た
印
象
は
な
か
っ
た
の
も
し
れ

な
い
。

厳
島
神
社
社
殿
や
大
鳥
居
が
白
木
に
さ
れ
た
原
因
と
な
っ
た
神
仏
分
離
令
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
厳
島
神
社
そ
の
も
の
の
存
亡
の
危
機
で
も
あ
っ
た
と
さ
れ
、
「
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ

た
某
大
参
事
は
、
そ
の
社
殿
を
仏
式
な
る
と
見
て
直
ち
に
社
殿
を
焼
き
払
い
、
神
体
を
海

に
流
す
べ
き
事
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
千
年
以
上
も
代
々
棚
守
職
を
続
け
て
き
た

野
坂
家
の
当
主
元
延
は
、
そ
の
命
を
聞
い
て
驚
き
、
直
ち
に
家
宝
を
売
り
旅
費
と
な
し
、

身
命
を
賭
し
て
単
身
江
戸
に
上
が
り
、
朝
廷
に
嘆
願
し
て
や
っ
と
現
状
維
持
の
許
可
を
得

た
。
」
(20)

ま
た
、
「
別
当
職
の
大
聖
院
は
神
社
と
分
離
し
、
二
十
坊
は
滅
び
、
修
理
別
当
職
の

大
願
寺
も
独
立
し
、
諸
所
の
仏
像
が
多
く
こ
こ
に
集
め
ら
れ
、
大
経
堂
は
千
畳
閣
と
称
し

さ
ら
に
豊
国
神
社
と
改
称

し
て
厳
島
神
社
の
末
社
と

な
っ
た
。（
略
）
こ
の
ほ
か
、

本
地
堂
、
十
王
堂
、
地
蔵
堂
、

大
鐘
楼
、
輪
蔵
や
多
く
の

院
・
坊
は
廃
毀
さ
れ
、
」(21)

と
、

神
仏
分
離
が
比
較
的
平
穏

に
行
わ
れ
た
(22)

と
さ
れ
る
広

島
県
に
お
い
て
も
、
と
り

わ
け
神
社
仏
閣
が
濃
密
に

集
積
し
て
い
た
厳
島
に
お

い
て
は
、
大
き
な
影
響
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
シ

ド
モ
ア
も
、
こ
の
神
仏
分

離
に
と
も
な
う
廃
仏
毀
釈
に
つ
い
て
わ
ざ
わ
ざ
触
れ
て
お
り
(23)

、
二
○
年
以
上
前
の
出
来
事

で
は
あ
る
が
、
当
時
の
厳
島
に
お
い
て
な
お
忘
れ
が
た
い
大
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
当
時
の
厳
島
の
描
写
と
し
て
は
少
し
奇
妙
な
点
に
触
れ
て
み
た
い
。
シ
ド
モ

ア
の
記
事
で
は
、
海
岸
沿
い
の
参
道
の
様
子
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
村
の
端
の
海
岸
沿
い
に
は
、
各
梁
や
柱
が
一
枚
石
の
大
島
石“O

shim
a 

granite”

で
で
き
た
堂
々
と
し
た
鳥
居
が
建
っ
て
お
り
、
聖
地
へ
の
入
り
口
を
表

し
て
い
る
。(24)

厳
島
神
社
参
道
の
入
口
に
あ
る
、
高
さ
十
ｍ
あ
ま
り
の
石
造
の
大
鳥
居
は
『
宮
島
町
史
』  

(25)

に
よ
れ
ば
明
治
三
八
（
一
九
○
五
）
年
建
立
と
さ
れ
て
お
り
、
シ
ド
モ
ア
が
訪
れ
た
明
治

二
七
（
一
八
九
四
）
年
よ
り
も
、
さ
ら
に
は
こ
の
記
事
を
掲
載
し
た
雑
誌
が
発
行
さ
れ
た

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
よ
り
も
後
の
建
立
と
な
り
、
記
事
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、こ
の
建
立
時
期
が
推
定
さ
れ
た
記
述
を
詳
し
く
検
討
し
て
み
る
と
、
明
治
二
七
（
一

八
九
四
）
年
と
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
に
、
件
の
石
大
鳥
居
が
描
か
れ
た
絵
図
が
発

行
さ
れ
て
お
り 

(26)

、
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
シ
ド
モ
ア
の
記
事
と
の
整
合
性
は
保
た
れ
る
。
と

こ
ろ
が
、
当
文
献
に
お
い
て
は
、
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
に
買
い
求
め
た
と
さ
れ
る

写
真
に
当
該
石
大
鳥
居
が
写
っ
て
い
な
い
こ
と
、
明
治
三
八
（
一
九
○
五
）
年
に
「
石
鳥

居
上
棟
式
」
の
件
で
出
県
し
た
稟
請
記
事
が
あ
る
こ
と
(27)

、
等
を
も
っ
て
建
立
年
代
が
推

定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
土
産
物
で
販
売
さ
れ
て
い
る
写
真
や
絵
葉
書
の
撮
影
な
い
し
作

成
時
期
は
、
販
売
時
期
と
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
む
し
ろ
内
容
的
に
は
古
い
撮
影
時
期
の
も

の
が
、
そ
の
ま
ま
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
現
に
、
大
正
八
（
一

九
一
九
）
年
の
写
真
帖
に
千
木
・
勝
男
木
を
載
せ
た
本
社
本
殿
が
写
っ
て
い
る
(28)

こ
と
は
、

明
治
三
四
（
一
九
○
一
）
年
に
は
じ
ま
っ
た
大
修
理
の
際
に
、
遅
く
と
も
明
治
三
二
（
一
八

九
九
）
年
に
は
こ
れ
ら
が
外
さ
れ
た
と
す
る
説
明
(29)

と
も
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
景
観
で
あ
る
。

異
な
る
二
つ
の
絵
図
に
お
い
て
、
御
笠
浜
と
い
う
同
じ
場
所
に
、
偶
然
に
存
在
し
な
い
は
ず

の
大
鳥
居
が
描
か
れ
た
こ
と
は
非
常
に
奇
妙
で
あ
り
、
新
た
に
こ
の
シ
ド
モ
ア
の
記
事
を
考

察
に
加
え
る
と
、
こ
の
時
期
に
石
大
鳥
居
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
絵
馬
等
の
奉
納
品

厳
島
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
は
、
元
々
は
廻
廊
や
社
殿
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
で

参
詣
者
も
こ
れ
ら
を
楽
し
み
な
が
ら
参
拝
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
も
、
「
本
社
に
献

ず
る
と
こ
ろ
、
新
古
の
絵
馬
、
両

宮
三
棟
拝
殿
よ
り
、
東
西
廻
廊
に

至
ま
で
、
高
下
左
右
、
す
き
ま
も

な
く
掛
連
ね
、
其
数
幾
百
枚
な
る

を
し
ら
ず
、
」
(30)

ま
た
、
「
著
名
な

画
家
の
絵
馬
も
多
く
全
体
に
質
の

高
さ
は
特
筆
さ
れ
る
。
」(31)

と
質
量

と
も
に
相
当
な
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
屋

根
の
下
と
は
い
え
そ
の
環
境
は
吹
き
さ
ら
し
で
あ
り
、
劣
化
も
激
し
く
、
嵐
等
で
流
失
し

て
失
わ
れ
る
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
よ
う
で
、
明
治
三
四
年
の
大
修
理
以
降
は
取
り
外
さ
れ

千
畳
閣
（
豊
国
神
社
）
へ
掛
け
か
え
ら
れ
た
。
(32) 　

現
在
、
そ
の
一
部
は
厳
島
神
社
宝
物
館

に
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

シ
ド
モ
ア
の
記
事
は
、
こ
れ
ら
の
絵
馬
が
廻
廊
等
か
ら
外
さ
れ
る
前
の
時
期
で
あ
り
、

案
内
人
の
詳
し
す
ぎ
る
説
明
に
閉
口
し
な
が
ら
も
、
そ
の
数
点
に
言
及
し
て
い
る
。

案
内
人
た
ち
は
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
お
い
て
、

古
美
術
の
展
示
と
し
て
貸
し
出
さ
れ
た
、
四
世
紀
前
の
著
名
人
の
肖
像
画
を
ま
ず

最
初
に
示
し
な
が
ら
、
奉
納
絵
馬
の
廻
廊
で
も
興
奮
気
味
に
説
明
す
る
。
(33)

こ
れ
は
、
同
博
覧
会
へ
出
品
さ
れ
た
厳
島
神
社
の
絵
馬
七
点
の
う
ち
六
点
が
人
物
画
と

思
わ
れ
る
中
で
、
原
文
の
表
現

(series of portraits of celebrities)

に
最
も
符
合
す
る

も
の
と
し
て
は
、「
扇
面
形
三
十
六
歌
仙
ノ
図
」
（
寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
）
(34)

(35)

が
あ
る
。

ち
な
み
に
、こ
れ
が
描
か
れ
た
時
期
は
お
お
ま
か
に
三
世
紀
前
（
二
七
一
年
前
）
と
な
り
「
四

世
紀
前
」
と
は
一
致
し
な
い
が
、
厳
島
神
社
の
奉
納
品
か
ら
出
品
さ
れ
た
最
も
古
い
作
品

で
も
天
文
二
一
（
一
五
五
二
）
年
す
な
わ
ち
三
四
四
年
前
で
あ
り
、
ぴ
た
り
と
該
当
す
る

も
の
は
な
い
。
そ
の
他
の
絵
馬
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
検
討
す
る
と
、

最
も
著
名
な
も
の
は
（
森
）
祖
仙
（Sosen

）
に
よ
る
、
比
類
な
く
ふ
わ
ふ
わ
の
毛

の
一
匹
の
猿
が
、
宮
島
の
鹿
の
背
に
乗
っ
た
も
の
だ
。(36)

に
つ
い
て
は
、
幕
末
期
の
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
に
六
七
面
の
絵
馬
が
模
写
さ
れ
た
『
厳

島
絵
馬
鑑
』(37)

に
載
る
森
祖
仙
作
「
猿
鹿
に
乗
る
の
図
」(

図
４)

と
符
合
す
る
。
ま
た
、

少
し
変
わ
っ
た
も
と
し
て
二
五
○
年
前
に
初
め
て
長
崎
に
来
港
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船

の
絵
(38)

に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
河
野
盛
信
作
「
阿
蘭
陀
船
入
津
之
図
」（
図
５
）
承
応
二
（
一

六
五
三
）
年
(39)

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
同
時
期
に
奉
納
さ
れ
た
同
じ
絵
師
の
作

品
「
南
蛮
船
図
」
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
(40)

が
、
厳
島
神
社
宝
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
絵
馬
で
は
な
い
が
、
広
島
市
が
寄
贈
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
「
巨
大
な
ブ
ロ
ン

ズ
の
羅
針
盤
」（
図
６
）(41)
に
つ
い
て
も
、
符
合
す
る
も
の
が
千
畳
閣
に
吊
る
さ
れ
て
い
る
が
、

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
市
制
施
行
し
た
広
島
市
が
寄
附
し
た
か
ど
う
か
は
、
現
地

の
記
録
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
羅
針
盤
と
い
う
珍
し
い
奉
納
品
か
ら
船
と
の
関
係
も
示

唆
さ
れ
る
た
め
、
明
治
二
三
（
一
八
九
○
）
年
に
落
成
式
を
行
っ
た
宇
品
築
港
と
の
関
係

も
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
絵
馬
の
ほ
か
に
、
手
水
鉢
や
玉
垣
に
加
え
て
「
薩
摩
の
反
乱
で
亡
く
な
っ
た

兵
士
た
ち
の
記
念
碑
」
(42)

と
し
て
『
広
島
県
壮
兵
殉
難
碑
』
に
触
れ
る
な
ど
、
一
か
月
以
上

の
長
期
滞
在
と
い
う
状
況
も
加
わ
っ
て
か
、
非
常
に
細
か
な
点
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

（
３
）
挿
絵
と
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
の
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

全
体
で
十
二
頁
か
ら
な
る
「
不
朽
の
島
」
に
は
、
全
部
で
十
二
点
の
木
版
画
と
思
わ
れ

る
挿
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
う
ち
八
点
に
は
「
写
真
を
基
に
し
た
」
（“ FRO

M
 A

 

PH
O

TO
G

RA
PH

 ”

）
と
い
う
注
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
写
真
の
所
在
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
公
開
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ネ
ル
大
学
図

書
館

(C
ornell U

niversity Library )
 

(43)

で
は
な
く
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
自
然
史
国
立
博
物
館

国

立

文

化

人

類

学

資

料

館
（N

ational A
nthropological A

rchives,  Sm
ithsonian 

N
ational M

useum
 of N

atural H
istory

）
に
、
日
本
ば
か
り
か
中
国
等
も
含
め
た
四
○
○

点
以
上
の
シ
ド
モ
ア
の
写
真
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
厳
島
滞
在
中
の
写
真
も
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
撮
影
さ
れ
た
内
容
か
ら
、
四
○
点
に
つ
い
て
は
厳
島
で

撮
影
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
が
、
三
三
点
（
便
宜
的
に
「
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

と
呼
ぶ
）
に
つ
い
て
は
こ
の
記
事
の
内
容
と
符
合
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
事
の
た
め
に

厳
島
を
訪
れ
た
時
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
残
り
七
点
（
右
記
に
同
じ
く
「
第

二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ぶ
）
に
つ
い
て
は
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
に
よ
り
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）

年
か
ら
五
（
一
九
一
六
）
年
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
詳
細
は
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
少
な
く
と
も
厳
島
に
関
係
し
て
い
る
写
真
そ
の
も
の

は
、
約
四

×

五
イ
ン
チ
（
一
○×

一
二
・
五
セ
ン
チ
）
の
鶏
卵
紙
の
プ
リ
ン
ト

（album
en print

）
で
、
台
紙
に
マ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
第
二
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
ガ
ラ
ス
乾
板
で
あ
る
。
写
真
に
は
、
撮
影
場
所
や
撮
影
日
等
の
詳
し
い
説
明
が
な
い

た
め
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
で
も
こ
れ
ら
の
多
く
を
特
定
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

さ
て
、
挿
絵
の
基
に
な
っ
た
写
真
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
解
説
し
て
み
た
い
。
右
に
記

事
中
の
版
画
を
切
り
取
っ
た
も
の
、
左
に
基
と
な
っ
た
写
真
を
並
べ
て
み
る
と
、
「
櫓
を
漕

ぐ
船
頭
」(

図
７)

（
挿
絵
の
邦
題
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
、「
小
舟
に
集
ま
っ
た
少
年
達
」

（
図
８
）
、
「
賽
の
河
原
」
（
図
９
）
、
「
柴
を
運
ぶ
女
」
、
（
図
10
）
の
四
点
に
つ
い
て
は
、
全

く
同
じ
構
図
（
た
だ
し
、
人
物
等
が
一
部
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
）
の
写
真
が
残
っ

て
い
る
。「
沖
か
ら
見
た
厳
島
神
社
」（
図
11
）
と
「
鹿
に
餌
を
や
る
少
女
」（
図
12
）
、「
玉
取
祭
」

（
図
13
）
に
つ
い
て
は
、
類
似
し
た
写
真
は
あ
る
も
の
の
全
く
同
じ
も
の
は
な
い
。
「
鹿
に

餌
を
や
る
少
女
」
に
つ
い
て
は
、
複
数
枚
の
写
真
を
合
成
し
た
挿
絵
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
「
玉
取
祭
」
に
つ
い
て
は
、
撮
影
位
置
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
社
殿
の
み
の
写

真
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
玉
取
祭
の
様
子
を
想
像
だ
け
で
違
和
感
な
く

描
く
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
た
め
、
基
と
な
っ
た
写
真
は
失
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
櫓
の
場
所
が
客
神
社
祓
殿
（
ま
ろ
う
ど
じ
ん
じ
ゃ
は
ら
い
で
ん
）

の
正
面
に
描
か

れ
て
お
り
、
現
在
執
り
行
わ
れ
て
い
る
大
鳥
居
側
と
は
異
な
る
。
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）

年
奉
納
の
里
見
雲
嶺
作
の
絵
馬
(44)

に
、
同
じ
位
置
で
櫓
を
組
ん
だ
「
玉
取
祭
」
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
は
こ
の
場
所
で
執
り
行
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
「
千
畳
閣
と
五
重
塔
」
（
図

14-

1
）
に
つ
い
て
も
該
当
す
る
写
真
は
残
さ
れ
て
い

な
い
が
、
本
館
が
所
蔵
す
る
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
に
厳
島
で
購
入
さ
れ
た
写
真
帖
(45)

に
、

構
図
も
木
々
の
枝
ぶ
り
も
挿
絵
と
全
く
同
じ
写
真
（
図

14-

2
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
時
代
は
ま
だ
私
製
絵
葉
書
の
発
行
販
売
が
許
可
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
土
産
物
と
し
て

こ
の
写
真
帖
の
よ
う
に
プ
リ
ン
ト
を
直
接
台
紙
に
貼
っ
た
も
の
が
、
販
売
さ
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
シ
ド
モ
ア
も
こ
の
写
真
と
同
じ
場
所
で
写
真
を
撮
っ
た
か
、
ま
た
は
、

こ
う
し
た
写
真
帖
を
購
入
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
他
に
、
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
主
な
も
の
と
し
て
図
15
か
ら
23
ま
で
、
同
じ
く

第
二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
図
24
か
ら
26
ま
で
の
計
十
二
枚
を
掲
載
し
た
。
図
22
は
写
真
で

は
判
然
と
し
な
い
が
原
題
は
「
濡
れ
た
祠
の
仏
画
へ
水
を
か
け
る
た
め
の
柄
杓
」
、
図
23
は

「
神
社
で
天
照
の
神
に
祈
る
老
人
」
と
な
っ
て
お
り
、
何
れ
も
木
版
画
の
原
画
と
は
な
ら
な

か
っ
た
が
、
「
不
朽
の
島
」
に
関
係
す
る
写
真
だ
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
明
治
時
代
の
厳
島
に
は
、
陸
軍
の
砲
台
等
の
軍
事
施
設
が
数
多
く
あ
り
、
当

時
の
絵
葉
書
に
も
「
要
塞
司
令
部
許
可
済
」
等
検
閲
済
み
で
あ
る
こ
と
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

正
式
に
は
、
「
要
塞
近
傍
ニ
於
ケ
ル
水
陸
測
量
等
ノ
取
締
ニ
関
ス
ル
件
」
（
明
治
三
一
年
七

月
二
七
日
公
布
）
に
よ
り
撮
影
を
含
め
た
測
量
、
模
写
等
を
無
許
可
で
行
う
こ
と
が
禁
止

さ
れ
、
明
治
三
二
年
に
は
「
要
塞
地
帯
法
」
（
法
律
第
百
五
号　

明
治
三
二
年
七
月
一
四
日

公
布
）
と
い
う
法
令
に
よ
り
厳
格
に
定
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
厳
格
な
取
締
が
行
わ
れ
た

時
期
の
厳
島
に
お
け
る
、
外
国
人
の
写
真
撮
影
に
ま
つ
わ
る
事
件
等
に
つ
い
て
は
、
「
厳
島

が

〝

撮
影
禁
止

〟

だ
っ
た
こ
ろ　

室
浜
砲
台
、―

鷹
ノ
巣
低
・
高
砲
台
を
め
ぐ
っ
て―

』
(46)

で
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
不
朽
の
島
」
に
も
、
砲
台
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
。

「
中
秋
の
名
月
」
の
夜
、
船
頭
は
私
た
ち
を
日
没
に
海
岸
か
ら
か
な
り
離
れ
た
と
こ

ろ
へ
連
れ
て
行
き
、
島
の
防
御
の
た
め
に
十
か
所
あ
る
要
塞
の
う
ち
二
か
所
を
見

せ
た
。
砲
門
と
砲
郭
は
枝
葉
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
宇
品
へ
の
入
り

口
に
臨
む
、
狭
く
て
潮
の
速
い
海
峡
を
見
下
ろ
し
て
い
た
。(47)

当
時
は
、
日
清
戦
争
の
最
中
で
あ
り
、
厳
島
に
も
臨
時
砲
台
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、

本
格
的
に
は
明
治
三
十
年
代
か
ら
建
造
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 (48)

こ
う
し
た
な
か
に
お
い

て
、
シ
ド
モ
ア
に
よ
る
厳
島
の
写
真
が
多
数
残
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）

年
当
時
に
は
、
ま
だ
厳
格
な
取
締
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

（
４
）
厳
島
来
訪
の
時
期

シ
ド
モ
ア
は
こ
の
記
事
を
書
く
以
前
に
、
日
本
に
関
す
る
著
作
と
し
て
『
シ
ド
モ
ア
日

本
紀
行
』
の
初
版
(49)

を
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
に
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
三
五
（
一

九
○
二
）
年
に
改
訂
さ
れ
、
こ
の
改
訂
版
が
現
在
の
日
本
語
版
の
原
典
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
と
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
の
少
な
く
と
も
二

回
に
わ
た
り
初
版
の
増
刷
が
行
わ
れ
て
い
る
。
初
版
と
改
訂
版
の
原
典
を
比
較
し
て
み
る

と
、
厳
島
と
広
島
周
辺
の
記
述
が
大
き
く
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
初
版
の
「
第

三
六
章　

瀬
戸
内
海
と
長
崎
」
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
素
っ
気
な
い
ほ
ど
簡
単
な
記

述
で
あ
る
。

神
戸
か
ら
長
崎
ま
で
の
間
で
外
国
人
に
開
か
れ
て
い
る
港
は
、
政
府
の
海
軍
基
地

が
あ
る
広
島
だ
け
で
あ
り
、
外
国
人
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
た
め
に
上
陸
し

た
く
て
も
で
き
な
い
周
囲
の
沿
岸
の
中
で
、
唯
一
の
例
外
と
な
っ
て
い
る
。
(50)

（
筆

者
訳
）

一
方
、
初
版
か
ら
十
一
年
後
の
改
訂
版
で
は
、

多
く
の
古
い
城
下
町
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
、
瀬
戸
内
海
の
西
方
の
沿
岸
を
鉄
路
は

進
む
。
そ
の
う
ち
最
も
重
要
な
と
こ
ろ
は
広
島
で
あ
る
。
そ
の
城
に
は
陸
軍
の
司

令
部
が
あ
り
、
一
八
九
四
年
か
ら
一
八
九
五
年
の
戦
争
（
日
清
戦
争
）
の
間
、
天

皇
が
移
ら
れ
た
場
所
で
も
あ
る
。
帝
国
の
最
も
重
要
な
海
軍
港
は
呉
で
あ
り
、
海

軍
士
官
学
校
の
あ
る
江
田
島
が
、
そ
の
数
マ
イ
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
広
島

に
面
し
て
、
聖
な
る
島
で
あ
る
厳
島
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
日
本
三
景
の
一
つ
で
あ
り
、

奈
良
よ
り
も
素
敵
で
の
ど
か
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
日
本
三
景
で
あ
る
仙
台
湾
の
「
千

松
島
の
松
島
」
や
、
宮
津
湾
の
天
国
の
階
段
と
い
う
意
味
の
奇
妙
な
「
天
橋
立
」

の
ど
ち
ら
よ
り
も
、
美
し
い
風
景
と
見
事
な
建
物
が
あ
り
、
歴
史
や
伝
説
に
ま
つ

わ
る
面
白
さ
を
提
供
す
る
。
宮
島
に
お
い
て
は
、
人
が
生
ま
れ
た
り
、
死
ん
だ
り

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
は
、
神
道
の
女
神
、
市
杵
島
姫

と
彼
女
の
二
人
の
姉
妹
を
祀
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
正
式
に
は
、
女
性
は
こ

の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
社
殿
と
そ
の
回
廊
は
水
中
の
柱

の
上
に
建
て
ら
れ
、
水
上
の
巨
大
な
鳥
居
を
潜
っ
て
船
で
入
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

何
百
も
の
献
灯
が
海
岸
線
に
連
な
り
、
そ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
灯
さ
れ
る
。
聖
な
る

鹿
が
あ
ち
こ
ち
で
歩
き
回
っ
て
お
り
、
そ
こ
は
と
て
も
の
ど
か
で
平
穏
な
の
で
、

木
々
で
覆
わ
れ
た
岬
や
高
台
に
砲
台
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
気
づ
か
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
こ
の
要
塞
地
帯
で
の
ス
ケ
ッ
チ
や
撮
影
は
厳
し

く
禁
止
さ
れ
て
い
る
。(51)

（
筆
者
訳
）

と
そ
の
記
述
は
初
版
と
比
べ
て
格
段
に
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
二
九
年
の
「
不

朽
の
島
」
が
基
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
シ
ド
モ
ア
が
こ
の
記
事
を
書

く
た
め
に
厳
島
を
訪
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
シ
ド
モ
ア
の
厳
島
訪
問
の
旅
程
も
含
め
て
、

正
確
な
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
記
事
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
特
に
日
清
戦
争

の
平
壌
陥
落
を
祝
っ
た
灯
明
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
関
し
て
は
、
正
式
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
事
実
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。

　

『
シ
ド
モ
ア
日
本
紀
行
』
の
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
の
初
版
で
は
既
に
、「
瀬

戸
内
海
を
六
回
も
旅
し
て
い
る
と
、
季
節
や
昼
夜
さ
ま
ざ
ま
の
、
美
し
い
海
岸
を

見
て
き
た
。
」
(52)

と
書
か
れ
て
い
る
。
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
年
に
山
陽
鉄
道

が
下
関
ま
で
開
通
す
る
以
前
に
お
い
て
は
、
山
陽
路
は
海
路
が
重
宝
さ
れ
た
時
代

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
彼
女
が
厳
島
を
訪
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
初
版
の
『
シ

ド
モ
ア
日
本
紀
行
』
の
記
述
も
も
う
少
し
詳
し
い
も
の
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
シ
ド
モ
ア
が
こ
の
記
事
の
取
材
で
初
め
て
厳
島
を
訪
れ
た
時
期
は
、
記

事
の
内
容
や
写
真
か
ら
の
推
測
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
が
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
夏

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
の
シ
ド
モ
ア
の
二
番
目
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
か
ら
五
（
一
九
一
六
）
年
と
年
代
が
特
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
期
に
再
訪
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）
シ
ド
モ
ア
、
そ
の
後

シ
ド
モ
ア
は
、
現
在
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
』
（N

ational G
eographic

）

誌
で
本
邦
で
も
著
名
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
協
会

(N
ational G

eographic 

Society
)

に
、
創
設
間
も
な
い
一
八
九
○
年
に
入
会
し
て
い
る
。
彼
女
の
同
誌
へ
の
記
事
は

高
く
評
価
さ
れ
、
後
に
編
集
方
針
が
現
在
の
よ
う
な
写
真
を
重
点
と
し
た
も
の
に
変
わ
っ

た
こ
と
が
、写
真
を
得
意
と
す
る
彼
女
の
評
価
を
さ
ら
に
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
女
は
、

男
の
世
界
と
言
わ
れ
た
同
協
会
に
お
い
て
、
最
終
的
に
は
初
の
女
性
理
事
に
な
る
ま
で
の

名
声
を
得
た
の
で
あ
る
。(53)

そ
ん
な
彼
女
は
、「
不
朽
の
島
」
が
発
表
さ
れ
た
明
治
二
九
（
一

八
九
六
）
年
六
月
十
五
日
に
発
生
し
た
三
陸
大
津
波
の
被
災
地
を
取
材
し
、
同
誌
の
九
月

号
に
「
最
近
発
生
し
た
日
本
沿
岸
の
津
波
」(The Recent Earthquake W

ave on the Coast of 

Japan
)

(54)

と
題
し
て
写
真
入
り
の
記
事
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
は
、
被
災
後
に
ま
じ

め
な
校
長
が
自
分
の
家
族
を
探
し
に
行
く
前
に
、
御
真
影
を
安
全
な
場
所
に
避
難
さ
せ
た
、

と
当
時
の
世
相
を
反
映
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
津
波
」(Tsunam

i)

と

い
う
日
本
語
が
英
語
圏
に
紹
介
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
書
か
れ
た
論
文
(55)

で
は
、
こ
の
シ
ド

モ
ア
の
記
事
に
加
え
て
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
が
新
聞
社
に
寄
稿
し
た
記
事
の
二
つ
を
、

英
語
圏
で
の
「
津
波
」(Tsunam

i)

の
初
出
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ハ
ー
ン
の

記
事
は
自
身
の
現
地
取
材
に
拠
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。
シ
ド
モ
ア
は
自
ら
現
地
で
取

材
し
、
「
津
波
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
八
年
十
一
月
四
日
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
(56)

に
、
前
日
に
ス
イ
ス

の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
行
わ
れ
た
シ
ド
モ
ア
の
葬
儀
の
模
様
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
家
族
の
い

な
い
シ
ド
モ
ア
が
ア
メ
リ
カ
領
事
に
宛
て
た
遺
書
で
は
、
葬
儀
も
行
わ
ず
火
葬
し
、
遺
灰

は
礼
儀
に
か
な
っ
た
方
法
で
分
配
し
て
欲
し
い
と
い
う
慎
ま
し
い
も
の
だ
っ
た
。
日
本
政

府
の
要
望
に
よ
り
、
遺
灰
の
一
部
は
横
浜
に
埋
葬
さ
れ
、
日
本
で
亡
く
な
っ
た
母
や
兄
と

と
も
に
眠
っ
て
い
る
。

三　

お
わ
り
に

古
く
は
、
広
島
市
の
西
部
地
域
（
現
佐
伯
区
）
が
厳
島
の
荘
園
領
地
で
あ
っ
た
中
世
に

遡
る
が
、
浅
野
氏
以
降
は
城
下
の
遊
郭
・
芝
居
小
屋
等
は
禁
止
さ
れ
、
厳
島
に
の
み
許
さ

れ
る
な
ど
、
広
島
と
厳
島
の
関
係
は
緊
密
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
管
弦
祭
に
お
い
て
も
、

城
下
の
各
町
が
競
っ
て
御
供
船
を
出
し
、
管
弦
船
を
曳
く
漕
船
の
一
艘
を
江
波
か
ら
出
す

な
ど
、
城
下
こ
ぞ
っ
て
の
祝
祭
で
あ
っ
た
。
広
島
市
域
は
厳
島
と
信
仰
は
も
と
よ
り
祭
礼

や
遊
行
に
お
い
て
も
、
深
く
結
び
つ
い
て
き
た
歴
史
を
持
つ
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
広
島
市
と
厳
島
と
の
密
接
な
関
係
も
近
代
の
到
来
と
と
も
に
大

き
く
変
容
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
山
陽
鉄
道
が
徳
山
ま
で
延
伸
さ

れ
、
対
岸
に
「
宮
島
駅
」
が
設
置
さ
れ
た
明
治
三
○
年
九
月
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
鉄
道

延
伸
に
呼
応
し
て
、
対
岸
の
大
野
町
と
の
間
に
渡
船
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
(57)

厳
島
参

詣
の
人
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
宮
島
に
参
詣
せ
ん
と
す
る
も
の
は
先
づ
広
島
に
集
り
、
而
し
て
本
川
元
安
川
又

は
京
橋
よ
り
渡
船
し
、
宮
島
へ
参
詣
し
た
る
後
に
も
ま
た
必
ず
広
島
に
立
ち
戻
り

た
る
上
、
其
れ
其
れ
土
産
物
を
買
い
整
え
帰
郷
す
る
を
常
と
せ
り
」
と
い
う
状
態

で
あ
っ
た
の
が
、
「
汽
車
の
開
通
に
伴
い
（
略
）
自
然
客
足
を
広
島
市
に
留
む
る

こ
と
少
な
き
に
至
り
」(58)

シ
ド
モ
ア
が
描
い
た
厳
島
は
、
鉄
道
の
延
伸
に
よ
り
ま
さ
に
「
広
島
」
と
「
厳
島
」

と
の
関
係
が
変
貌
す
る
前
の
姿
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
近
代
化
に
勤
し
む
日
本
に

あ
っ
て
、
さ
ら
に
戦
時
の
国
内
の
先
端
と
な
っ
た
「
広
島
」
の
姿
は
、
と
り
わ
け
古
よ

り
の
日
本
の
姿
を
残
す
「
厳
島
」
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
自
然
史
国
立
博
物
館
国
立
文
化
人
類

学
資
料
館
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
図
書
館
お
よ
び
広
島
市
立
中
央
図
書
館
に
対
し
て
、
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

 図４「猿鹿に乗る図」森祖仙作 

 図５「阿蘭陀船入津之図」河野盛信作 

 
図６ 千畳閣（豊国神社）の羅針盤 
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一　

は
じ
め
に

こ
の
三
月
、
米
国
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
有
名
な
ポ
ト
マ
ッ
ク
河
畔
の
桜
ま
つ
り

が
植
樹
百
周
年
を
迎
え
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
こ
の
日
米
友
好
の
象
徴
で
あ
る
桜
の
植
樹
に

つ
い
て
は
、
エ
リ
ザ
・
Ｒ
・
シ
ド
モ
ア

(Eliza Ruham
ah Scidm

ore)

（
図
１
）
と
い
う
一

人
の
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
立
役
者
と
な
っ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。 (1)

ま
た
、

最
初
に
彼
女
が
提
案
し
て
か
ら
、
二
四
年
に
お
よ
ぶ
奮
闘
が
実
現
の
要
で
あ
っ
た
こ
と
も
、

米
国
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
(2)

そ
の
シ
ド
モ
ア
が
明
治
二
○
年
代
に
厳
島
を
訪
れ
、
彼
女
が

書
い
た
記
事
（
図
２
）
が
当
時
の
米
国
の
人
気
雑
誌
へ
紀
行
文
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、

現
在
で
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
記
事
が
発
行
さ
れ
た
当
時
は
、
地
元

の
『
芸
備
日
々
新
聞
』
に
お
い
て
も
い
ち
早
く
報
道
さ
れ
、
米
国
人
が
厳
島
を
絶
賛
し
た

こ
と
を
少
々
興
奮
気
味
に
伝
え
て
い
る
。

明
治
二
九
年
九
月
二
九
日　

宮
島
の
風
景
欧
人
の
筆
に
上
が
る

八
月
発
兌
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
雑
誌
を
見
る
に
、
我
宮
島
の
風
景
を
賞
す
る
一
篇
の

長
文
を
載
せ
た
り
、
記
者
は
宮
島
を
以
っ
て
瀬
戸
内
海
に
於
け
る
神
聖
な
る
一
島

と
称
し
、「
不
朽
の
島
」
と
呼
び
、
口
を
極
め
て
其
風
景
の
佳
絶
な
る
を
説
き
た
る
末
、

同
島
の
人
民
に
接
す
る
に
性
質
醇
朴
に
し
て
、
宛
ら
上
古
の
民
に
逢
ふ
の
感
あ
り
、

蓋
し
日
本
近
時
の
文
明
に
後
る
ゝ
こ
と
百
年
な
り
と
云
ふ
も
可
な
ら
ん
、
外
人
の

日
本
に
遊
ぶ
も
の
杖
を
宮
島
に
曳
く
を
忘
る
べ
か
ら
ず
と
結
べ
り
、
宮
島
天
成
の

麗
質
は
勢
力
あ
る
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
の
筆
に
依
り
て
愈
よ
発
揮
せ
ら
れ
、
将
来
欧
人

の
宮
島
に
遊
ぶ
も
の
益
々
多
か
る
べ
し 

(3)

こ
の
記
事
の
著
者
で
あ
る
シ
ド
モ
ア
に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
評
伝
が
存
在
し
な
い

た
め
限
ら
れ
た
資
料
に
依
る
こ
と
に
な
る
が
、
少
し
紹
介
し
て
み
た
い
。
シ
ド
モ
ア
は
一

八
五
六
年
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
マ
デ
ィ
ソ
ン

(M
adison, W

isconsin
)

(4)

に
お
い
て
、
宣

教
師
の
一
家
に
生
ま
れ
た
。
一
八
七
四
年
オ
バ
ー
リ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ

(O
berlin C

ollege)

卒
業
後
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
上
流
階
級
に
つ
い
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
等
へ
執
筆
し

た
こ
と
か
ら
、
本
格
的
に
執
筆
業
に
つ
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ア
ラ
ス
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
ア
ジ
ア
を
旅
し
、
そ
の
地
の
紀
行
文
や
政
治
情
勢
等
を
、『
ハ
ー
パ
ー
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー

(H
arper’s W

eekly) 

』
、
『
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク(O

utlook) 

』
、
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー(C

entury) 

』

等
の
雑
誌
へ
寄
稿
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
ラ
ス
カ
に
関
す
る
著
作
(5)

で
紀
行
作
家
と
し
て

の
名
声
を
得
た
こ
と
を
手
始
め
に
、
中
国
、
ジ
ャ
ワ
、
イ
ン
ド
等
各
地
の
旅
行
記
を
出
版

し
て
い
る
。
日
本
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、『
シ
ド
モ
ア
日
本
紀
行
』 

(6)

や
『
日
露

戦
争
下
の
日
本 

―
 

ハ
ー
グ
条
約
の
命
ず
る
ま
ま
に 

ロ
シ
ア
軍
人
捕
虜
の
妻
の
日
記
』 (7)

が
知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
雑
誌
、
機
関
誌
等
へ
の
寄
稿
も
数
多
く
あ
る
。
シ
ド
モ
ア
の
文

章
の
特
徴
と
し
て
は
、
各
地
の
文
化
・
政
治
・
歴
史
の
記
述
に
加
え
て
、
旅
行
者
と
し
て

の
個
人
的
体
験
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。(8)

シ
ド
モ
ア
は
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
二
七
歳
の
時
に
、
駐
日
外
交
官
と
し
て
横
浜

に
居
住
す
る
兄
を
訪
れ
た
の
が
初
来
日
で
、(9)

後
に
母
が
兄
と
と
も
に
日
本
で
暮
ら
し
は
じ

め
た
こ
と
も
あ
り
、
以
後
、
各
国
へ
の
取
材
旅
行
の
合
間
に
、
何
度
も
日
本
と
米
国
ワ
シ

ン
ト
ン
と
を
往
復
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
女
は
親
日
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
前
述

の
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
の
桜
の
植

樹
以
外
に
も
、
『
日
露
戦
争

下
の
日
本 

―
 

ハ
ー
グ
条
約

の
命
ず
る
ま
ま
に 

ロ
シ
ア

軍
人
捕
虜
の
妻
の
日
記
』
に

お
い
て
日
本
の
戦
時
捕
虜
に

対
す
る
扱
い
を
称
賛
し
(10)

、

明
治
四
一
（
一
九
○
八
）
年

に
は
勲
六
等
宝
冠
章
を
授
章

し
て
い
る
。(11)

こ
う
し
た
知
日
家
で
あ
る
シ
ド
モ
ア
が
厳
島
を
訪
れ
た
の
は
、
後
述
す
る
と
お
り
明
治

二
七
（
一
八
九
四
）
年
夏
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
二
年
後
に
記
事
を
載
せ
た
雑
誌

が
発
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
に
外
国
人
が
厳
島
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
と
し

て
は
、
ち
ょ
う
ど
シ
ド
モ
ア
の
一
年
前
、
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
の
夏
に
日
本
へ
の

公
式
訪
問
の
一
環
で
厳
島
に
立
ち
寄
っ
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
子
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ

ナ
ン
ト
に
よ
る
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
子
の
日
本
日
記
』
(12)

が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
比

べ
る
と
、
「
不
朽
の
島
」
は
、
無
類
の
知
日
家
と
し
て
の
豊
富
な
知
識
を
背
景
に
、
紀
行
作

家
と
し
て
の
確
か
な
観
察
力
と
豊
か
な
表
現
力
を
持
っ
て
綴
ら
れ
て
い
る
た
め
、
当
時
の

厳
島
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

さ
て
、
こ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン

(The C
entury 

M
agazine )

 

』
誌
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
発
行
元
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
社

(The 

C
entury C

om
pany

)

は
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
設
立
さ
れ
、
設

立
当
初
か
ら
の
定
期
刊
行
誌
で
あ
る
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
』
誌
は
一
八
八
○
年

代
お
よ
び
一
八
九
○
年
代
に
お
け
る
最
高
の
一
般
雑
誌
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、

南
北
戦
争
の
歴
史
を
あ
つ
か
っ
た
「
戦
争
シ
リ
ー
ズ(W

ar Series)

」
は
、
明
治
十
七
（
一

八
八
四
）
年
か
ら
三
年
余
り
続
け
ら
れ
、
南
北
両
軍
の
将
軍
か
ら
一
兵
卒
ま
で
の
手
記
や

二
千
点
以
上
の
木
版
画
で
人
気
を
博
し
、
そ
の
発
行
部
数
は
二
五
万
部
に
倍
増
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
商
業
的
成
功
の
後
に
二
○
世
紀
に
入
る
と
、

廉
価
な
雑
誌
や
新
聞
と
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
消
え
去
っ
て
い
っ
た
。(13)

シ
ド
モ
ア
の
厳
島

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
絶
頂
期
か
ら
徐
々
に
凋
落
し
つ
つ
も
、
ま
だ
名
声
を
保
っ

て
い
た
時
代
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
記
事
は
米
国
に
お
い
て
非
常
に
多
く
の
読
者

の
目
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二　

シ
ド
モ
ア
が
見
た
明
治
中
期
の
厳
島

（
１
）
白
木
の
社
殿
と
大
鳥
居

シ
ド
モ
ア
が
訪
れ
た
時
期
の
厳
島
は
、
現
在
と
は
そ
の
様
相
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
。

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
以
降
に
本
格
化
し
た
神
仏
分
離
に
よ
り
、
仏
教
的
と
さ
れ
た
厳

島
神
社
社
殿
は
丹
色
の
塗
装
が
剥
が
さ
れ
、
大
鳥
居
と
と
も
に
長
ら
く
白
木
を
露
わ
に
し

た
姿
で
人
々
の
目
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
神
社
社
殿
は
、
明
治
三
五
（
一
九
○
二
）
年
の
修

繕
の
際
に
(14)

、
大
鳥
居
は
明
治
四
二
（
一
九
○
九
）
年
の
修
繕
の
際
に
、
と
も
に
丹
塗
り
の

姿
に
戻
さ
れ
て
い
る
。(15)

こ
の
こ
と
は
、
記
事
本
文
に
お
い
て
も
、
符
合
す
る
部
分
が
あ
る
。

記
事
前
半
の
厳
島
神
社
社
殿
や
大
鳥
居
に
つ
い
て
触
れ
た
箇
所
に
お
い
て
は
、
建
物
等
に

つ
い
て
の
色
彩
の
記
述
は
全
く
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
五
重
塔
に
触
れ
た
場
面
で
は
じ
め

て
丹
色(red

)

と
い
う
色
の
表
現
が
現
れ
て
く
る
。

古
風
な
趣
の
あ
る
古
い
五
重
塔
は
、
積
み
重
ね
ら
れ
た
丹
色
の
屋
根
が
、
丘
の
木
々

を
見
事
に
か
き
分
け
て
い
る
。(16)

ま
た
、
大
鳥
居
に
触
れ
た
部
分
で
は
、
「
巨
大
な
ク
ス
ノ
キ
の
柱
の
間
に
小
船
で
浮
か
ん

で
み
る
と
、
ま
る
で
石
造
建
築
物
の
よ
う
に
壮
大
で
強
固
な
印
象
で
あ
る
。」
(17)

と
そ
の
壮

大
さ
を
石
造
建
築
物
に
喩
え
て
い
る
が
、
当
時
の
大
鳥
居
が
丹
塗
り
で
な
く
白
木
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
印
象
を
与
え
た
こ
と
に
関
係
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
社
殿
等
の
色
彩
以
外
に
も
外
観
上
の
差
異
と
し
て
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
に
、

神
社
に
ふ
さ
わ
し
い
棟
飾
り
と
し
て
屋
根
に
千
木
・
勝
男
木
（
ち
ぎ
・
か
つ
お
ぎ
）

が
取
り
付
け
ら

れ
た
が
(18)

、
こ
れ
ら
は
明
治
三
○
年
代
に
始
め
ら
れ
た
各
社
殿
の
修
繕
の
際
に
取
り
外
さ
れ

て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。(19)

後
述
す
る
よ
う
に
当
時
シ
ド
モ
ア
が
厳
島
滞
在
時
に
撮
影
し

た
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
も
千
木
・
勝
男
木
が
写
さ
れ
て
い
る
。
（
図
３
）

こ
れ
ら
の
棟
飾
り
の
大
き
さ
と
比
べ
て
、
厳
島
神
社
が
複
数
の
社
殿
や
回
廊
で
構
成
さ
れ

た
大
き
な
建
物
群
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
際
立
っ
た
印
象
は
な
か
っ
た
の
も
し
れ

な
い
。

厳
島
神
社
社
殿
や
大
鳥
居
が
白
木
に
さ
れ
た
原
因
と
な
っ
た
神
仏
分
離
令
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
厳
島
神
社
そ
の
も
の
の
存
亡
の
危
機
で
も
あ
っ
た
と
さ
れ
、
「
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ

た
某
大
参
事
は
、
そ
の
社
殿
を
仏
式
な
る
と
見
て
直
ち
に
社
殿
を
焼
き
払
い
、
神
体
を
海

に
流
す
べ
き
事
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
千
年
以
上
も
代
々
棚
守
職
を
続
け
て
き
た

野
坂
家
の
当
主
元
延
は
、
そ
の
命
を
聞
い
て
驚
き
、
直
ち
に
家
宝
を
売
り
旅
費
と
な
し
、

身
命
を
賭
し
て
単
身
江
戸
に
上
が
り
、
朝
廷
に
嘆
願
し
て
や
っ
と
現
状
維
持
の
許
可
を
得

た
。
」
(20)

ま
た
、
「
別
当
職
の
大
聖
院
は
神
社
と
分
離
し
、
二
十
坊
は
滅
び
、
修
理
別
当
職
の

大
願
寺
も
独
立
し
、
諸
所
の
仏
像
が
多
く
こ
こ
に
集
め
ら
れ
、
大
経
堂
は
千
畳
閣
と
称
し

さ
ら
に
豊
国
神
社
と
改
称

し
て
厳
島
神
社
の
末
社
と

な
っ
た
。（
略
）
こ
の
ほ
か
、

本
地
堂
、
十
王
堂
、
地
蔵
堂
、

大
鐘
楼
、
輪
蔵
や
多
く
の

院
・
坊
は
廃
毀
さ
れ
、
」(21)

と
、

神
仏
分
離
が
比
較
的
平
穏

に
行
わ
れ
た
(22)

と
さ
れ
る
広

島
県
に
お
い
て
も
、
と
り

わ
け
神
社
仏
閣
が
濃
密
に

集
積
し
て
い
た
厳
島
に
お

い
て
は
、
大
き
な
影
響
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
シ

ド
モ
ア
も
、
こ
の
神
仏
分

離
に
と
も
な
う
廃
仏
毀
釈
に
つ
い
て
わ
ざ
わ
ざ
触
れ
て
お
り
(23)

、
二
○
年
以
上
前
の
出
来
事

で
は
あ
る
が
、
当
時
の
厳
島
に
お
い
て
な
お
忘
れ
が
た
い
大
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
当
時
の
厳
島
の
描
写
と
し
て
は
少
し
奇
妙
な
点
に
触
れ
て
み
た
い
。
シ
ド
モ

ア
の
記
事
で
は
、
海
岸
沿
い
の
参
道
の
様
子
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
村
の
端
の
海
岸
沿
い
に
は
、
各
梁
や
柱
が
一
枚
石
の
大
島
石“O

shim
a 

granite”

で
で
き
た
堂
々
と
し
た
鳥
居
が
建
っ
て
お
り
、
聖
地
へ
の
入
り
口
を
表

し
て
い
る
。(24)

厳
島
神
社
参
道
の
入
口
に
あ
る
、
高
さ
十
ｍ
あ
ま
り
の
石
造
の
大
鳥
居
は
『
宮
島
町
史
』  

(25)

に
よ
れ
ば
明
治
三
八
（
一
九
○
五
）
年
建
立
と
さ
れ
て
お
り
、
シ
ド
モ
ア
が
訪
れ
た
明
治

二
七
（
一
八
九
四
）
年
よ
り
も
、
さ
ら
に
は
こ
の
記
事
を
掲
載
し
た
雑
誌
が
発
行
さ
れ
た

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
よ
り
も
後
の
建
立
と
な
り
、
記
事
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、こ
の
建
立
時
期
が
推
定
さ
れ
た
記
述
を
詳
し
く
検
討
し
て
み
る
と
、
明
治
二
七
（
一

八
九
四
）
年
と
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
に
、
件
の
石
大
鳥
居
が
描
か
れ
た
絵
図
が
発

行
さ
れ
て
お
り 

(26)

、
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
シ
ド
モ
ア
の
記
事
と
の
整
合
性
は
保
た
れ
る
。
と

こ
ろ
が
、
当
文
献
に
お
い
て
は
、
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
に
買
い
求
め
た
と
さ
れ
る

写
真
に
当
該
石
大
鳥
居
が
写
っ
て
い
な
い
こ
と
、
明
治
三
八
（
一
九
○
五
）
年
に
「
石
鳥

居
上
棟
式
」
の
件
で
出
県
し
た
稟
請
記
事
が
あ
る
こ
と
(27)

、
等
を
も
っ
て
建
立
年
代
が
推

定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
土
産
物
で
販
売
さ
れ
て
い
る
写
真
や
絵
葉
書
の
撮
影
な
い
し
作

成
時
期
は
、
販
売
時
期
と
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
む
し
ろ
内
容
的
に
は
古
い
撮
影
時
期
の
も

の
が
、
そ
の
ま
ま
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
現
に
、
大
正
八
（
一

九
一
九
）
年
の
写
真
帖
に
千
木
・
勝
男
木
を
載
せ
た
本
社
本
殿
が
写
っ
て
い
る
(28)

こ
と
は
、

明
治
三
四
（
一
九
○
一
）
年
に
は
じ
ま
っ
た
大
修
理
の
際
に
、
遅
く
と
も
明
治
三
二
（
一
八

九
九
）
年
に
は
こ
れ
ら
が
外
さ
れ
た
と
す
る
説
明
(29)

と
も
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
景
観
で
あ
る
。

異
な
る
二
つ
の
絵
図
に
お
い
て
、
御
笠
浜
と
い
う
同
じ
場
所
に
、
偶
然
に
存
在
し
な
い
は
ず

の
大
鳥
居
が
描
か
れ
た
こ
と
は
非
常
に
奇
妙
で
あ
り
、
新
た
に
こ
の
シ
ド
モ
ア
の
記
事
を
考

察
に
加
え
る
と
、
こ
の
時
期
に
石
大
鳥
居
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
絵
馬
等
の
奉
納
品

厳
島
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
は
、
元
々
は
廻
廊
や
社
殿
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
で

参
詣
者
も
こ
れ
ら
を
楽
し
み
な
が
ら
参
拝
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
も
、
「
本
社
に
献

ず
る
と
こ
ろ
、
新
古
の
絵
馬
、
両

宮
三
棟
拝
殿
よ
り
、
東
西
廻
廊
に

至
ま
で
、
高
下
左
右
、
す
き
ま
も

な
く
掛
連
ね
、
其
数
幾
百
枚
な
る

を
し
ら
ず
、
」
(30)

ま
た
、
「
著
名
な

画
家
の
絵
馬
も
多
く
全
体
に
質
の

高
さ
は
特
筆
さ
れ
る
。
」(31)

と
質
量

と
も
に
相
当
な
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
屋

根
の
下
と
は
い
え
そ
の
環
境
は
吹
き
さ
ら
し
で
あ
り
、
劣
化
も
激
し
く
、
嵐
等
で
流
失
し

て
失
わ
れ
る
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
よ
う
で
、
明
治
三
四
年
の
大
修
理
以
降
は
取
り
外
さ
れ

千
畳
閣
（
豊
国
神
社
）
へ
掛
け
か
え
ら
れ
た
。
(32) 　

現
在
、
そ
の
一
部
は
厳
島
神
社
宝
物
館

に
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

シ
ド
モ
ア
の
記
事
は
、
こ
れ
ら
の
絵
馬
が
廻
廊
等
か
ら
外
さ
れ
る
前
の
時
期
で
あ
り
、

案
内
人
の
詳
し
す
ぎ
る
説
明
に
閉
口
し
な
が
ら
も
、
そ
の
数
点
に
言
及
し
て
い
る
。

案
内
人
た
ち
は
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
お
い
て
、

古
美
術
の
展
示
と
し
て
貸
し
出
さ
れ
た
、
四
世
紀
前
の
著
名
人
の
肖
像
画
を
ま
ず

最
初
に
示
し
な
が
ら
、
奉
納
絵
馬
の
廻
廊
で
も
興
奮
気
味
に
説
明
す
る
。
(33)

こ
れ
は
、
同
博
覧
会
へ
出
品
さ
れ
た
厳
島
神
社
の
絵
馬
七
点
の
う
ち
六
点
が
人
物
画
と

思
わ
れ
る
中
で
、
原
文
の
表
現

(series of portraits of celebrities)

に
最
も
符
合
す
る

も
の
と
し
て
は
、「
扇
面
形
三
十
六
歌
仙
ノ
図
」
（
寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
）
(34)

(35)

が
あ
る
。

ち
な
み
に
、こ
れ
が
描
か
れ
た
時
期
は
お
お
ま
か
に
三
世
紀
前
（
二
七
一
年
前
）
と
な
り
「
四

世
紀
前
」
と
は
一
致
し
な
い
が
、
厳
島
神
社
の
奉
納
品
か
ら
出
品
さ
れ
た
最
も
古
い
作
品

で
も
天
文
二
一
（
一
五
五
二
）
年
す
な
わ
ち
三
四
四
年
前
で
あ
り
、
ぴ
た
り
と
該
当
す
る

も
の
は
な
い
。
そ
の
他
の
絵
馬
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
検
討
す
る
と
、

最
も
著
名
な
も
の
は
（
森
）
祖
仙
（Sosen

）
に
よ
る
、
比
類
な
く
ふ
わ
ふ
わ
の
毛

の
一
匹
の
猿
が
、
宮
島
の
鹿
の
背
に
乗
っ
た
も
の
だ
。(36)

に
つ
い
て
は
、
幕
末
期
の
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
に
六
七
面
の
絵
馬
が
模
写
さ
れ
た
『
厳

島
絵
馬
鑑
』(37)

に
載
る
森
祖
仙
作
「
猿
鹿
に
乗
る
の
図
」(

図
４)

と
符
合
す
る
。
ま
た
、

少
し
変
わ
っ
た
も
と
し
て
二
五
○
年
前
に
初
め
て
長
崎
に
来
港
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船

の
絵
(38)

に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
河
野
盛
信
作
「
阿
蘭
陀
船
入
津
之
図
」（
図
５
）
承
応
二
（
一

六
五
三
）
年
(39)

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
同
時
期
に
奉
納
さ
れ
た
同
じ
絵
師
の
作

品
「
南
蛮
船
図
」
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
(40)

が
、
厳
島
神
社
宝
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
絵
馬
で
は
な
い
が
、
広
島
市
が
寄
贈
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
「
巨
大
な
ブ
ロ
ン

ズ
の
羅
針
盤
」（
図
６
）(41)
に
つ
い
て
も
、
符
合
す
る
も
の
が
千
畳
閣
に
吊
る
さ
れ
て
い
る
が
、

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
市
制
施
行
し
た
広
島
市
が
寄
附
し
た
か
ど
う
か
は
、
現
地

の
記
録
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
羅
針
盤
と
い
う
珍
し
い
奉
納
品
か
ら
船
と
の
関
係
も
示

唆
さ
れ
る
た
め
、
明
治
二
三
（
一
八
九
○
）
年
に
落
成
式
を
行
っ
た
宇
品
築
港
と
の
関
係

も
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
絵
馬
の
ほ
か
に
、
手
水
鉢
や
玉
垣
に
加
え
て
「
薩
摩
の
反
乱
で
亡
く
な
っ
た

兵
士
た
ち
の
記
念
碑
」
(42)

と
し
て
『
広
島
県
壮
兵
殉
難
碑
』
に
触
れ
る
な
ど
、
一
か
月
以
上

の
長
期
滞
在
と
い
う
状
況
も
加
わ
っ
て
か
、
非
常
に
細
か
な
点
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

（
３
）
挿
絵
と
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
の
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

全
体
で
十
二
頁
か
ら
な
る
「
不
朽
の
島
」
に
は
、
全
部
で
十
二
点
の
木
版
画
と
思
わ
れ

る
挿
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
う
ち
八
点
に
は
「
写
真
を
基
に
し
た
」
（“ FRO

M
 A

 

PH
O

TO
G

RA
PH

 ”

）
と
い
う
注
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
写
真
の
所
在
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
公
開
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ネ
ル
大
学
図

書
館

(C
ornell U

niversity Library )
 

(43)

で
は
な
く
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
自
然
史
国
立
博
物
館

国

立

文

化

人

類

学

資

料

館
（N

ational A
nthropological A

rchives,  Sm
ithsonian 

N
ational M

useum
 of N

atural H
istory

）
に
、
日
本
ば
か
り
か
中
国
等
も
含
め
た
四
○
○

点
以
上
の
シ
ド
モ
ア
の
写
真
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
厳
島
滞
在
中
の
写
真
も
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
撮
影
さ
れ
た
内
容
か
ら
、
四
○
点
に
つ
い
て
は
厳
島
で

撮
影
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
が
、
三
三
点
（
便
宜
的
に
「
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

と
呼
ぶ
）
に
つ
い
て
は
こ
の
記
事
の
内
容
と
符
合
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
事
の
た
め
に

厳
島
を
訪
れ
た
時
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
残
り
七
点
（
右
記
に
同
じ
く
「
第

二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ぶ
）
に
つ
い
て
は
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
に
よ
り
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）

年
か
ら
五
（
一
九
一
六
）
年
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
詳
細
は
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
少
な
く
と
も
厳
島
に
関
係
し
て
い
る
写
真
そ
の
も
の

は
、
約
四

×

五
イ
ン
チ
（
一
○×

一
二
・
五
セ
ン
チ
）
の
鶏
卵
紙
の
プ
リ
ン
ト

（album
en print

）
で
、
台
紙
に
マ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
第
二
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
ガ
ラ
ス
乾
板
で
あ
る
。
写
真
に
は
、
撮
影
場
所
や
撮
影
日
等
の
詳
し
い
説
明
が
な
い

た
め
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
で
も
こ
れ
ら
の
多
く
を
特
定
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

さ
て
、
挿
絵
の
基
に
な
っ
た
写
真
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
解
説
し
て
み
た
い
。
右
に
記

事
中
の
版
画
を
切
り
取
っ
た
も
の
、
左
に
基
と
な
っ
た
写
真
を
並
べ
て
み
る
と
、
「
櫓
を
漕

ぐ
船
頭
」(

図
７)

（
挿
絵
の
邦
題
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
、「
小
舟
に
集
ま
っ
た
少
年
達
」

（
図
８
）
、
「
賽
の
河
原
」
（
図
９
）
、
「
柴
を
運
ぶ
女
」
、
（
図
10
）
の
四
点
に
つ
い
て
は
、
全

く
同
じ
構
図
（
た
だ
し
、
人
物
等
が
一
部
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
）
の
写
真
が
残
っ

て
い
る
。「
沖
か
ら
見
た
厳
島
神
社
」（
図
11
）
と
「
鹿
に
餌
を
や
る
少
女
」（
図
12
）
、「
玉
取
祭
」

（
図
13
）
に
つ
い
て
は
、
類
似
し
た
写
真
は
あ
る
も
の
の
全
く
同
じ
も
の
は
な
い
。
「
鹿
に

餌
を
や
る
少
女
」
に
つ
い
て
は
、
複
数
枚
の
写
真
を
合
成
し
た
挿
絵
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
「
玉
取
祭
」
に
つ
い
て
は
、
撮
影
位
置
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
社
殿
の
み
の
写

真
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
玉
取
祭
の
様
子
を
想
像
だ
け
で
違
和
感
な
く

描
く
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
た
め
、
基
と
な
っ
た
写
真
は
失
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
櫓
の
場
所
が
客
神
社
祓
殿
（
ま
ろ
う
ど
じ
ん
じ
ゃ
は
ら
い
で
ん
）

の
正
面
に
描
か

れ
て
お
り
、
現
在
執
り
行
わ
れ
て
い
る
大
鳥
居
側
と
は
異
な
る
。
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）

年
奉
納
の
里
見
雲
嶺
作
の
絵
馬
(44)

に
、
同
じ
位
置
で
櫓
を
組
ん
だ
「
玉
取
祭
」
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
は
こ
の
場
所
で
執
り
行
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
「
千
畳
閣
と
五
重
塔
」
（
図

14-

1
）
に
つ
い
て
も
該
当
す
る
写
真
は
残
さ
れ
て
い

な
い
が
、
本
館
が
所
蔵
す
る
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
に
厳
島
で
購
入
さ
れ
た
写
真
帖
(45)

に
、

構
図
も
木
々
の
枝
ぶ
り
も
挿
絵
と
全
く
同
じ
写
真
（
図

14-

2
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
時
代
は
ま
だ
私
製
絵
葉
書
の
発
行
販
売
が
許
可
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
土
産
物
と
し
て

こ
の
写
真
帖
の
よ
う
に
プ
リ
ン
ト
を
直
接
台
紙
に
貼
っ
た
も
の
が
、
販
売
さ
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
シ
ド
モ
ア
も
こ
の
写
真
と
同
じ
場
所
で
写
真
を
撮
っ
た
か
、
ま
た
は
、

こ
う
し
た
写
真
帖
を
購
入
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
他
に
、
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
主
な
も
の
と
し
て
図
15
か
ら
23
ま
で
、
同
じ
く

第
二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
図
24
か
ら
26
ま
で
の
計
十
二
枚
を
掲
載
し
た
。
図
22
は
写
真
で

は
判
然
と
し
な
い
が
原
題
は
「
濡
れ
た
祠
の
仏
画
へ
水
を
か
け
る
た
め
の
柄
杓
」
、
図
23
は

「
神
社
で
天
照
の
神
に
祈
る
老
人
」
と
な
っ
て
お
り
、
何
れ
も
木
版
画
の
原
画
と
は
な
ら
な

か
っ
た
が
、
「
不
朽
の
島
」
に
関
係
す
る
写
真
だ
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
明
治
時
代
の
厳
島
に
は
、
陸
軍
の
砲
台
等
の
軍
事
施
設
が
数
多
く
あ
り
、
当

時
の
絵
葉
書
に
も
「
要
塞
司
令
部
許
可
済
」
等
検
閲
済
み
で
あ
る
こ
と
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

正
式
に
は
、
「
要
塞
近
傍
ニ
於
ケ
ル
水
陸
測
量
等
ノ
取
締
ニ
関
ス
ル
件
」
（
明
治
三
一
年
七

月
二
七
日
公
布
）
に
よ
り
撮
影
を
含
め
た
測
量
、
模
写
等
を
無
許
可
で
行
う
こ
と
が
禁
止

さ
れ
、
明
治
三
二
年
に
は
「
要
塞
地
帯
法
」
（
法
律
第
百
五
号　

明
治
三
二
年
七
月
一
四
日

公
布
）
と
い
う
法
令
に
よ
り
厳
格
に
定
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
厳
格
な
取
締
が
行
わ
れ
た

時
期
の
厳
島
に
お
け
る
、
外
国
人
の
写
真
撮
影
に
ま
つ
わ
る
事
件
等
に
つ
い
て
は
、
「
厳
島

が

〝

撮
影
禁
止

〟

だ
っ
た
こ
ろ　

室
浜
砲
台
、―

鷹
ノ
巣
低
・
高
砲
台
を
め
ぐ
っ
て―

』
(46)

で
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
不
朽
の
島
」
に
も
、
砲
台
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
。

「
中
秋
の
名
月
」
の
夜
、
船
頭
は
私
た
ち
を
日
没
に
海
岸
か
ら
か
な
り
離
れ
た
と
こ

ろ
へ
連
れ
て
行
き
、
島
の
防
御
の
た
め
に
十
か
所
あ
る
要
塞
の
う
ち
二
か
所
を
見

せ
た
。
砲
門
と
砲
郭
は
枝
葉
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
宇
品
へ
の
入
り

口
に
臨
む
、
狭
く
て
潮
の
速
い
海
峡
を
見
下
ろ
し
て
い
た
。(47)

当
時
は
、
日
清
戦
争
の
最
中
で
あ
り
、
厳
島
に
も
臨
時
砲
台
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、

本
格
的
に
は
明
治
三
十
年
代
か
ら
建
造
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 (48)

こ
う
し
た
な
か
に
お
い

て
、
シ
ド
モ
ア
に
よ
る
厳
島
の
写
真
が
多
数
残
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）

年
当
時
に
は
、
ま
だ
厳
格
な
取
締
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

（
４
）
厳
島
来
訪
の
時
期

シ
ド
モ
ア
は
こ
の
記
事
を
書
く
以
前
に
、
日
本
に
関
す
る
著
作
と
し
て
『
シ
ド
モ
ア
日

本
紀
行
』
の
初
版
(49)

を
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
に
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
三
五
（
一

九
○
二
）
年
に
改
訂
さ
れ
、
こ
の
改
訂
版
が
現
在
の
日
本
語
版
の
原
典
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
と
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
の
少
な
く
と
も
二

回
に
わ
た
り
初
版
の
増
刷
が
行
わ
れ
て
い
る
。
初
版
と
改
訂
版
の
原
典
を
比
較
し
て
み
る

と
、
厳
島
と
広
島
周
辺
の
記
述
が
大
き
く
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
初
版
の
「
第

三
六
章　

瀬
戸
内
海
と
長
崎
」
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
素
っ
気
な
い
ほ
ど
簡
単
な
記

述
で
あ
る
。

神
戸
か
ら
長
崎
ま
で
の
間
で
外
国
人
に
開
か
れ
て
い
る
港
は
、
政
府
の
海
軍
基
地

が
あ
る
広
島
だ
け
で
あ
り
、
外
国
人
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
た
め
に
上
陸
し

た
く
て
も
で
き
な
い
周
囲
の
沿
岸
の
中
で
、
唯
一
の
例
外
と
な
っ
て
い
る
。
(50)

（
筆

者
訳
）

一
方
、
初
版
か
ら
十
一
年
後
の
改
訂
版
で
は
、

多
く
の
古
い
城
下
町
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
、
瀬
戸
内
海
の
西
方
の
沿
岸
を
鉄
路
は

進
む
。
そ
の
う
ち
最
も
重
要
な
と
こ
ろ
は
広
島
で
あ
る
。
そ
の
城
に
は
陸
軍
の
司

令
部
が
あ
り
、
一
八
九
四
年
か
ら
一
八
九
五
年
の
戦
争
（
日
清
戦
争
）
の
間
、
天

皇
が
移
ら
れ
た
場
所
で
も
あ
る
。
帝
国
の
最
も
重
要
な
海
軍
港
は
呉
で
あ
り
、
海

軍
士
官
学
校
の
あ
る
江
田
島
が
、
そ
の
数
マ
イ
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
広
島

に
面
し
て
、
聖
な
る
島
で
あ
る
厳
島
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
日
本
三
景
の
一
つ
で
あ
り
、

奈
良
よ
り
も
素
敵
で
の
ど
か
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
日
本
三
景
で
あ
る
仙
台
湾
の
「
千

松
島
の
松
島
」
や
、
宮
津
湾
の
天
国
の
階
段
と
い
う
意
味
の
奇
妙
な
「
天
橋
立
」

の
ど
ち
ら
よ
り
も
、
美
し
い
風
景
と
見
事
な
建
物
が
あ
り
、
歴
史
や
伝
説
に
ま
つ

わ
る
面
白
さ
を
提
供
す
る
。
宮
島
に
お
い
て
は
、
人
が
生
ま
れ
た
り
、
死
ん
だ
り

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
は
、
神
道
の
女
神
、
市
杵
島
姫

と
彼
女
の
二
人
の
姉
妹
を
祀
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
正
式
に
は
、
女
性
は
こ

の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
社
殿
と
そ
の
回
廊
は
水
中
の
柱

の
上
に
建
て
ら
れ
、
水
上
の
巨
大
な
鳥
居
を
潜
っ
て
船
で
入
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

何
百
も
の
献
灯
が
海
岸
線
に
連
な
り
、
そ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
灯
さ
れ
る
。
聖
な
る

鹿
が
あ
ち
こ
ち
で
歩
き
回
っ
て
お
り
、
そ
こ
は
と
て
も
の
ど
か
で
平
穏
な
の
で
、

木
々
で
覆
わ
れ
た
岬
や
高
台
に
砲
台
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
気
づ
か
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
こ
の
要
塞
地
帯
で
の
ス
ケ
ッ
チ
や
撮
影
は
厳
し

く
禁
止
さ
れ
て
い
る
。(51)

（
筆
者
訳
）

と
そ
の
記
述
は
初
版
と
比
べ
て
格
段
に
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
二
九
年
の
「
不

朽
の
島
」
が
基
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
シ
ド
モ
ア
が
こ
の
記
事
を
書

く
た
め
に
厳
島
を
訪
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
シ
ド
モ
ア
の
厳
島
訪
問
の
旅
程
も
含
め
て
、

正
確
な
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
記
事
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
特
に
日
清
戦
争

の
平
壌
陥
落
を
祝
っ
た
灯
明
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
関
し
て
は
、
正
式
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
事
実
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。

　

『
シ
ド
モ
ア
日
本
紀
行
』
の
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
の
初
版
で
は
既
に
、「
瀬

戸
内
海
を
六
回
も
旅
し
て
い
る
と
、
季
節
や
昼
夜
さ
ま
ざ
ま
の
、
美
し
い
海
岸
を

見
て
き
た
。
」
(52)

と
書
か
れ
て
い
る
。
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
年
に
山
陽
鉄
道

が
下
関
ま
で
開
通
す
る
以
前
に
お
い
て
は
、
山
陽
路
は
海
路
が
重
宝
さ
れ
た
時
代

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
彼
女
が
厳
島
を
訪
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
初
版
の
『
シ

ド
モ
ア
日
本
紀
行
』
の
記
述
も
も
う
少
し
詳
し
い
も
の
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
シ
ド
モ
ア
が
こ
の
記
事
の
取
材
で
初
め
て
厳
島
を
訪
れ
た
時
期
は
、
記

事
の
内
容
や
写
真
か
ら
の
推
測
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
が
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
夏

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
の
シ
ド
モ
ア
の
二
番
目
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
か
ら
五
（
一
九
一
六
）
年
と
年
代
が
特
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
期
に
再
訪
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）
シ
ド
モ
ア
、
そ
の
後

シ
ド
モ
ア
は
、
現
在
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
』
（N

ational G
eographic

）

誌
で
本
邦
で
も
著
名
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
協
会

(N
ational G

eographic 

Society
)

に
、
創
設
間
も
な
い
一
八
九
○
年
に
入
会
し
て
い
る
。
彼
女
の
同
誌
へ
の
記
事
は

高
く
評
価
さ
れ
、
後
に
編
集
方
針
が
現
在
の
よ
う
な
写
真
を
重
点
と
し
た
も
の
に
変
わ
っ

た
こ
と
が
、写
真
を
得
意
と
す
る
彼
女
の
評
価
を
さ
ら
に
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
女
は
、

男
の
世
界
と
言
わ
れ
た
同
協
会
に
お
い
て
、
最
終
的
に
は
初
の
女
性
理
事
に
な
る
ま
で
の

名
声
を
得
た
の
で
あ
る
。(53)

そ
ん
な
彼
女
は
、「
不
朽
の
島
」
が
発
表
さ
れ
た
明
治
二
九
（
一

八
九
六
）
年
六
月
十
五
日
に
発
生
し
た
三
陸
大
津
波
の
被
災
地
を
取
材
し
、
同
誌
の
九
月

号
に
「
最
近
発
生
し
た
日
本
沿
岸
の
津
波
」(The Recent Earthquake W

ave on the Coast of 

Japan
)

(54)

と
題
し
て
写
真
入
り
の
記
事
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
は
、
被
災
後
に
ま
じ

め
な
校
長
が
自
分
の
家
族
を
探
し
に
行
く
前
に
、
御
真
影
を
安
全
な
場
所
に
避
難
さ
せ
た
、

と
当
時
の
世
相
を
反
映
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
津
波
」(Tsunam

i)

と

い
う
日
本
語
が
英
語
圏
に
紹
介
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
書
か
れ
た
論
文
(55)

で
は
、
こ
の
シ
ド

モ
ア
の
記
事
に
加
え
て
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
が
新
聞
社
に
寄
稿
し
た
記
事
の
二
つ
を
、

英
語
圏
で
の
「
津
波
」(Tsunam

i)

の
初
出
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ハ
ー
ン
の

記
事
は
自
身
の
現
地
取
材
に
拠
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。
シ
ド
モ
ア
は
自
ら
現
地
で
取

材
し
、
「
津
波
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
八
年
十
一
月
四
日
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
(56)

に
、
前
日
に
ス
イ
ス

の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
行
わ
れ
た
シ
ド
モ
ア
の
葬
儀
の
模
様
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
家
族
の
い

な
い
シ
ド
モ
ア
が
ア
メ
リ
カ
領
事
に
宛
て
た
遺
書
で
は
、
葬
儀
も
行
わ
ず
火
葬
し
、
遺
灰

は
礼
儀
に
か
な
っ
た
方
法
で
分
配
し
て
欲
し
い
と
い
う
慎
ま
し
い
も
の
だ
っ
た
。
日
本
政

府
の
要
望
に
よ
り
、
遺
灰
の
一
部
は
横
浜
に
埋
葬
さ
れ
、
日
本
で
亡
く
な
っ
た
母
や
兄
と

と
も
に
眠
っ
て
い
る
。

三　

お
わ
り
に

古
く
は
、
広
島
市
の
西
部
地
域
（
現
佐
伯
区
）
が
厳
島
の
荘
園
領
地
で
あ
っ
た
中
世
に

遡
る
が
、
浅
野
氏
以
降
は
城
下
の
遊
郭
・
芝
居
小
屋
等
は
禁
止
さ
れ
、
厳
島
に
の
み
許
さ

れ
る
な
ど
、
広
島
と
厳
島
の
関
係
は
緊
密
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
管
弦
祭
に
お
い
て
も
、

城
下
の
各
町
が
競
っ
て
御
供
船
を
出
し
、
管
弦
船
を
曳
く
漕
船
の
一
艘
を
江
波
か
ら
出
す

な
ど
、
城
下
こ
ぞ
っ
て
の
祝
祭
で
あ
っ
た
。
広
島
市
域
は
厳
島
と
信
仰
は
も
と
よ
り
祭
礼

や
遊
行
に
お
い
て
も
、
深
く
結
び
つ
い
て
き
た
歴
史
を
持
つ
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
広
島
市
と
厳
島
と
の
密
接
な
関
係
も
近
代
の
到
来
と
と
も
に
大

き
く
変
容
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
山
陽
鉄
道
が
徳
山
ま
で
延
伸
さ

れ
、
対
岸
に
「
宮
島
駅
」
が
設
置
さ
れ
た
明
治
三
○
年
九
月
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
鉄
道

延
伸
に
呼
応
し
て
、
対
岸
の
大
野
町
と
の
間
に
渡
船
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
(57)

厳
島
参

詣
の
人
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
宮
島
に
参
詣
せ
ん
と
す
る
も
の
は
先
づ
広
島
に
集
り
、
而
し
て
本
川
元
安
川
又

は
京
橋
よ
り
渡
船
し
、
宮
島
へ
参
詣
し
た
る
後
に
も
ま
た
必
ず
広
島
に
立
ち
戻
り

た
る
上
、
其
れ
其
れ
土
産
物
を
買
い
整
え
帰
郷
す
る
を
常
と
せ
り
」
と
い
う
状
態

で
あ
っ
た
の
が
、
「
汽
車
の
開
通
に
伴
い
（
略
）
自
然
客
足
を
広
島
市
に
留
む
る

こ
と
少
な
き
に
至
り
」(58)

シ
ド
モ
ア
が
描
い
た
厳
島
は
、
鉄
道
の
延
伸
に
よ
り
ま
さ
に
「
広
島
」
と
「
厳
島
」

と
の
関
係
が
変
貌
す
る
前
の
姿
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
近
代
化
に
勤
し
む
日
本
に

あ
っ
て
、
さ
ら
に
戦
時
の
国
内
の
先
端
と
な
っ
た
「
広
島
」
の
姿
は
、
と
り
わ
け
古
よ

り
の
日
本
の
姿
を
残
す
「
厳
島
」
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
自
然
史
国
立
博
物
館
国
立
文
化
人
類

学
資
料
館
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
図
書
館
お
よ
び
広
島
市
立
中
央
図
書
館
に
対
し
て
、
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
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一　

は
じ
め
に

こ
の
三
月
、
米
国
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
有
名
な
ポ
ト
マ
ッ
ク
河
畔
の
桜
ま
つ
り

が
植
樹
百
周
年
を
迎
え
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
こ
の
日
米
友
好
の
象
徴
で
あ
る
桜
の
植
樹
に

つ
い
て
は
、
エ
リ
ザ
・
Ｒ
・
シ
ド
モ
ア

(Eliza Ruham
ah Scidm

ore)

（
図
１
）
と
い
う
一

人
の
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
立
役
者
と
な
っ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。 (1)

ま
た
、

最
初
に
彼
女
が
提
案
し
て
か
ら
、
二
四
年
に
お
よ
ぶ
奮
闘
が
実
現
の
要
で
あ
っ
た
こ
と
も
、

米
国
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
(2)

そ
の
シ
ド
モ
ア
が
明
治
二
○
年
代
に
厳
島
を
訪
れ
、
彼
女
が

書
い
た
記
事
（
図
２
）
が
当
時
の
米
国
の
人
気
雑
誌
へ
紀
行
文
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、

現
在
で
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
記
事
が
発
行
さ
れ
た
当
時
は
、
地
元

の
『
芸
備
日
々
新
聞
』
に
お
い
て
も
い
ち
早
く
報
道
さ
れ
、
米
国
人
が
厳
島
を
絶
賛
し
た

こ
と
を
少
々
興
奮
気
味
に
伝
え
て
い
る
。

明
治
二
九
年
九
月
二
九
日　

宮
島
の
風
景
欧
人
の
筆
に
上
が
る

八
月
発
兌
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
雑
誌
を
見
る
に
、
我
宮
島
の
風
景
を
賞
す
る
一
篇
の

長
文
を
載
せ
た
り
、
記
者
は
宮
島
を
以
っ
て
瀬
戸
内
海
に
於
け
る
神
聖
な
る
一
島

と
称
し
、「
不
朽
の
島
」
と
呼
び
、
口
を
極
め
て
其
風
景
の
佳
絶
な
る
を
説
き
た
る
末
、

同
島
の
人
民
に
接
す
る
に
性
質
醇
朴
に
し
て
、
宛
ら
上
古
の
民
に
逢
ふ
の
感
あ
り
、

蓋
し
日
本
近
時
の
文
明
に
後
る
ゝ
こ
と
百
年
な
り
と
云
ふ
も
可
な
ら
ん
、
外
人
の

日
本
に
遊
ぶ
も
の
杖
を
宮
島
に
曳
く
を
忘
る
べ
か
ら
ず
と
結
べ
り
、
宮
島
天
成
の

麗
質
は
勢
力
あ
る
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
の
筆
に
依
り
て
愈
よ
発
揮
せ
ら
れ
、
将
来
欧
人

の
宮
島
に
遊
ぶ
も
の
益
々
多
か
る
べ
し 

(3)

こ
の
記
事
の
著
者
で
あ
る
シ
ド
モ
ア
に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
評
伝
が
存
在
し
な
い

た
め
限
ら
れ
た
資
料
に
依
る
こ
と
に
な
る
が
、
少
し
紹
介
し
て
み
た
い
。
シ
ド
モ
ア
は
一

八
五
六
年
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
マ
デ
ィ
ソ
ン

(M
adison, W

isconsin
)

(4)

に
お
い
て
、
宣

教
師
の
一
家
に
生
ま
れ
た
。
一
八
七
四
年
オ
バ
ー
リ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ

(O
berlin C

ollege)

卒
業
後
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
上
流
階
級
に
つ
い
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
等
へ
執
筆
し

た
こ
と
か
ら
、
本
格
的
に
執
筆
業
に
つ
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ア
ラ
ス
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
ア
ジ
ア
を
旅
し
、
そ
の
地
の
紀
行
文
や
政
治
情
勢
等
を
、『
ハ
ー
パ
ー
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー

(H
arper’s W

eekly) 

』
、
『
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク(O

utlook) 

』
、
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー(C

entury) 

』

等
の
雑
誌
へ
寄
稿
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
ラ
ス
カ
に
関
す
る
著
作
(5)

で
紀
行
作
家
と
し
て

の
名
声
を
得
た
こ
と
を
手
始
め
に
、
中
国
、
ジ
ャ
ワ
、
イ
ン
ド
等
各
地
の
旅
行
記
を
出
版

し
て
い
る
。
日
本
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、『
シ
ド
モ
ア
日
本
紀
行
』 

(6)

や
『
日
露

戦
争
下
の
日
本 

―
 

ハ
ー
グ
条
約
の
命
ず
る
ま
ま
に 

ロ
シ
ア
軍
人
捕
虜
の
妻
の
日
記
』 (7)

が
知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
雑
誌
、
機
関
誌
等
へ
の
寄
稿
も
数
多
く
あ
る
。
シ
ド
モ
ア
の
文

章
の
特
徴
と
し
て
は
、
各
地
の
文
化
・
政
治
・
歴
史
の
記
述
に
加
え
て
、
旅
行
者
と
し
て

の
個
人
的
体
験
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。(8)

シ
ド
モ
ア
は
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
二
七
歳
の
時
に
、
駐
日
外
交
官
と
し
て
横
浜

に
居
住
す
る
兄
を
訪
れ
た
の
が
初
来
日
で
、(9)

後
に
母
が
兄
と
と
も
に
日
本
で
暮
ら
し
は
じ

め
た
こ
と
も
あ
り
、
以
後
、
各
国
へ
の
取
材
旅
行
の
合
間
に
、
何
度
も
日
本
と
米
国
ワ
シ

ン
ト
ン
と
を
往
復
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
女
は
親
日
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
前
述

の
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
の
桜
の
植

樹
以
外
に
も
、
『
日
露
戦
争

下
の
日
本 

―
 

ハ
ー
グ
条
約

の
命
ず
る
ま
ま
に 

ロ
シ
ア

軍
人
捕
虜
の
妻
の
日
記
』
に

お
い
て
日
本
の
戦
時
捕
虜
に

対
す
る
扱
い
を
称
賛
し
(10)

、

明
治
四
一
（
一
九
○
八
）
年

に
は
勲
六
等
宝
冠
章
を
授
章

し
て
い
る
。(11)

こ
う
し
た
知
日
家
で
あ
る
シ
ド
モ
ア
が
厳
島
を
訪
れ
た
の
は
、
後
述
す
る
と
お
り
明
治

二
七
（
一
八
九
四
）
年
夏
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
二
年
後
に
記
事
を
載
せ
た
雑
誌

が
発
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
に
外
国
人
が
厳
島
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
と
し

て
は
、
ち
ょ
う
ど
シ
ド
モ
ア
の
一
年
前
、
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
の
夏
に
日
本
へ
の

公
式
訪
問
の
一
環
で
厳
島
に
立
ち
寄
っ
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
子
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ

ナ
ン
ト
に
よ
る
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
子
の
日
本
日
記
』
(12)

が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
比

べ
る
と
、
「
不
朽
の
島
」
は
、
無
類
の
知
日
家
と
し
て
の
豊
富
な
知
識
を
背
景
に
、
紀
行
作

家
と
し
て
の
確
か
な
観
察
力
と
豊
か
な
表
現
力
を
持
っ
て
綴
ら
れ
て
い
る
た
め
、
当
時
の

厳
島
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

さ
て
、
こ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン

(The C
entury 

M
agazine )

 

』
誌
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
発
行
元
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
社

(The 

C
entury C

om
pany

)

は
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
設
立
さ
れ
、
設

立
当
初
か
ら
の
定
期
刊
行
誌
で
あ
る
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
』
誌
は
一
八
八
○
年

代
お
よ
び
一
八
九
○
年
代
に
お
け
る
最
高
の
一
般
雑
誌
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、

南
北
戦
争
の
歴
史
を
あ
つ
か
っ
た
「
戦
争
シ
リ
ー
ズ(W

ar Series)

」
は
、
明
治
十
七
（
一

八
八
四
）
年
か
ら
三
年
余
り
続
け
ら
れ
、
南
北
両
軍
の
将
軍
か
ら
一
兵
卒
ま
で
の
手
記
や

二
千
点
以
上
の
木
版
画
で
人
気
を
博
し
、
そ
の
発
行
部
数
は
二
五
万
部
に
倍
増
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
商
業
的
成
功
の
後
に
二
○
世
紀
に
入
る
と
、

廉
価
な
雑
誌
や
新
聞
と
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
消
え
去
っ
て
い
っ
た
。(13)

シ
ド
モ
ア
の
厳
島

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
絶
頂
期
か
ら
徐
々
に
凋
落
し
つ
つ
も
、
ま
だ
名
声
を
保
っ

て
い
た
時
代
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
記
事
は
米
国
に
お
い
て
非
常
に
多
く
の
読
者

の
目
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二　

シ
ド
モ
ア
が
見
た
明
治
中
期
の
厳
島

（
１
）
白
木
の
社
殿
と
大
鳥
居

シ
ド
モ
ア
が
訪
れ
た
時
期
の
厳
島
は
、
現
在
と
は
そ
の
様
相
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
。

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
以
降
に
本
格
化
し
た
神
仏
分
離
に
よ
り
、
仏
教
的
と
さ
れ
た
厳

島
神
社
社
殿
は
丹
色
の
塗
装
が
剥
が
さ
れ
、
大
鳥
居
と
と
も
に
長
ら
く
白
木
を
露
わ
に
し

た
姿
で
人
々
の
目
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
神
社
社
殿
は
、
明
治
三
五
（
一
九
○
二
）
年
の
修

繕
の
際
に
(14)

、
大
鳥
居
は
明
治
四
二
（
一
九
○
九
）
年
の
修
繕
の
際
に
、
と
も
に
丹
塗
り
の

姿
に
戻
さ
れ
て
い
る
。(15)

こ
の
こ
と
は
、
記
事
本
文
に
お
い
て
も
、
符
合
す
る
部
分
が
あ
る
。

記
事
前
半
の
厳
島
神
社
社
殿
や
大
鳥
居
に
つ
い
て
触
れ
た
箇
所
に
お
い
て
は
、
建
物
等
に

つ
い
て
の
色
彩
の
記
述
は
全
く
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
五
重
塔
に
触
れ
た
場
面
で
は
じ
め

て
丹
色(red

)

と
い
う
色
の
表
現
が
現
れ
て
く
る
。

古
風
な
趣
の
あ
る
古
い
五
重
塔
は
、
積
み
重
ね
ら
れ
た
丹
色
の
屋
根
が
、
丘
の
木
々

を
見
事
に
か
き
分
け
て
い
る
。(16)

ま
た
、
大
鳥
居
に
触
れ
た
部
分
で
は
、
「
巨
大
な
ク
ス
ノ
キ
の
柱
の
間
に
小
船
で
浮
か
ん

で
み
る
と
、
ま
る
で
石
造
建
築
物
の
よ
う
に
壮
大
で
強
固
な
印
象
で
あ
る
。」
(17)

と
そ
の
壮

大
さ
を
石
造
建
築
物
に
喩
え
て
い
る
が
、
当
時
の
大
鳥
居
が
丹
塗
り
で
な
く
白
木
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
印
象
を
与
え
た
こ
と
に
関
係
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
社
殿
等
の
色
彩
以
外
に
も
外
観
上
の
差
異
と
し
て
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
に
、

神
社
に
ふ
さ
わ
し
い
棟
飾
り
と
し
て
屋
根
に
千
木
・
勝
男
木
（
ち
ぎ
・
か
つ
お
ぎ
）

が
取
り
付
け
ら

れ
た
が
(18)

、
こ
れ
ら
は
明
治
三
○
年
代
に
始
め
ら
れ
た
各
社
殿
の
修
繕
の
際
に
取
り
外
さ
れ

て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。(19)

後
述
す
る
よ
う
に
当
時
シ
ド
モ
ア
が
厳
島
滞
在
時
に
撮
影
し

た
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
も
千
木
・
勝
男
木
が
写
さ
れ
て
い
る
。
（
図
３
）

こ
れ
ら
の
棟
飾
り
の
大
き
さ
と
比
べ
て
、
厳
島
神
社
が
複
数
の
社
殿
や
回
廊
で
構
成
さ
れ

た
大
き
な
建
物
群
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
際
立
っ
た
印
象
は
な
か
っ
た
の
も
し
れ

な
い
。

厳
島
神
社
社
殿
や
大
鳥
居
が
白
木
に
さ
れ
た
原
因
と
な
っ
た
神
仏
分
離
令
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
厳
島
神
社
そ
の
も
の
の
存
亡
の
危
機
で
も
あ
っ
た
と
さ
れ
、
「
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ

た
某
大
参
事
は
、
そ
の
社
殿
を
仏
式
な
る
と
見
て
直
ち
に
社
殿
を
焼
き
払
い
、
神
体
を
海

に
流
す
べ
き
事
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
千
年
以
上
も
代
々
棚
守
職
を
続
け
て
き
た

野
坂
家
の
当
主
元
延
は
、
そ
の
命
を
聞
い
て
驚
き
、
直
ち
に
家
宝
を
売
り
旅
費
と
な
し
、

身
命
を
賭
し
て
単
身
江
戸
に
上
が
り
、
朝
廷
に
嘆
願
し
て
や
っ
と
現
状
維
持
の
許
可
を
得

た
。
」
(20)

ま
た
、
「
別
当
職
の
大
聖
院
は
神
社
と
分
離
し
、
二
十
坊
は
滅
び
、
修
理
別
当
職
の

大
願
寺
も
独
立
し
、
諸
所
の
仏
像
が
多
く
こ
こ
に
集
め
ら
れ
、
大
経
堂
は
千
畳
閣
と
称
し

さ
ら
に
豊
国
神
社
と
改
称

し
て
厳
島
神
社
の
末
社
と

な
っ
た
。（
略
）
こ
の
ほ
か
、

本
地
堂
、
十
王
堂
、
地
蔵
堂
、

大
鐘
楼
、
輪
蔵
や
多
く
の

院
・
坊
は
廃
毀
さ
れ
、
」(21)

と
、

神
仏
分
離
が
比
較
的
平
穏

に
行
わ
れ
た
(22)

と
さ
れ
る
広

島
県
に
お
い
て
も
、
と
り

わ
け
神
社
仏
閣
が
濃
密
に

集
積
し
て
い
た
厳
島
に
お

い
て
は
、
大
き
な
影
響
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
シ

ド
モ
ア
も
、
こ
の
神
仏
分

離
に
と
も
な
う
廃
仏
毀
釈
に
つ
い
て
わ
ざ
わ
ざ
触
れ
て
お
り
(23)

、
二
○
年
以
上
前
の
出
来
事

で
は
あ
る
が
、
当
時
の
厳
島
に
お
い
て
な
お
忘
れ
が
た
い
大
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
当
時
の
厳
島
の
描
写
と
し
て
は
少
し
奇
妙
な
点
に
触
れ
て
み
た
い
。
シ
ド
モ

ア
の
記
事
で
は
、
海
岸
沿
い
の
参
道
の
様
子
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
村
の
端
の
海
岸
沿
い
に
は
、
各
梁
や
柱
が
一
枚
石
の
大
島
石“O

shim
a 

granite”

で
で
き
た
堂
々
と
し
た
鳥
居
が
建
っ
て
お
り
、
聖
地
へ
の
入
り
口
を
表

し
て
い
る
。(24)

厳
島
神
社
参
道
の
入
口
に
あ
る
、
高
さ
十
ｍ
あ
ま
り
の
石
造
の
大
鳥
居
は
『
宮
島
町
史
』  

(25)

に
よ
れ
ば
明
治
三
八
（
一
九
○
五
）
年
建
立
と
さ
れ
て
お
り
、
シ
ド
モ
ア
が
訪
れ
た
明
治

二
七
（
一
八
九
四
）
年
よ
り
も
、
さ
ら
に
は
こ
の
記
事
を
掲
載
し
た
雑
誌
が
発
行
さ
れ
た

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
よ
り
も
後
の
建
立
と
な
り
、
記
事
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、こ
の
建
立
時
期
が
推
定
さ
れ
た
記
述
を
詳
し
く
検
討
し
て
み
る
と
、
明
治
二
七
（
一

八
九
四
）
年
と
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
に
、
件
の
石
大
鳥
居
が
描
か
れ
た
絵
図
が
発

行
さ
れ
て
お
り 

(26)

、
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
シ
ド
モ
ア
の
記
事
と
の
整
合
性
は
保
た
れ
る
。
と

こ
ろ
が
、
当
文
献
に
お
い
て
は
、
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
に
買
い
求
め
た
と
さ
れ
る

写
真
に
当
該
石
大
鳥
居
が
写
っ
て
い
な
い
こ
と
、
明
治
三
八
（
一
九
○
五
）
年
に
「
石
鳥

居
上
棟
式
」
の
件
で
出
県
し
た
稟
請
記
事
が
あ
る
こ
と
(27)

、
等
を
も
っ
て
建
立
年
代
が
推

定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
土
産
物
で
販
売
さ
れ
て
い
る
写
真
や
絵
葉
書
の
撮
影
な
い
し
作

成
時
期
は
、
販
売
時
期
と
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
む
し
ろ
内
容
的
に
は
古
い
撮
影
時
期
の
も

の
が
、
そ
の
ま
ま
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
現
に
、
大
正
八
（
一

九
一
九
）
年
の
写
真
帖
に
千
木
・
勝
男
木
を
載
せ
た
本
社
本
殿
が
写
っ
て
い
る
(28)

こ
と
は
、

明
治
三
四
（
一
九
○
一
）
年
に
は
じ
ま
っ
た
大
修
理
の
際
に
、
遅
く
と
も
明
治
三
二
（
一
八

九
九
）
年
に
は
こ
れ
ら
が
外
さ
れ
た
と
す
る
説
明
(29)

と
も
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
景
観
で
あ
る
。

異
な
る
二
つ
の
絵
図
に
お
い
て
、
御
笠
浜
と
い
う
同
じ
場
所
に
、
偶
然
に
存
在
し
な
い
は
ず

の
大
鳥
居
が
描
か
れ
た
こ
と
は
非
常
に
奇
妙
で
あ
り
、
新
た
に
こ
の
シ
ド
モ
ア
の
記
事
を
考

察
に
加
え
る
と
、
こ
の
時
期
に
石
大
鳥
居
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
絵
馬
等
の
奉
納
品

厳
島
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
は
、
元
々
は
廻
廊
や
社
殿
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
で

参
詣
者
も
こ
れ
ら
を
楽
し
み
な
が
ら
参
拝
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
も
、
「
本
社
に
献

ず
る
と
こ
ろ
、
新
古
の
絵
馬
、
両

宮
三
棟
拝
殿
よ
り
、
東
西
廻
廊
に

至
ま
で
、
高
下
左
右
、
す
き
ま
も

な
く
掛
連
ね
、
其
数
幾
百
枚
な
る

を
し
ら
ず
、
」
(30)

ま
た
、
「
著
名
な

画
家
の
絵
馬
も
多
く
全
体
に
質
の

高
さ
は
特
筆
さ
れ
る
。
」(31)

と
質
量

と
も
に
相
当
な
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
屋

根
の
下
と
は
い
え
そ
の
環
境
は
吹
き
さ
ら
し
で
あ
り
、
劣
化
も
激
し
く
、
嵐
等
で
流
失
し

て
失
わ
れ
る
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
よ
う
で
、
明
治
三
四
年
の
大
修
理
以
降
は
取
り
外
さ
れ

千
畳
閣
（
豊
国
神
社
）
へ
掛
け
か
え
ら
れ
た
。
(32) 　

現
在
、
そ
の
一
部
は
厳
島
神
社
宝
物
館

に
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

シ
ド
モ
ア
の
記
事
は
、
こ
れ
ら
の
絵
馬
が
廻
廊
等
か
ら
外
さ
れ
る
前
の
時
期
で
あ
り
、

案
内
人
の
詳
し
す
ぎ
る
説
明
に
閉
口
し
な
が
ら
も
、
そ
の
数
点
に
言
及
し
て
い
る
。

案
内
人
た
ち
は
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
お
い
て
、

古
美
術
の
展
示
と
し
て
貸
し
出
さ
れ
た
、
四
世
紀
前
の
著
名
人
の
肖
像
画
を
ま
ず

最
初
に
示
し
な
が
ら
、
奉
納
絵
馬
の
廻
廊
で
も
興
奮
気
味
に
説
明
す
る
。
(33)

こ
れ
は
、
同
博
覧
会
へ
出
品
さ
れ
た
厳
島
神
社
の
絵
馬
七
点
の
う
ち
六
点
が
人
物
画
と

思
わ
れ
る
中
で
、
原
文
の
表
現

(series of portraits of celebrities)

に
最
も
符
合
す
る

も
の
と
し
て
は
、「
扇
面
形
三
十
六
歌
仙
ノ
図
」
（
寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
）
(34)

(35)

が
あ
る
。

ち
な
み
に
、こ
れ
が
描
か
れ
た
時
期
は
お
お
ま
か
に
三
世
紀
前
（
二
七
一
年
前
）
と
な
り
「
四

世
紀
前
」
と
は
一
致
し
な
い
が
、
厳
島
神
社
の
奉
納
品
か
ら
出
品
さ
れ
た
最
も
古
い
作
品

で
も
天
文
二
一
（
一
五
五
二
）
年
す
な
わ
ち
三
四
四
年
前
で
あ
り
、
ぴ
た
り
と
該
当
す
る

も
の
は
な
い
。
そ
の
他
の
絵
馬
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
検
討
す
る
と
、

最
も
著
名
な
も
の
は
（
森
）
祖
仙
（Sosen

）
に
よ
る
、
比
類
な
く
ふ
わ
ふ
わ
の
毛

の
一
匹
の
猿
が
、
宮
島
の
鹿
の
背
に
乗
っ
た
も
の
だ
。(36)

に
つ
い
て
は
、
幕
末
期
の
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
に
六
七
面
の
絵
馬
が
模
写
さ
れ
た
『
厳

島
絵
馬
鑑
』(37)

に
載
る
森
祖
仙
作
「
猿
鹿
に
乗
る
の
図
」(

図
４)

と
符
合
す
る
。
ま
た
、

少
し
変
わ
っ
た
も
と
し
て
二
五
○
年
前
に
初
め
て
長
崎
に
来
港
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船

の
絵
(38)

に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
河
野
盛
信
作
「
阿
蘭
陀
船
入
津
之
図
」（
図
５
）
承
応
二
（
一

六
五
三
）
年
(39)

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
同
時
期
に
奉
納
さ
れ
た
同
じ
絵
師
の
作

品
「
南
蛮
船
図
」
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
(40)

が
、
厳
島
神
社
宝
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
絵
馬
で
は
な
い
が
、
広
島
市
が
寄
贈
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
「
巨
大
な
ブ
ロ
ン

ズ
の
羅
針
盤
」（
図
６
）(41)
に
つ
い
て
も
、
符
合
す
る
も
の
が
千
畳
閣
に
吊
る
さ
れ
て
い
る
が
、

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
市
制
施
行
し
た
広
島
市
が
寄
附
し
た
か
ど
う
か
は
、
現
地

の
記
録
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
羅
針
盤
と
い
う
珍
し
い
奉
納
品
か
ら
船
と
の
関
係
も
示

唆
さ
れ
る
た
め
、
明
治
二
三
（
一
八
九
○
）
年
に
落
成
式
を
行
っ
た
宇
品
築
港
と
の
関
係

も
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
絵
馬
の
ほ
か
に
、
手
水
鉢
や
玉
垣
に
加
え
て
「
薩
摩
の
反
乱
で
亡
く
な
っ
た

兵
士
た
ち
の
記
念
碑
」
(42)

と
し
て
『
広
島
県
壮
兵
殉
難
碑
』
に
触
れ
る
な
ど
、
一
か
月
以
上

の
長
期
滞
在
と
い
う
状
況
も
加
わ
っ
て
か
、
非
常
に
細
か
な
点
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

（
３
）
挿
絵
と
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
の
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

全
体
で
十
二
頁
か
ら
な
る
「
不
朽
の
島
」
に
は
、
全
部
で
十
二
点
の
木
版
画
と
思
わ
れ

る
挿
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
う
ち
八
点
に
は
「
写
真
を
基
に
し
た
」
（“ FRO

M
 A

 

PH
O

TO
G

RA
PH

 ”

）
と
い
う
注
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
写
真
の
所
在
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
公
開
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ネ
ル
大
学
図

書
館

(C
ornell U

niversity Library )
 

(43)

で
は
な
く
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
自
然
史
国
立
博
物
館

国

立

文

化

人

類

学

資

料

館
（N

ational A
nthropological A

rchives,  Sm
ithsonian 

N
ational M

useum
 of N

atural H
istory

）
に
、
日
本
ば
か
り
か
中
国
等
も
含
め
た
四
○
○

点
以
上
の
シ
ド
モ
ア
の
写
真
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
厳
島
滞
在
中
の
写
真
も
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
撮
影
さ
れ
た
内
容
か
ら
、
四
○
点
に
つ
い
て
は
厳
島
で

撮
影
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
が
、
三
三
点
（
便
宜
的
に
「
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

と
呼
ぶ
）
に
つ
い
て
は
こ
の
記
事
の
内
容
と
符
合
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
事
の
た
め
に

厳
島
を
訪
れ
た
時
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
残
り
七
点
（
右
記
に
同
じ
く
「
第

二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ぶ
）
に
つ
い
て
は
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
に
よ
り
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）

年
か
ら
五
（
一
九
一
六
）
年
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
詳
細
は
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
少
な
く
と
も
厳
島
に
関
係
し
て
い
る
写
真
そ
の
も
の

は
、
約
四

×

五
イ
ン
チ
（
一
○×

一
二
・
五
セ
ン
チ
）
の
鶏
卵
紙
の
プ
リ
ン
ト

（album
en print

）
で
、
台
紙
に
マ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
第
二
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
ガ
ラ
ス
乾
板
で
あ
る
。
写
真
に
は
、
撮
影
場
所
や
撮
影
日
等
の
詳
し
い
説
明
が
な
い

た
め
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
で
も
こ
れ
ら
の
多
く
を
特
定
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

さ
て
、
挿
絵
の
基
に
な
っ
た
写
真
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
解
説
し
て
み
た
い
。
右
に
記

事
中
の
版
画
を
切
り
取
っ
た
も
の
、
左
に
基
と
な
っ
た
写
真
を
並
べ
て
み
る
と
、
「
櫓
を
漕

ぐ
船
頭
」(

図
７)

（
挿
絵
の
邦
題
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
、「
小
舟
に
集
ま
っ
た
少
年
達
」

（
図
８
）
、
「
賽
の
河
原
」
（
図
９
）
、
「
柴
を
運
ぶ
女
」
、
（
図
10
）
の
四
点
に
つ
い
て
は
、
全

く
同
じ
構
図
（
た
だ
し
、
人
物
等
が
一
部
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
）
の
写
真
が
残
っ

て
い
る
。「
沖
か
ら
見
た
厳
島
神
社
」（
図
11
）
と
「
鹿
に
餌
を
や
る
少
女
」（
図
12
）
、「
玉
取
祭
」

（
図
13
）
に
つ
い
て
は
、
類
似
し
た
写
真
は
あ
る
も
の
の
全
く
同
じ
も
の
は
な
い
。
「
鹿
に

餌
を
や
る
少
女
」
に
つ
い
て
は
、
複
数
枚
の
写
真
を
合
成
し
た
挿
絵
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
「
玉
取
祭
」
に
つ
い
て
は
、
撮
影
位
置
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
社
殿
の
み
の
写

真
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
玉
取
祭
の
様
子
を
想
像
だ
け
で
違
和
感
な
く

描
く
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
た
め
、
基
と
な
っ
た
写
真
は
失
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
櫓
の
場
所
が
客
神
社
祓
殿
（
ま
ろ
う
ど
じ
ん
じ
ゃ
は
ら
い
で
ん
）

の
正
面
に
描
か

れ
て
お
り
、
現
在
執
り
行
わ
れ
て
い
る
大
鳥
居
側
と
は
異
な
る
。
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）

年
奉
納
の
里
見
雲
嶺
作
の
絵
馬
(44)

に
、
同
じ
位
置
で
櫓
を
組
ん
だ
「
玉
取
祭
」
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
は
こ
の
場
所
で
執
り
行
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
「
千
畳
閣
と
五
重
塔
」
（
図

14-

1
）
に
つ
い
て
も
該
当
す
る
写
真
は
残
さ
れ
て
い

な
い
が
、
本
館
が
所
蔵
す
る
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
に
厳
島
で
購
入
さ
れ
た
写
真
帖
(45)

に
、

構
図
も
木
々
の
枝
ぶ
り
も
挿
絵
と
全
く
同
じ
写
真
（
図

14-

2
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
時
代
は
ま
だ
私
製
絵
葉
書
の
発
行
販
売
が
許
可
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
土
産
物
と
し
て

こ
の
写
真
帖
の
よ
う
に
プ
リ
ン
ト
を
直
接
台
紙
に
貼
っ
た
も
の
が
、
販
売
さ
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
シ
ド
モ
ア
も
こ
の
写
真
と
同
じ
場
所
で
写
真
を
撮
っ
た
か
、
ま
た
は
、

こ
う
し
た
写
真
帖
を
購
入
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
他
に
、
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
主
な
も
の
と
し
て
図
15
か
ら
23
ま
で
、
同
じ
く

第
二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
図
24
か
ら
26
ま
で
の
計
十
二
枚
を
掲
載
し
た
。
図
22
は
写
真
で

は
判
然
と
し
な
い
が
原
題
は
「
濡
れ
た
祠
の
仏
画
へ
水
を
か
け
る
た
め
の
柄
杓
」
、
図
23
は

「
神
社
で
天
照
の
神
に
祈
る
老
人
」
と
な
っ
て
お
り
、
何
れ
も
木
版
画
の
原
画
と
は
な
ら
な

か
っ
た
が
、
「
不
朽
の
島
」
に
関
係
す
る
写
真
だ
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
明
治
時
代
の
厳
島
に
は
、
陸
軍
の
砲
台
等
の
軍
事
施
設
が
数
多
く
あ
り
、
当

時
の
絵
葉
書
に
も
「
要
塞
司
令
部
許
可
済
」
等
検
閲
済
み
で
あ
る
こ
と
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

正
式
に
は
、
「
要
塞
近
傍
ニ
於
ケ
ル
水
陸
測
量
等
ノ
取
締
ニ
関
ス
ル
件
」
（
明
治
三
一
年
七

月
二
七
日
公
布
）
に
よ
り
撮
影
を
含
め
た
測
量
、
模
写
等
を
無
許
可
で
行
う
こ
と
が
禁
止

さ
れ
、
明
治
三
二
年
に
は
「
要
塞
地
帯
法
」
（
法
律
第
百
五
号　

明
治
三
二
年
七
月
一
四
日

公
布
）
と
い
う
法
令
に
よ
り
厳
格
に
定
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
厳
格
な
取
締
が
行
わ
れ
た

時
期
の
厳
島
に
お
け
る
、
外
国
人
の
写
真
撮
影
に
ま
つ
わ
る
事
件
等
に
つ
い
て
は
、
「
厳
島

が

〝

撮
影
禁
止

〟

だ
っ
た
こ
ろ　

室
浜
砲
台
、―

鷹
ノ
巣
低
・
高
砲
台
を
め
ぐ
っ
て―

』
(46)

で
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
不
朽
の
島
」
に
も
、
砲
台
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
。

「
中
秋
の
名
月
」
の
夜
、
船
頭
は
私
た
ち
を
日
没
に
海
岸
か
ら
か
な
り
離
れ
た
と
こ

ろ
へ
連
れ
て
行
き
、
島
の
防
御
の
た
め
に
十
か
所
あ
る
要
塞
の
う
ち
二
か
所
を
見

せ
た
。
砲
門
と
砲
郭
は
枝
葉
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
宇
品
へ
の
入
り

口
に
臨
む
、
狭
く
て
潮
の
速
い
海
峡
を
見
下
ろ
し
て
い
た
。(47)

当
時
は
、
日
清
戦
争
の
最
中
で
あ
り
、
厳
島
に
も
臨
時
砲
台
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、

本
格
的
に
は
明
治
三
十
年
代
か
ら
建
造
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 (48)

こ
う
し
た
な
か
に
お
い

て
、
シ
ド
モ
ア
に
よ
る
厳
島
の
写
真
が
多
数
残
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）

年
当
時
に
は
、
ま
だ
厳
格
な
取
締
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

（
４
）
厳
島
来
訪
の
時
期

シ
ド
モ
ア
は
こ
の
記
事
を
書
く
以
前
に
、
日
本
に
関
す
る
著
作
と
し
て
『
シ
ド
モ
ア
日

本
紀
行
』
の
初
版
(49)

を
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
に
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
三
五
（
一

九
○
二
）
年
に
改
訂
さ
れ
、
こ
の
改
訂
版
が
現
在
の
日
本
語
版
の
原
典
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
と
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
の
少
な
く
と
も
二

回
に
わ
た
り
初
版
の
増
刷
が
行
わ
れ
て
い
る
。
初
版
と
改
訂
版
の
原
典
を
比
較
し
て
み
る

と
、
厳
島
と
広
島
周
辺
の
記
述
が
大
き
く
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
初
版
の
「
第

三
六
章　

瀬
戸
内
海
と
長
崎
」
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
素
っ
気
な
い
ほ
ど
簡
単
な
記

述
で
あ
る
。

神
戸
か
ら
長
崎
ま
で
の
間
で
外
国
人
に
開
か
れ
て
い
る
港
は
、
政
府
の
海
軍
基
地

が
あ
る
広
島
だ
け
で
あ
り
、
外
国
人
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
た
め
に
上
陸
し

た
く
て
も
で
き
な
い
周
囲
の
沿
岸
の
中
で
、
唯
一
の
例
外
と
な
っ
て
い
る
。
(50)

（
筆

者
訳
）

一
方
、
初
版
か
ら
十
一
年
後
の
改
訂
版
で
は
、

多
く
の
古
い
城
下
町
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
、
瀬
戸
内
海
の
西
方
の
沿
岸
を
鉄
路
は

進
む
。
そ
の
う
ち
最
も
重
要
な
と
こ
ろ
は
広
島
で
あ
る
。
そ
の
城
に
は
陸
軍
の
司

令
部
が
あ
り
、
一
八
九
四
年
か
ら
一
八
九
五
年
の
戦
争
（
日
清
戦
争
）
の
間
、
天

皇
が
移
ら
れ
た
場
所
で
も
あ
る
。
帝
国
の
最
も
重
要
な
海
軍
港
は
呉
で
あ
り
、
海

軍
士
官
学
校
の
あ
る
江
田
島
が
、
そ
の
数
マ
イ
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
広
島

に
面
し
て
、
聖
な
る
島
で
あ
る
厳
島
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
日
本
三
景
の
一
つ
で
あ
り
、

奈
良
よ
り
も
素
敵
で
の
ど
か
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
日
本
三
景
で
あ
る
仙
台
湾
の
「
千

松
島
の
松
島
」
や
、
宮
津
湾
の
天
国
の
階
段
と
い
う
意
味
の
奇
妙
な
「
天
橋
立
」

の
ど
ち
ら
よ
り
も
、
美
し
い
風
景
と
見
事
な
建
物
が
あ
り
、
歴
史
や
伝
説
に
ま
つ

わ
る
面
白
さ
を
提
供
す
る
。
宮
島
に
お
い
て
は
、
人
が
生
ま
れ
た
り
、
死
ん
だ
り

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
は
、
神
道
の
女
神
、
市
杵
島
姫

と
彼
女
の
二
人
の
姉
妹
を
祀
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
正
式
に
は
、
女
性
は
こ

の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
社
殿
と
そ
の
回
廊
は
水
中
の
柱

の
上
に
建
て
ら
れ
、
水
上
の
巨
大
な
鳥
居
を
潜
っ
て
船
で
入
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

何
百
も
の
献
灯
が
海
岸
線
に
連
な
り
、
そ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
灯
さ
れ
る
。
聖
な
る

鹿
が
あ
ち
こ
ち
で
歩
き
回
っ
て
お
り
、
そ
こ
は
と
て
も
の
ど
か
で
平
穏
な
の
で
、

木
々
で
覆
わ
れ
た
岬
や
高
台
に
砲
台
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
気
づ
か
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
こ
の
要
塞
地
帯
で
の
ス
ケ
ッ
チ
や
撮
影
は
厳
し

く
禁
止
さ
れ
て
い
る
。(51)

（
筆
者
訳
）

と
そ
の
記
述
は
初
版
と
比
べ
て
格
段
に
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
二
九
年
の
「
不

朽
の
島
」
が
基
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
シ
ド
モ
ア
が
こ
の
記
事
を
書

く
た
め
に
厳
島
を
訪
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
シ
ド
モ
ア
の
厳
島
訪
問
の
旅
程
も
含
め
て
、

正
確
な
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
記
事
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
特
に
日
清
戦
争

の
平
壌
陥
落
を
祝
っ
た
灯
明
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
関
し
て
は
、
正
式
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
事
実
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。

　

『
シ
ド
モ
ア
日
本
紀
行
』
の
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
の
初
版
で
は
既
に
、「
瀬

戸
内
海
を
六
回
も
旅
し
て
い
る
と
、
季
節
や
昼
夜
さ
ま
ざ
ま
の
、
美
し
い
海
岸
を

見
て
き
た
。
」
(52)

と
書
か
れ
て
い
る
。
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
年
に
山
陽
鉄
道

が
下
関
ま
で
開
通
す
る
以
前
に
お
い
て
は
、
山
陽
路
は
海
路
が
重
宝
さ
れ
た
時
代

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
彼
女
が
厳
島
を
訪
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
初
版
の
『
シ

ド
モ
ア
日
本
紀
行
』
の
記
述
も
も
う
少
し
詳
し
い
も
の
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
シ
ド
モ
ア
が
こ
の
記
事
の
取
材
で
初
め
て
厳
島
を
訪
れ
た
時
期
は
、
記

事
の
内
容
や
写
真
か
ら
の
推
測
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
が
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
夏

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
の
シ
ド
モ
ア
の
二
番
目
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
か
ら
五
（
一
九
一
六
）
年
と
年
代
が
特
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
期
に
再
訪
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）
シ
ド
モ
ア
、
そ
の
後

シ
ド
モ
ア
は
、
現
在
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
』
（N

ational G
eographic

）

誌
で
本
邦
で
も
著
名
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
協
会

(N
ational G

eographic 

Society
)

に
、
創
設
間
も
な
い
一
八
九
○
年
に
入
会
し
て
い
る
。
彼
女
の
同
誌
へ
の
記
事
は

高
く
評
価
さ
れ
、
後
に
編
集
方
針
が
現
在
の
よ
う
な
写
真
を
重
点
と
し
た
も
の
に
変
わ
っ

た
こ
と
が
、写
真
を
得
意
と
す
る
彼
女
の
評
価
を
さ
ら
に
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
女
は
、

男
の
世
界
と
言
わ
れ
た
同
協
会
に
お
い
て
、
最
終
的
に
は
初
の
女
性
理
事
に
な
る
ま
で
の

名
声
を
得
た
の
で
あ
る
。(53)

そ
ん
な
彼
女
は
、「
不
朽
の
島
」
が
発
表
さ
れ
た
明
治
二
九
（
一

八
九
六
）
年
六
月
十
五
日
に
発
生
し
た
三
陸
大
津
波
の
被
災
地
を
取
材
し
、
同
誌
の
九
月

号
に
「
最
近
発
生
し
た
日
本
沿
岸
の
津
波
」(The Recent Earthquake W

ave on the Coast of 

Japan
)

(54)

と
題
し
て
写
真
入
り
の
記
事
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
は
、
被
災
後
に
ま
じ

め
な
校
長
が
自
分
の
家
族
を
探
し
に
行
く
前
に
、
御
真
影
を
安
全
な
場
所
に
避
難
さ
せ
た
、

と
当
時
の
世
相
を
反
映
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
津
波
」(Tsunam

i)

と

い
う
日
本
語
が
英
語
圏
に
紹
介
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
書
か
れ
た
論
文
(55)

で
は
、
こ
の
シ
ド

モ
ア
の
記
事
に
加
え
て
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
が
新
聞
社
に
寄
稿
し
た
記
事
の
二
つ
を
、

英
語
圏
で
の
「
津
波
」(Tsunam

i)

の
初
出
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ハ
ー
ン
の

記
事
は
自
身
の
現
地
取
材
に
拠
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。
シ
ド
モ
ア
は
自
ら
現
地
で
取

材
し
、
「
津
波
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
八
年
十
一
月
四
日
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
(56)

に
、
前
日
に
ス
イ
ス

の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
行
わ
れ
た
シ
ド
モ
ア
の
葬
儀
の
模
様
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
家
族
の
い

な
い
シ
ド
モ
ア
が
ア
メ
リ
カ
領
事
に
宛
て
た
遺
書
で
は
、
葬
儀
も
行
わ
ず
火
葬
し
、
遺
灰

は
礼
儀
に
か
な
っ
た
方
法
で
分
配
し
て
欲
し
い
と
い
う
慎
ま
し
い
も
の
だ
っ
た
。
日
本
政

府
の
要
望
に
よ
り
、
遺
灰
の
一
部
は
横
浜
に
埋
葬
さ
れ
、
日
本
で
亡
く
な
っ
た
母
や
兄
と

と
も
に
眠
っ
て
い
る
。

三　

お
わ
り
に

古
く
は
、
広
島
市
の
西
部
地
域
（
現
佐
伯
区
）
が
厳
島
の
荘
園
領
地
で
あ
っ
た
中
世
に

遡
る
が
、
浅
野
氏
以
降
は
城
下
の
遊
郭
・
芝
居
小
屋
等
は
禁
止
さ
れ
、
厳
島
に
の
み
許
さ

れ
る
な
ど
、
広
島
と
厳
島
の
関
係
は
緊
密
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
管
弦
祭
に
お
い
て
も
、

城
下
の
各
町
が
競
っ
て
御
供
船
を
出
し
、
管
弦
船
を
曳
く
漕
船
の
一
艘
を
江
波
か
ら
出
す

な
ど
、
城
下
こ
ぞ
っ
て
の
祝
祭
で
あ
っ
た
。
広
島
市
域
は
厳
島
と
信
仰
は
も
と
よ
り
祭
礼

や
遊
行
に
お
い
て
も
、
深
く
結
び
つ
い
て
き
た
歴
史
を
持
つ
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
広
島
市
と
厳
島
と
の
密
接
な
関
係
も
近
代
の
到
来
と
と
も
に
大

き
く
変
容
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
山
陽
鉄
道
が
徳
山
ま
で
延
伸
さ

れ
、
対
岸
に
「
宮
島
駅
」
が
設
置
さ
れ
た
明
治
三
○
年
九
月
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
鉄
道

延
伸
に
呼
応
し
て
、
対
岸
の
大
野
町
と
の
間
に
渡
船
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
(57)

厳
島
参

詣
の
人
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
宮
島
に
参
詣
せ
ん
と
す
る
も
の
は
先
づ
広
島
に
集
り
、
而
し
て
本
川
元
安
川
又

は
京
橋
よ
り
渡
船
し
、
宮
島
へ
参
詣
し
た
る
後
に
も
ま
た
必
ず
広
島
に
立
ち
戻
り

た
る
上
、
其
れ
其
れ
土
産
物
を
買
い
整
え
帰
郷
す
る
を
常
と
せ
り
」
と
い
う
状
態

で
あ
っ
た
の
が
、
「
汽
車
の
開
通
に
伴
い
（
略
）
自
然
客
足
を
広
島
市
に
留
む
る

こ
と
少
な
き
に
至
り
」(58)

シ
ド
モ
ア
が
描
い
た
厳
島
は
、
鉄
道
の
延
伸
に
よ
り
ま
さ
に
「
広
島
」
と
「
厳
島
」

と
の
関
係
が
変
貌
す
る
前
の
姿
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
近
代
化
に
勤
し
む
日
本
に

あ
っ
て
、
さ
ら
に
戦
時
の
国
内
の
先
端
と
な
っ
た
「
広
島
」
の
姿
は
、
と
り
わ
け
古
よ

り
の
日
本
の
姿
を
残
す
「
厳
島
」
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
自
然
史
国
立
博
物
館
国
立
文
化
人
類

学
資
料
館
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
図
書
館
お
よ
び
広
島
市
立
中
央
図
書
館
に
対
し
て
、
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
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一　

は
じ
め
に

こ
の
三
月
、
米
国
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
有
名
な
ポ
ト
マ
ッ
ク
河
畔
の
桜
ま
つ
り

が
植
樹
百
周
年
を
迎
え
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
こ
の
日
米
友
好
の
象
徴
で
あ
る
桜
の
植
樹
に

つ
い
て
は
、
エ
リ
ザ
・
Ｒ
・
シ
ド
モ
ア

(Eliza Ruham
ah Scidm

ore)

（
図
１
）
と
い
う
一

人
の
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
立
役
者
と
な
っ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。 (1)

ま
た
、

最
初
に
彼
女
が
提
案
し
て
か
ら
、
二
四
年
に
お
よ
ぶ
奮
闘
が
実
現
の
要
で
あ
っ
た
こ
と
も
、

米
国
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
(2)

そ
の
シ
ド
モ
ア
が
明
治
二
○
年
代
に
厳
島
を
訪
れ
、
彼
女
が

書
い
た
記
事
（
図
２
）
が
当
時
の
米
国
の
人
気
雑
誌
へ
紀
行
文
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、

現
在
で
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
記
事
が
発
行
さ
れ
た
当
時
は
、
地
元

の
『
芸
備
日
々
新
聞
』
に
お
い
て
も
い
ち
早
く
報
道
さ
れ
、
米
国
人
が
厳
島
を
絶
賛
し
た

こ
と
を
少
々
興
奮
気
味
に
伝
え
て
い
る
。

明
治
二
九
年
九
月
二
九
日　

宮
島
の
風
景
欧
人
の
筆
に
上
が
る

八
月
発
兌
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
雑
誌
を
見
る
に
、
我
宮
島
の
風
景
を
賞
す
る
一
篇
の

長
文
を
載
せ
た
り
、
記
者
は
宮
島
を
以
っ
て
瀬
戸
内
海
に
於
け
る
神
聖
な
る
一
島

と
称
し
、「
不
朽
の
島
」
と
呼
び
、
口
を
極
め
て
其
風
景
の
佳
絶
な
る
を
説
き
た
る
末
、

同
島
の
人
民
に
接
す
る
に
性
質
醇
朴
に
し
て
、
宛
ら
上
古
の
民
に
逢
ふ
の
感
あ
り
、

蓋
し
日
本
近
時
の
文
明
に
後
る
ゝ
こ
と
百
年
な
り
と
云
ふ
も
可
な
ら
ん
、
外
人
の

日
本
に
遊
ぶ
も
の
杖
を
宮
島
に
曳
く
を
忘
る
べ
か
ら
ず
と
結
べ
り
、
宮
島
天
成
の

麗
質
は
勢
力
あ
る
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
の
筆
に
依
り
て
愈
よ
発
揮
せ
ら
れ
、
将
来
欧
人

の
宮
島
に
遊
ぶ
も
の
益
々
多
か
る
べ
し 

(3)

こ
の
記
事
の
著
者
で
あ
る
シ
ド
モ
ア
に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
評
伝
が
存
在
し
な
い

た
め
限
ら
れ
た
資
料
に
依
る
こ
と
に
な
る
が
、
少
し
紹
介
し
て
み
た
い
。
シ
ド
モ
ア
は
一

八
五
六
年
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
マ
デ
ィ
ソ
ン

(M
adison, W

isconsin
)

(4)

に
お
い
て
、
宣

教
師
の
一
家
に
生
ま
れ
た
。
一
八
七
四
年
オ
バ
ー
リ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ

(O
berlin C

ollege)

卒
業
後
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
上
流
階
級
に
つ
い
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
等
へ
執
筆
し

た
こ
と
か
ら
、
本
格
的
に
執
筆
業
に
つ
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ア
ラ
ス
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
ア
ジ
ア
を
旅
し
、
そ
の
地
の
紀
行
文
や
政
治
情
勢
等
を
、『
ハ
ー
パ
ー
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー

(H
arper’s W

eekly) 

』
、
『
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク(O

utlook) 

』
、
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー(C

entury) 

』

等
の
雑
誌
へ
寄
稿
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
ラ
ス
カ
に
関
す
る
著
作
(5)

で
紀
行
作
家
と
し
て

の
名
声
を
得
た
こ
と
を
手
始
め
に
、
中
国
、
ジ
ャ
ワ
、
イ
ン
ド
等
各
地
の
旅
行
記
を
出
版

し
て
い
る
。
日
本
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、『
シ
ド
モ
ア
日
本
紀
行
』 

(6)

や
『
日
露

戦
争
下
の
日
本 

―
 

ハ
ー
グ
条
約
の
命
ず
る
ま
ま
に 

ロ
シ
ア
軍
人
捕
虜
の
妻
の
日
記
』 (7)

が
知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
雑
誌
、
機
関
誌
等
へ
の
寄
稿
も
数
多
く
あ
る
。
シ
ド
モ
ア
の
文

章
の
特
徴
と
し
て
は
、
各
地
の
文
化
・
政
治
・
歴
史
の
記
述
に
加
え
て
、
旅
行
者
と
し
て

の
個
人
的
体
験
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。(8)

シ
ド
モ
ア
は
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
二
七
歳
の
時
に
、
駐
日
外
交
官
と
し
て
横
浜

に
居
住
す
る
兄
を
訪
れ
た
の
が
初
来
日
で
、(9)

後
に
母
が
兄
と
と
も
に
日
本
で
暮
ら
し
は
じ

め
た
こ
と
も
あ
り
、
以
後
、
各
国
へ
の
取
材
旅
行
の
合
間
に
、
何
度
も
日
本
と
米
国
ワ
シ

ン
ト
ン
と
を
往
復
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
女
は
親
日
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
前
述

の
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
の
桜
の
植

樹
以
外
に
も
、
『
日
露
戦
争

下
の
日
本 

―
 

ハ
ー
グ
条
約

の
命
ず
る
ま
ま
に 

ロ
シ
ア

軍
人
捕
虜
の
妻
の
日
記
』
に

お
い
て
日
本
の
戦
時
捕
虜
に

対
す
る
扱
い
を
称
賛
し
(10)

、

明
治
四
一
（
一
九
○
八
）
年

に
は
勲
六
等
宝
冠
章
を
授
章

し
て
い
る
。(11)

こ
う
し
た
知
日
家
で
あ
る
シ
ド
モ
ア
が
厳
島
を
訪
れ
た
の
は
、
後
述
す
る
と
お
り
明
治

二
七
（
一
八
九
四
）
年
夏
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
二
年
後
に
記
事
を
載
せ
た
雑
誌

が
発
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
に
外
国
人
が
厳
島
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
と
し

て
は
、
ち
ょ
う
ど
シ
ド
モ
ア
の
一
年
前
、
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
の
夏
に
日
本
へ
の

公
式
訪
問
の
一
環
で
厳
島
に
立
ち
寄
っ
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
子
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ

ナ
ン
ト
に
よ
る
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
子
の
日
本
日
記
』
(12)

が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
比

べ
る
と
、
「
不
朽
の
島
」
は
、
無
類
の
知
日
家
と
し
て
の
豊
富
な
知
識
を
背
景
に
、
紀
行
作

家
と
し
て
の
確
か
な
観
察
力
と
豊
か
な
表
現
力
を
持
っ
て
綴
ら
れ
て
い
る
た
め
、
当
時
の

厳
島
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

さ
て
、
こ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン

(The C
entury 

M
agazine )

 

』
誌
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
発
行
元
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
社

(The 

C
entury C

om
pany

)

は
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
設
立
さ
れ
、
設

立
当
初
か
ら
の
定
期
刊
行
誌
で
あ
る
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
』
誌
は
一
八
八
○
年

代
お
よ
び
一
八
九
○
年
代
に
お
け
る
最
高
の
一
般
雑
誌
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、

南
北
戦
争
の
歴
史
を
あ
つ
か
っ
た
「
戦
争
シ
リ
ー
ズ(W

ar Series)

」
は
、
明
治
十
七
（
一

八
八
四
）
年
か
ら
三
年
余
り
続
け
ら
れ
、
南
北
両
軍
の
将
軍
か
ら
一
兵
卒
ま
で
の
手
記
や

二
千
点
以
上
の
木
版
画
で
人
気
を
博
し
、
そ
の
発
行
部
数
は
二
五
万
部
に
倍
増
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
商
業
的
成
功
の
後
に
二
○
世
紀
に
入
る
と
、

廉
価
な
雑
誌
や
新
聞
と
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
消
え
去
っ
て
い
っ
た
。(13)

シ
ド
モ
ア
の
厳
島

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
絶
頂
期
か
ら
徐
々
に
凋
落
し
つ
つ
も
、
ま
だ
名
声
を
保
っ

て
い
た
時
代
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
記
事
は
米
国
に
お
い
て
非
常
に
多
く
の
読
者

の
目
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二　

シ
ド
モ
ア
が
見
た
明
治
中
期
の
厳
島

（
１
）
白
木
の
社
殿
と
大
鳥
居

シ
ド
モ
ア
が
訪
れ
た
時
期
の
厳
島
は
、
現
在
と
は
そ
の
様
相
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
。

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
以
降
に
本
格
化
し
た
神
仏
分
離
に
よ
り
、
仏
教
的
と
さ
れ
た
厳

島
神
社
社
殿
は
丹
色
の
塗
装
が
剥
が
さ
れ
、
大
鳥
居
と
と
も
に
長
ら
く
白
木
を
露
わ
に
し

た
姿
で
人
々
の
目
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
神
社
社
殿
は
、
明
治
三
五
（
一
九
○
二
）
年
の
修

繕
の
際
に
(14)

、
大
鳥
居
は
明
治
四
二
（
一
九
○
九
）
年
の
修
繕
の
際
に
、
と
も
に
丹
塗
り
の

姿
に
戻
さ
れ
て
い
る
。(15)

こ
の
こ
と
は
、
記
事
本
文
に
お
い
て
も
、
符
合
す
る
部
分
が
あ
る
。

記
事
前
半
の
厳
島
神
社
社
殿
や
大
鳥
居
に
つ
い
て
触
れ
た
箇
所
に
お
い
て
は
、
建
物
等
に

つ
い
て
の
色
彩
の
記
述
は
全
く
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
五
重
塔
に
触
れ
た
場
面
で
は
じ
め

て
丹
色(red

)

と
い
う
色
の
表
現
が
現
れ
て
く
る
。

古
風
な
趣
の
あ
る
古
い
五
重
塔
は
、
積
み
重
ね
ら
れ
た
丹
色
の
屋
根
が
、
丘
の
木
々

を
見
事
に
か
き
分
け
て
い
る
。(16)

ま
た
、
大
鳥
居
に
触
れ
た
部
分
で
は
、
「
巨
大
な
ク
ス
ノ
キ
の
柱
の
間
に
小
船
で
浮
か
ん

で
み
る
と
、
ま
る
で
石
造
建
築
物
の
よ
う
に
壮
大
で
強
固
な
印
象
で
あ
る
。」
(17)

と
そ
の
壮

大
さ
を
石
造
建
築
物
に
喩
え
て
い
る
が
、
当
時
の
大
鳥
居
が
丹
塗
り
で
な
く
白
木
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
印
象
を
与
え
た
こ
と
に
関
係
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
社
殿
等
の
色
彩
以
外
に
も
外
観
上
の
差
異
と
し
て
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
に
、

神
社
に
ふ
さ
わ
し
い
棟
飾
り
と
し
て
屋
根
に
千
木
・
勝
男
木
（
ち
ぎ
・
か
つ
お
ぎ
）

が
取
り
付
け
ら

れ
た
が
(18)

、
こ
れ
ら
は
明
治
三
○
年
代
に
始
め
ら
れ
た
各
社
殿
の
修
繕
の
際
に
取
り
外
さ
れ

て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。(19)

後
述
す
る
よ
う
に
当
時
シ
ド
モ
ア
が
厳
島
滞
在
時
に
撮
影
し

た
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
も
千
木
・
勝
男
木
が
写
さ
れ
て
い
る
。
（
図
３
）

こ
れ
ら
の
棟
飾
り
の
大
き
さ
と
比
べ
て
、
厳
島
神
社
が
複
数
の
社
殿
や
回
廊
で
構
成
さ
れ

た
大
き
な
建
物
群
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
際
立
っ
た
印
象
は
な
か
っ
た
の
も
し
れ

な
い
。

厳
島
神
社
社
殿
や
大
鳥
居
が
白
木
に
さ
れ
た
原
因
と
な
っ
た
神
仏
分
離
令
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
厳
島
神
社
そ
の
も
の
の
存
亡
の
危
機
で
も
あ
っ
た
と
さ
れ
、
「
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ

た
某
大
参
事
は
、
そ
の
社
殿
を
仏
式
な
る
と
見
て
直
ち
に
社
殿
を
焼
き
払
い
、
神
体
を
海

に
流
す
べ
き
事
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
千
年
以
上
も
代
々
棚
守
職
を
続
け
て
き
た

野
坂
家
の
当
主
元
延
は
、
そ
の
命
を
聞
い
て
驚
き
、
直
ち
に
家
宝
を
売
り
旅
費
と
な
し
、

身
命
を
賭
し
て
単
身
江
戸
に
上
が
り
、
朝
廷
に
嘆
願
し
て
や
っ
と
現
状
維
持
の
許
可
を
得

た
。
」
(20)

ま
た
、
「
別
当
職
の
大
聖
院
は
神
社
と
分
離
し
、
二
十
坊
は
滅
び
、
修
理
別
当
職
の

大
願
寺
も
独
立
し
、
諸
所
の
仏
像
が
多
く
こ
こ
に
集
め
ら
れ
、
大
経
堂
は
千
畳
閣
と
称
し

さ
ら
に
豊
国
神
社
と
改
称

し
て
厳
島
神
社
の
末
社
と

な
っ
た
。（
略
）
こ
の
ほ
か
、

本
地
堂
、
十
王
堂
、
地
蔵
堂
、

大
鐘
楼
、
輪
蔵
や
多
く
の

院
・
坊
は
廃
毀
さ
れ
、
」(21)

と
、

神
仏
分
離
が
比
較
的
平
穏

に
行
わ
れ
た
(22)

と
さ
れ
る
広

島
県
に
お
い
て
も
、
と
り

わ
け
神
社
仏
閣
が
濃
密
に

集
積
し
て
い
た
厳
島
に
お

い
て
は
、
大
き
な
影
響
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
シ

ド
モ
ア
も
、
こ
の
神
仏
分

離
に
と
も
な
う
廃
仏
毀
釈
に
つ
い
て
わ
ざ
わ
ざ
触
れ
て
お
り
(23)

、
二
○
年
以
上
前
の
出
来
事

で
は
あ
る
が
、
当
時
の
厳
島
に
お
い
て
な
お
忘
れ
が
た
い
大
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
当
時
の
厳
島
の
描
写
と
し
て
は
少
し
奇
妙
な
点
に
触
れ
て
み
た
い
。
シ
ド
モ

ア
の
記
事
で
は
、
海
岸
沿
い
の
参
道
の
様
子
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
村
の
端
の
海
岸
沿
い
に
は
、
各
梁
や
柱
が
一
枚
石
の
大
島
石“O

shim
a 

granite”

で
で
き
た
堂
々
と
し
た
鳥
居
が
建
っ
て
お
り
、
聖
地
へ
の
入
り
口
を
表

し
て
い
る
。(24)

厳
島
神
社
参
道
の
入
口
に
あ
る
、
高
さ
十
ｍ
あ
ま
り
の
石
造
の
大
鳥
居
は
『
宮
島
町
史
』  

(25)

に
よ
れ
ば
明
治
三
八
（
一
九
○
五
）
年
建
立
と
さ
れ
て
お
り
、
シ
ド
モ
ア
が
訪
れ
た
明
治

二
七
（
一
八
九
四
）
年
よ
り
も
、
さ
ら
に
は
こ
の
記
事
を
掲
載
し
た
雑
誌
が
発
行
さ
れ
た

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
よ
り
も
後
の
建
立
と
な
り
、
記
事
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、こ
の
建
立
時
期
が
推
定
さ
れ
た
記
述
を
詳
し
く
検
討
し
て
み
る
と
、
明
治
二
七
（
一

八
九
四
）
年
と
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
に
、
件
の
石
大
鳥
居
が
描
か
れ
た
絵
図
が
発

行
さ
れ
て
お
り 

(26)

、
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
シ
ド
モ
ア
の
記
事
と
の
整
合
性
は
保
た
れ
る
。
と

こ
ろ
が
、
当
文
献
に
お
い
て
は
、
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
に
買
い
求
め
た
と
さ
れ
る

写
真
に
当
該
石
大
鳥
居
が
写
っ
て
い
な
い
こ
と
、
明
治
三
八
（
一
九
○
五
）
年
に
「
石
鳥

居
上
棟
式
」
の
件
で
出
県
し
た
稟
請
記
事
が
あ
る
こ
と
(27)

、
等
を
も
っ
て
建
立
年
代
が
推

定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
土
産
物
で
販
売
さ
れ
て
い
る
写
真
や
絵
葉
書
の
撮
影
な
い
し
作

成
時
期
は
、
販
売
時
期
と
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
む
し
ろ
内
容
的
に
は
古
い
撮
影
時
期
の
も

の
が
、
そ
の
ま
ま
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
現
に
、
大
正
八
（
一

九
一
九
）
年
の
写
真
帖
に
千
木
・
勝
男
木
を
載
せ
た
本
社
本
殿
が
写
っ
て
い
る
(28)

こ
と
は
、

明
治
三
四
（
一
九
○
一
）
年
に
は
じ
ま
っ
た
大
修
理
の
際
に
、
遅
く
と
も
明
治
三
二
（
一
八

九
九
）
年
に
は
こ
れ
ら
が
外
さ
れ
た
と
す
る
説
明
(29)

と
も
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
景
観
で
あ
る
。

異
な
る
二
つ
の
絵
図
に
お
い
て
、
御
笠
浜
と
い
う
同
じ
場
所
に
、
偶
然
に
存
在
し
な
い
は
ず

の
大
鳥
居
が
描
か
れ
た
こ
と
は
非
常
に
奇
妙
で
あ
り
、
新
た
に
こ
の
シ
ド
モ
ア
の
記
事
を
考

察
に
加
え
る
と
、
こ
の
時
期
に
石
大
鳥
居
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
絵
馬
等
の
奉
納
品

厳
島
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
は
、
元
々
は
廻
廊
や
社
殿
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
で

参
詣
者
も
こ
れ
ら
を
楽
し
み
な
が
ら
参
拝
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
も
、
「
本
社
に
献

ず
る
と
こ
ろ
、
新
古
の
絵
馬
、
両

宮
三
棟
拝
殿
よ
り
、
東
西
廻
廊
に

至
ま
で
、
高
下
左
右
、
す
き
ま
も

な
く
掛
連
ね
、
其
数
幾
百
枚
な
る

を
し
ら
ず
、
」
(30)

ま
た
、
「
著
名
な

画
家
の
絵
馬
も
多
く
全
体
に
質
の

高
さ
は
特
筆
さ
れ
る
。
」(31)

と
質
量

と
も
に
相
当
な
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
屋

根
の
下
と
は
い
え
そ
の
環
境
は
吹
き
さ
ら
し
で
あ
り
、
劣
化
も
激
し
く
、
嵐
等
で
流
失
し

て
失
わ
れ
る
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
よ
う
で
、
明
治
三
四
年
の
大
修
理
以
降
は
取
り
外
さ
れ

千
畳
閣
（
豊
国
神
社
）
へ
掛
け
か
え
ら
れ
た
。
(32) 　

現
在
、
そ
の
一
部
は
厳
島
神
社
宝
物
館

に
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

シ
ド
モ
ア
の
記
事
は
、
こ
れ
ら
の
絵
馬
が
廻
廊
等
か
ら
外
さ
れ
る
前
の
時
期
で
あ
り
、

案
内
人
の
詳
し
す
ぎ
る
説
明
に
閉
口
し
な
が
ら
も
、
そ
の
数
点
に
言
及
し
て
い
る
。

案
内
人
た
ち
は
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
お
い
て
、

古
美
術
の
展
示
と
し
て
貸
し
出
さ
れ
た
、
四
世
紀
前
の
著
名
人
の
肖
像
画
を
ま
ず

最
初
に
示
し
な
が
ら
、
奉
納
絵
馬
の
廻
廊
で
も
興
奮
気
味
に
説
明
す
る
。
(33)

こ
れ
は
、
同
博
覧
会
へ
出
品
さ
れ
た
厳
島
神
社
の
絵
馬
七
点
の
う
ち
六
点
が
人
物
画
と

思
わ
れ
る
中
で
、
原
文
の
表
現

(series of portraits of celebrities)

に
最
も
符
合
す
る

も
の
と
し
て
は
、「
扇
面
形
三
十
六
歌
仙
ノ
図
」
（
寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
）
(34)

(35)

が
あ
る
。

ち
な
み
に
、こ
れ
が
描
か
れ
た
時
期
は
お
お
ま
か
に
三
世
紀
前
（
二
七
一
年
前
）
と
な
り
「
四

世
紀
前
」
と
は
一
致
し
な
い
が
、
厳
島
神
社
の
奉
納
品
か
ら
出
品
さ
れ
た
最
も
古
い
作
品

で
も
天
文
二
一
（
一
五
五
二
）
年
す
な
わ
ち
三
四
四
年
前
で
あ
り
、
ぴ
た
り
と
該
当
す
る

も
の
は
な
い
。
そ
の
他
の
絵
馬
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
検
討
す
る
と
、

最
も
著
名
な
も
の
は
（
森
）
祖
仙
（Sosen

）
に
よ
る
、
比
類
な
く
ふ
わ
ふ
わ
の
毛

の
一
匹
の
猿
が
、
宮
島
の
鹿
の
背
に
乗
っ
た
も
の
だ
。(36)

に
つ
い
て
は
、
幕
末
期
の
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
に
六
七
面
の
絵
馬
が
模
写
さ
れ
た
『
厳

島
絵
馬
鑑
』(37)

に
載
る
森
祖
仙
作
「
猿
鹿
に
乗
る
の
図
」(

図
４)

と
符
合
す
る
。
ま
た
、

少
し
変
わ
っ
た
も
と
し
て
二
五
○
年
前
に
初
め
て
長
崎
に
来
港
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船

の
絵
(38)

に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
河
野
盛
信
作
「
阿
蘭
陀
船
入
津
之
図
」（
図
５
）
承
応
二
（
一

六
五
三
）
年
(39)

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
同
時
期
に
奉
納
さ
れ
た
同
じ
絵
師
の
作

品
「
南
蛮
船
図
」
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
(40)

が
、
厳
島
神
社
宝
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
絵
馬
で
は
な
い
が
、
広
島
市
が
寄
贈
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
「
巨
大
な
ブ
ロ
ン

ズ
の
羅
針
盤
」（
図
６
）(41)
に
つ
い
て
も
、
符
合
す
る
も
の
が
千
畳
閣
に
吊
る
さ
れ
て
い
る
が
、

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
市
制
施
行
し
た
広
島
市
が
寄
附
し
た
か
ど
う
か
は
、
現
地

の
記
録
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
羅
針
盤
と
い
う
珍
し
い
奉
納
品
か
ら
船
と
の
関
係
も
示

唆
さ
れ
る
た
め
、
明
治
二
三
（
一
八
九
○
）
年
に
落
成
式
を
行
っ
た
宇
品
築
港
と
の
関
係

も
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
絵
馬
の
ほ
か
に
、
手
水
鉢
や
玉
垣
に
加
え
て
「
薩
摩
の
反
乱
で
亡
く
な
っ
た

兵
士
た
ち
の
記
念
碑
」
(42)

と
し
て
『
広
島
県
壮
兵
殉
難
碑
』
に
触
れ
る
な
ど
、
一
か
月
以
上

の
長
期
滞
在
と
い
う
状
況
も
加
わ
っ
て
か
、
非
常
に
細
か
な
点
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

（
３
）
挿
絵
と
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
の
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

全
体
で
十
二
頁
か
ら
な
る
「
不
朽
の
島
」
に
は
、
全
部
で
十
二
点
の
木
版
画
と
思
わ
れ

る
挿
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
う
ち
八
点
に
は
「
写
真
を
基
に
し
た
」
（“ FRO

M
 A

 

PH
O

TO
G

RA
PH

 ”

）
と
い
う
注
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
写
真
の
所
在
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
公
開
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ネ
ル
大
学
図

書
館

(C
ornell U

niversity Library )
 

(43)

で
は
な
く
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
自
然
史
国
立
博
物
館

国

立

文

化

人

類

学

資

料

館
（N

ational A
nthropological A

rchives,  Sm
ithsonian 

N
ational M

useum
 of N

atural H
istory

）
に
、
日
本
ば
か
り
か
中
国
等
も
含
め
た
四
○
○

点
以
上
の
シ
ド
モ
ア
の
写
真
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
厳
島
滞
在
中
の
写
真
も
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
撮
影
さ
れ
た
内
容
か
ら
、
四
○
点
に
つ
い
て
は
厳
島
で

撮
影
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
が
、
三
三
点
（
便
宜
的
に
「
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

と
呼
ぶ
）
に
つ
い
て
は
こ
の
記
事
の
内
容
と
符
合
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
事
の
た
め
に

厳
島
を
訪
れ
た
時
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
残
り
七
点
（
右
記
に
同
じ
く
「
第

二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ぶ
）
に
つ
い
て
は
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
に
よ
り
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）

年
か
ら
五
（
一
九
一
六
）
年
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
詳
細
は
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
少
な
く
と
も
厳
島
に
関
係
し
て
い
る
写
真
そ
の
も
の

は
、
約
四

×

五
イ
ン
チ
（
一
○×

一
二
・
五
セ
ン
チ
）
の
鶏
卵
紙
の
プ
リ
ン
ト

（album
en print

）
で
、
台
紙
に
マ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
第
二
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
ガ
ラ
ス
乾
板
で
あ
る
。
写
真
に
は
、
撮
影
場
所
や
撮
影
日
等
の
詳
し
い
説
明
が
な
い

た
め
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
で
も
こ
れ
ら
の
多
く
を
特
定
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

さ
て
、
挿
絵
の
基
に
な
っ
た
写
真
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
解
説
し
て
み
た
い
。
右
に
記

事
中
の
版
画
を
切
り
取
っ
た
も
の
、
左
に
基
と
な
っ
た
写
真
を
並
べ
て
み
る
と
、
「
櫓
を
漕

ぐ
船
頭
」(

図
７)

（
挿
絵
の
邦
題
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
、「
小
舟
に
集
ま
っ
た
少
年
達
」

（
図
８
）
、
「
賽
の
河
原
」
（
図
９
）
、
「
柴
を
運
ぶ
女
」
、
（
図
10
）
の
四
点
に
つ
い
て
は
、
全

く
同
じ
構
図
（
た
だ
し
、
人
物
等
が
一
部
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
）
の
写
真
が
残
っ

て
い
る
。「
沖
か
ら
見
た
厳
島
神
社
」（
図
11
）
と
「
鹿
に
餌
を
や
る
少
女
」（
図
12
）
、「
玉
取
祭
」

（
図
13
）
に
つ
い
て
は
、
類
似
し
た
写
真
は
あ
る
も
の
の
全
く
同
じ
も
の
は
な
い
。
「
鹿
に

餌
を
や
る
少
女
」
に
つ
い
て
は
、
複
数
枚
の
写
真
を
合
成
し
た
挿
絵
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
「
玉
取
祭
」
に
つ
い
て
は
、
撮
影
位
置
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
社
殿
の
み
の
写

真
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
玉
取
祭
の
様
子
を
想
像
だ
け
で
違
和
感
な
く

描
く
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
た
め
、
基
と
な
っ
た
写
真
は
失
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
櫓
の
場
所
が
客
神
社
祓
殿
（
ま
ろ
う
ど
じ
ん
じ
ゃ
は
ら
い
で
ん
）

の
正
面
に
描
か

れ
て
お
り
、
現
在
執
り
行
わ
れ
て
い
る
大
鳥
居
側
と
は
異
な
る
。
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）

年
奉
納
の
里
見
雲
嶺
作
の
絵
馬
(44)

に
、
同
じ
位
置
で
櫓
を
組
ん
だ
「
玉
取
祭
」
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
は
こ
の
場
所
で
執
り
行
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
「
千
畳
閣
と
五
重
塔
」
（
図

14-

1
）
に
つ
い
て
も
該
当
す
る
写
真
は
残
さ
れ
て
い

な
い
が
、
本
館
が
所
蔵
す
る
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
に
厳
島
で
購
入
さ
れ
た
写
真
帖
(45)

に
、

構
図
も
木
々
の
枝
ぶ
り
も
挿
絵
と
全
く
同
じ
写
真
（
図

14-

2
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
時
代
は
ま
だ
私
製
絵
葉
書
の
発
行
販
売
が
許
可
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
土
産
物
と
し
て

こ
の
写
真
帖
の
よ
う
に
プ
リ
ン
ト
を
直
接
台
紙
に
貼
っ
た
も
の
が
、
販
売
さ
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
シ
ド
モ
ア
も
こ
の
写
真
と
同
じ
場
所
で
写
真
を
撮
っ
た
か
、
ま
た
は
、

こ
う
し
た
写
真
帖
を
購
入
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
他
に
、
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
主
な
も
の
と
し
て
図
15
か
ら
23
ま
で
、
同
じ
く

第
二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
図
24
か
ら
26
ま
で
の
計
十
二
枚
を
掲
載
し
た
。
図
22
は
写
真
で

は
判
然
と
し
な
い
が
原
題
は
「
濡
れ
た
祠
の
仏
画
へ
水
を
か
け
る
た
め
の
柄
杓
」
、
図
23
は

「
神
社
で
天
照
の
神
に
祈
る
老
人
」
と
な
っ
て
お
り
、
何
れ
も
木
版
画
の
原
画
と
は
な
ら
な

か
っ
た
が
、
「
不
朽
の
島
」
に
関
係
す
る
写
真
だ
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
明
治
時
代
の
厳
島
に
は
、
陸
軍
の
砲
台
等
の
軍
事
施
設
が
数
多
く
あ
り
、
当

時
の
絵
葉
書
に
も
「
要
塞
司
令
部
許
可
済
」
等
検
閲
済
み
で
あ
る
こ
と
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

正
式
に
は
、
「
要
塞
近
傍
ニ
於
ケ
ル
水
陸
測
量
等
ノ
取
締
ニ
関
ス
ル
件
」
（
明
治
三
一
年
七

月
二
七
日
公
布
）
に
よ
り
撮
影
を
含
め
た
測
量
、
模
写
等
を
無
許
可
で
行
う
こ
と
が
禁
止

さ
れ
、
明
治
三
二
年
に
は
「
要
塞
地
帯
法
」
（
法
律
第
百
五
号　

明
治
三
二
年
七
月
一
四
日

公
布
）
と
い
う
法
令
に
よ
り
厳
格
に
定
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
厳
格
な
取
締
が
行
わ
れ
た

時
期
の
厳
島
に
お
け
る
、
外
国
人
の
写
真
撮
影
に
ま
つ
わ
る
事
件
等
に
つ
い
て
は
、
「
厳
島

が

〝

撮
影
禁
止

〟

だ
っ
た
こ
ろ　

室
浜
砲
台
、―

鷹
ノ
巣
低
・
高
砲
台
を
め
ぐ
っ
て―

』
(46)

で
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
不
朽
の
島
」
に
も
、
砲
台
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
。

「
中
秋
の
名
月
」
の
夜
、
船
頭
は
私
た
ち
を
日
没
に
海
岸
か
ら
か
な
り
離
れ
た
と
こ

ろ
へ
連
れ
て
行
き
、
島
の
防
御
の
た
め
に
十
か
所
あ
る
要
塞
の
う
ち
二
か
所
を
見

せ
た
。
砲
門
と
砲
郭
は
枝
葉
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
宇
品
へ
の
入
り

口
に
臨
む
、
狭
く
て
潮
の
速
い
海
峡
を
見
下
ろ
し
て
い
た
。(47)

当
時
は
、
日
清
戦
争
の
最
中
で
あ
り
、
厳
島
に
も
臨
時
砲
台
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、

本
格
的
に
は
明
治
三
十
年
代
か
ら
建
造
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 (48)

こ
う
し
た
な
か
に
お
い

て
、
シ
ド
モ
ア
に
よ
る
厳
島
の
写
真
が
多
数
残
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）

年
当
時
に
は
、
ま
だ
厳
格
な
取
締
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

（
４
）
厳
島
来
訪
の
時
期

シ
ド
モ
ア
は
こ
の
記
事
を
書
く
以
前
に
、
日
本
に
関
す
る
著
作
と
し
て
『
シ
ド
モ
ア
日

本
紀
行
』
の
初
版
(49)

を
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
に
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
三
五
（
一

九
○
二
）
年
に
改
訂
さ
れ
、
こ
の
改
訂
版
が
現
在
の
日
本
語
版
の
原
典
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
と
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
の
少
な
く
と
も
二

回
に
わ
た
り
初
版
の
増
刷
が
行
わ
れ
て
い
る
。
初
版
と
改
訂
版
の
原
典
を
比
較
し
て
み
る

と
、
厳
島
と
広
島
周
辺
の
記
述
が
大
き
く
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
初
版
の
「
第

三
六
章　

瀬
戸
内
海
と
長
崎
」
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
素
っ
気
な
い
ほ
ど
簡
単
な
記

述
で
あ
る
。

神
戸
か
ら
長
崎
ま
で
の
間
で
外
国
人
に
開
か
れ
て
い
る
港
は
、
政
府
の
海
軍
基
地

が
あ
る
広
島
だ
け
で
あ
り
、
外
国
人
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
た
め
に
上
陸
し

た
く
て
も
で
き
な
い
周
囲
の
沿
岸
の
中
で
、
唯
一
の
例
外
と
な
っ
て
い
る
。
(50)

（
筆

者
訳
）

一
方
、
初
版
か
ら
十
一
年
後
の
改
訂
版
で
は
、

多
く
の
古
い
城
下
町
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
、
瀬
戸
内
海
の
西
方
の
沿
岸
を
鉄
路
は

進
む
。
そ
の
う
ち
最
も
重
要
な
と
こ
ろ
は
広
島
で
あ
る
。
そ
の
城
に
は
陸
軍
の
司

令
部
が
あ
り
、
一
八
九
四
年
か
ら
一
八
九
五
年
の
戦
争
（
日
清
戦
争
）
の
間
、
天

皇
が
移
ら
れ
た
場
所
で
も
あ
る
。
帝
国
の
最
も
重
要
な
海
軍
港
は
呉
で
あ
り
、
海

軍
士
官
学
校
の
あ
る
江
田
島
が
、
そ
の
数
マ
イ
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
広
島

に
面
し
て
、
聖
な
る
島
で
あ
る
厳
島
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
日
本
三
景
の
一
つ
で
あ
り
、

奈
良
よ
り
も
素
敵
で
の
ど
か
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
日
本
三
景
で
あ
る
仙
台
湾
の
「
千

松
島
の
松
島
」
や
、
宮
津
湾
の
天
国
の
階
段
と
い
う
意
味
の
奇
妙
な
「
天
橋
立
」

の
ど
ち
ら
よ
り
も
、
美
し
い
風
景
と
見
事
な
建
物
が
あ
り
、
歴
史
や
伝
説
に
ま
つ

わ
る
面
白
さ
を
提
供
す
る
。
宮
島
に
お
い
て
は
、
人
が
生
ま
れ
た
り
、
死
ん
だ
り

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
は
、
神
道
の
女
神
、
市
杵
島
姫

と
彼
女
の
二
人
の
姉
妹
を
祀
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
正
式
に
は
、
女
性
は
こ

の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
社
殿
と
そ
の
回
廊
は
水
中
の
柱

の
上
に
建
て
ら
れ
、
水
上
の
巨
大
な
鳥
居
を
潜
っ
て
船
で
入
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

何
百
も
の
献
灯
が
海
岸
線
に
連
な
り
、
そ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
灯
さ
れ
る
。
聖
な
る

鹿
が
あ
ち
こ
ち
で
歩
き
回
っ
て
お
り
、
そ
こ
は
と
て
も
の
ど
か
で
平
穏
な
の
で
、

木
々
で
覆
わ
れ
た
岬
や
高
台
に
砲
台
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
気
づ
か
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
こ
の
要
塞
地
帯
で
の
ス
ケ
ッ
チ
や
撮
影
は
厳
し

く
禁
止
さ
れ
て
い
る
。(51)

（
筆
者
訳
）

と
そ
の
記
述
は
初
版
と
比
べ
て
格
段
に
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
二
九
年
の
「
不

朽
の
島
」
が
基
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
シ
ド
モ
ア
が
こ
の
記
事
を
書

く
た
め
に
厳
島
を
訪
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
シ
ド
モ
ア
の
厳
島
訪
問
の
旅
程
も
含
め
て
、

正
確
な
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
記
事
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
特
に
日
清
戦
争

の
平
壌
陥
落
を
祝
っ
た
灯
明
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
関
し
て
は
、
正
式
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
事
実
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。

　

『
シ
ド
モ
ア
日
本
紀
行
』
の
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
の
初
版
で
は
既
に
、「
瀬

戸
内
海
を
六
回
も
旅
し
て
い
る
と
、
季
節
や
昼
夜
さ
ま
ざ
ま
の
、
美
し
い
海
岸
を

見
て
き
た
。
」
(52)

と
書
か
れ
て
い
る
。
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
年
に
山
陽
鉄
道

が
下
関
ま
で
開
通
す
る
以
前
に
お
い
て
は
、
山
陽
路
は
海
路
が
重
宝
さ
れ
た
時
代

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
彼
女
が
厳
島
を
訪
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
初
版
の
『
シ

ド
モ
ア
日
本
紀
行
』
の
記
述
も
も
う
少
し
詳
し
い
も
の
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
シ
ド
モ
ア
が
こ
の
記
事
の
取
材
で
初
め
て
厳
島
を
訪
れ
た
時
期
は
、
記

事
の
内
容
や
写
真
か
ら
の
推
測
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
が
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
夏

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
の
シ
ド
モ
ア
の
二
番
目
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
か
ら
五
（
一
九
一
六
）
年
と
年
代
が
特
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
期
に
再
訪
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）
シ
ド
モ
ア
、
そ
の
後

シ
ド
モ
ア
は
、
現
在
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
』
（N

ational G
eographic

）

誌
で
本
邦
で
も
著
名
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
協
会

(N
ational G

eographic 

Society
)

に
、
創
設
間
も
な
い
一
八
九
○
年
に
入
会
し
て
い
る
。
彼
女
の
同
誌
へ
の
記
事
は

高
く
評
価
さ
れ
、
後
に
編
集
方
針
が
現
在
の
よ
う
な
写
真
を
重
点
と
し
た
も
の
に
変
わ
っ

た
こ
と
が
、写
真
を
得
意
と
す
る
彼
女
の
評
価
を
さ
ら
に
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
女
は
、

男
の
世
界
と
言
わ
れ
た
同
協
会
に
お
い
て
、
最
終
的
に
は
初
の
女
性
理
事
に
な
る
ま
で
の

名
声
を
得
た
の
で
あ
る
。(53)

そ
ん
な
彼
女
は
、「
不
朽
の
島
」
が
発
表
さ
れ
た
明
治
二
九
（
一

八
九
六
）
年
六
月
十
五
日
に
発
生
し
た
三
陸
大
津
波
の
被
災
地
を
取
材
し
、
同
誌
の
九
月

号
に
「
最
近
発
生
し
た
日
本
沿
岸
の
津
波
」(The Recent Earthquake W

ave on the Coast of 

Japan
)

(54)

と
題
し
て
写
真
入
り
の
記
事
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
は
、
被
災
後
に
ま
じ

め
な
校
長
が
自
分
の
家
族
を
探
し
に
行
く
前
に
、
御
真
影
を
安
全
な
場
所
に
避
難
さ
せ
た
、

と
当
時
の
世
相
を
反
映
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
津
波
」(Tsunam

i)
と

い
う
日
本
語
が
英
語
圏
に
紹
介
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
書
か
れ
た
論
文
(55)

で
は
、
こ
の
シ
ド

モ
ア
の
記
事
に
加
え
て
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
が
新
聞
社
に
寄
稿
し
た
記
事
の
二
つ
を
、

英
語
圏
で
の
「
津
波
」(Tsunam

i)

の
初
出
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ハ
ー
ン
の

記
事
は
自
身
の
現
地
取
材
に
拠
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。
シ
ド
モ
ア
は
自
ら
現
地
で
取

材
し
、
「
津
波
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
八
年
十
一
月
四
日
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
(56)

に
、
前
日
に
ス
イ
ス

の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
行
わ
れ
た
シ
ド
モ
ア
の
葬
儀
の
模
様
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
家
族
の
い

な
い
シ
ド
モ
ア
が
ア
メ
リ
カ
領
事
に
宛
て
た
遺
書
で
は
、
葬
儀
も
行
わ
ず
火
葬
し
、
遺
灰

は
礼
儀
に
か
な
っ
た
方
法
で
分
配
し
て
欲
し
い
と
い
う
慎
ま
し
い
も
の
だ
っ
た
。
日
本
政

府
の
要
望
に
よ
り
、
遺
灰
の
一
部
は
横
浜
に
埋
葬
さ
れ
、
日
本
で
亡
く
な
っ
た
母
や
兄
と

と
も
に
眠
っ
て
い
る
。

三　

お
わ
り
に

古
く
は
、
広
島
市
の
西
部
地
域
（
現
佐
伯
区
）
が
厳
島
の
荘
園
領
地
で
あ
っ
た
中
世
に

遡
る
が
、
浅
野
氏
以
降
は
城
下
の
遊
郭
・
芝
居
小
屋
等
は
禁
止
さ
れ
、
厳
島
に
の
み
許
さ

れ
る
な
ど
、
広
島
と
厳
島
の
関
係
は
緊
密
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
管
弦
祭
に
お
い
て
も
、

城
下
の
各
町
が
競
っ
て
御
供
船
を
出
し
、
管
弦
船
を
曳
く
漕
船
の
一
艘
を
江
波
か
ら
出
す

な
ど
、
城
下
こ
ぞ
っ
て
の
祝
祭
で
あ
っ
た
。
広
島
市
域
は
厳
島
と
信
仰
は
も
と
よ
り
祭
礼

や
遊
行
に
お
い
て
も
、
深
く
結
び
つ
い
て
き
た
歴
史
を
持
つ
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
広
島
市
と
厳
島
と
の
密
接
な
関
係
も
近
代
の
到
来
と
と
も
に
大

き
く
変
容
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
山
陽
鉄
道
が
徳
山
ま
で
延
伸
さ

れ
、
対
岸
に
「
宮
島
駅
」
が
設
置
さ
れ
た
明
治
三
○
年
九
月
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
鉄
道

延
伸
に
呼
応
し
て
、
対
岸
の
大
野
町
と
の
間
に
渡
船
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
(57)

厳
島
参

詣
の
人
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
宮
島
に
参
詣
せ
ん
と
す
る
も
の
は
先
づ
広
島
に
集
り
、
而
し
て
本
川
元
安
川
又

は
京
橋
よ
り
渡
船
し
、
宮
島
へ
参
詣
し
た
る
後
に
も
ま
た
必
ず
広
島
に
立
ち
戻
り

た
る
上
、
其
れ
其
れ
土
産
物
を
買
い
整
え
帰
郷
す
る
を
常
と
せ
り
」
と
い
う
状
態

で
あ
っ
た
の
が
、
「
汽
車
の
開
通
に
伴
い
（
略
）
自
然
客
足
を
広
島
市
に
留
む
る

こ
と
少
な
き
に
至
り
」(58)

シ
ド
モ
ア
が
描
い
た
厳
島
は
、
鉄
道
の
延
伸
に
よ
り
ま
さ
に
「
広
島
」
と
「
厳
島
」

と
の
関
係
が
変
貌
す
る
前
の
姿
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
近
代
化
に
勤
し
む
日
本
に

あ
っ
て
、
さ
ら
に
戦
時
の
国
内
の
先
端
と
な
っ
た
「
広
島
」
の
姿
は
、
と
り
わ
け
古
よ

り
の
日
本
の
姿
を
残
す
「
厳
島
」
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
自
然
史
国
立
博
物
館
国
立
文
化
人
類

学
資
料
館
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
図
書
館
お
よ
び
広
島
市
立
中
央
図
書
館
に
対
し
て
、
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

- 47 -



  
図 7-2 

Boatman in Costume, Rowing Boat Near Torii  
(Gateway)  in Sea, NAA INV 04631200 図 7-1 MIYAJIMA BOATMAN. 

  
図 8-2 

Boys Swimming and Diving from Boat, NAA INV 
04634400 図 8-1 MIYAJIMA DIVERS. 

  

図 9-2 
Shrine of Jizo (Buddhist Helper of Those in 
Trouble) Surrounded by Stones, NAA INV 04634000 図 9-1 

SHRINE OF JIZO SAN, PROTECTOR OF LITTLE 
CHILDREN.   

  

図 10-2 
Three Women, Firewood Porters, in Costume, 
Carrying Loads Of Wood Atop Heads, NAA INV 
04633600 

図 10-1 MIYAJIMA PORTERS  

Above left side: National Anthropological Archives, Smithsonian 
Institution 

Above right side: From the article “AN ISLAND WITHOUT DEATH”, 
Courtesy of Cornell University Library, Making of 
America Digital Collection 
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図 11-2 
Torii (Gateway) in Sea, 
National Anthropological Archives, Smithsonian 
Institution, NAA INV 04632000 

図 11-1 

VILLAGE OF MIYAJIMA, WITH TORII, TEMPLE, AND 
SHORE LANTERNS. From the article “AN ISLAND 
WITHOUT DEATH”, Courtesy of Cornell University Library, 
Making of America Digital Collection 

 
 

図 12-2 
Woman in Costume, Feeding Dear at Shinto 
Temple, National Anthropological Archives, 
Smithsonian Institution, NAA INV 04633300 

図 12-1 
MIYAJIMA TEMPLE COURT AT LOW TIDE. From the 
article “AN ISLAND WITHOUT DEATH”, Courtesy of Cornell 
University Library, Making of America Digital Collection 

  

図 13-2 
View of Shinto Temple, Torii (Gateway) in Sea 
Beyond, National Anthropological Archives, 
Smithsonian Institution, NAA INV 04632600 

図 13-1 
THE GREAT MATSURI. From the article “AN ISLAND 
WITHOUT DEATH”, Courtesy of Cornell University Library, 
Making of America Digital Collection 

  

図 14-2 
「厳島千畳敷」、明治３３年厳島写真帖、広島市

公文書館蔵 
図 14-1 

FIVE-STORY PAGODA AND TAIKO’S HALL, MIYAJIMA. 
From the article “AN ISLAND WITHOUT DEATH”, Courtesy of 
Cornell University Library, Making of America Digital Collection 
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図 17  
Shinto Temple and Five-Story 
Pagoda, NAA INV 04632300 図 16   

View of Shinto Temple from 
Sea, Boats Nearby, NAA INV 
04632200 

図 15   
Torii (Gateway) in Sea, Shinto 
Temple in Background, NAA 
INV 04631900 

  

 

図 20   
Man, Town Crier, in Costume 
Outside Building Near Gate, 
NAA INV 04633500 

図 19   
Two-Story Pagoda, NAA INV 
04633800 図 18   

Man in Costume, Feeding Deer 
at Shinto Temple, NAA INV 
04632800 

 

  

図 23   
Old Man in Costume, Praying 
to Sun (Goddess Amaterasu?), 
NAA INV 04634300 

図 22   
Dipper for Pouring Water on 
Image of Buddha at Wet 
Shrine, NAA INV 04633900 

図 21   

Woman, Firewood Porter, in 
Costume, Carrying Load of 
Wood Atop Head, NAA INV 
04633700 

   

図 26  Pl139_X28 図 25  Pl139_X30 図 24  Pl139_X13 

National Anthropological Archives, Smithsonian Institution 
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